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平成 4 年度

日野市教育委員会の教育目標と重点

教育目標

教育基本法に基づき、生涯学習をふまえ、社会の変化に対応して主体的に判断し、行動できる市民の

育成を目指すとともに、生涯を通じて学び続けるカを育成することを目指し、次のことを目標にして日

野市の教育 ・文化 ・スポーツの発展充実を図る。

1 盛かな心、いきいきとした知識、健やかな体を培うとともに、社会人としての徳性を泊養し、広く

国際社会に生きる市民の育成に努める。

2. 各自のもつ個性と創造性を伸ばし、人間尊重の精神を身につけ、互いに励まし 、支え合う態度の宵

成に努める。

3. 家庭教育、学校教管、社会教育の緊密な速腕のもとに、青少年の健全な育成を進めるとともに、郷

土愛を培い、地域の自然や文化を大切にする態度の育成に努める。

重 点

教育目傑を達成するために、次のことを重点とする。

1 学校教育における借滋内容 ・方法の改善 ・充実に努め、幼児 ・児童 ・生徒に自ら学ぶ力をつけさせ、

一人一人の個性や能力の伸長を図り、保護者の期待に応える教育を推進する。

2 教育施設 ・設備の充実に努め、その有効な活用 ・保全を図り、市民への開放を推進する。

3. 公民館活動並びに図3館 ・ふるさと博物館の資料及びその機能の充実に努め、市民の学習機会の鉱

充を図る。

4. スポーツ活動における指導体制lの充実並びに施設の有効活用に努め、市民の主体的な活動の推進を

図る。
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平成 4年度学校教育に4グける指導の重点

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次のことを学校教育において推進すべき課題と

して設定する。

<人権尊重の教育の推進>

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目的を達成するために、 学校の教育活動全体を

通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底する。

各学校においては、一人一人の児童・生徒の個性と創造性を伸ばし、人権尊重の精神を培い、互い

に認めあい、支え合い、励まし合う態度を育む。

<社会性を育む教育の推進〉

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するために、郷土を愛する心を培い、地域社会の一員として

自覚を促し、地域社会の形成者としての資質を育む。

各学校においては、学校・地域 ・関係諸機関との連携を一層深めるとともに、地域の自然や文化を

積極的に学校教育に取 り入れる ことによって 、地域に根ざした学校教育の推進に努め、地域の 自然や

文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、地域への帰属意識を培う。

<国際理解教育の推進>

国際的な視野をもち、世界の平和に貢献できる児童 ・生徒を育成するために、我が国と諸外国との

生活や文化の相違を理解させ、これを尊重する態度の育成に努め、進めて国際社会に参加・協力でき

る能力と態度を育てる。

各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して、 自国の

文化や伝統について理解することや、国際協力に果たす個人や国家の役割について主体的に学ぶ態度

を育む。

各学校ではこれらの課題について、次のことを日常の教育におりる指導の重点として、教師一人一人

の識見や指導力を高めるとともに、校内の指導体制を確立し、家庭・地主主との連携を一層深め、聞かれた

学校としての教育経営を展開して、学校教育の一層の充実・向上に努める。

<学習指導の改善・充実〉

自ら学ぶ意欲を持ち、社会の変化に対応して主体的に判断し、行動する児童・生徒を育成するため

に、児童・生徒の発達段階に即して基礎的 ・基本的な内容の指導を徹底し、一人一人の能力 ・適性等
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の伸長を図り 、個性を生かす教育の充実に努める。

各学校においては、次の点に車点をおいて体験的な活動を重視するなど指導内容 ・方法及び評価の

改善を図り、各教科等の基礎的 ・基本的な内容を確実に身につけさせるとともに、柔軟な思考力や創

造力を育成し、自ら学ぶ力を身につけさせ、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を育む。

(1 )教育課程の方針を誌に、各学校の教育 目標の具現化を目指し、学校の創意を生かした教育課程の

編成と実施に努める。

(2) 小集団による主体的・創造的な学習活動、ティ」ム ・ティー チングによる指導、体験的な学習活動、

地減の素材を生か した教育活動等の研究を推進するとともに、児童 ・生徒の学習過程に視点をおい

た綬業研究を進める。

(3) 全教育活動を通して生き方にかかわる教育を推進し、豊かな感性や自主性を漏養するとともに、

好ましい人間関係を育む。

<生活指導 ・進路指導の充実>

豊かな心をもち、たくま しく 生きる児童 ・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員と

しての自覚を高め、徳性を泊養し、自己実現を図る能力と態度を育む。

各学校においては、次の点に重点をおいて児童 ・生徒がL、き いき と意欲的に学校生活を送ることが

できるよう 、一人一人の児童 ・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把握するとともに、教

育相談を重視するなど、全校的な指導体制を一層充実 し、組織的・ 計画的に生活指導 ・進路指導を進

める。

(1) 家庭 ・地域 ・関係諸機関との連携を衝にして、問題行動の要因を把趨し、人と人との関わり を重

視した指導の徹底に努め、健全な児童 ・生徒を育成する。

(2)学校運営の充実に努め、一人一人を生かす指導の徹底を図り 、児童 ・生徒が互いに認め合い、励

まし合い、助け合い、支え合い、協力する態度を育む。

(3) 児童・ 生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と望ま

しい勤労観 ・職業観を身につけることができるよう指導内容 ・方法の改善 ・充実に努める。

(4) 児童 ・生徒の奉仕的な活動など社会活動への参加を一層促進する。

<健康・安全指導の充実>

児童 ・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある学校生活を送ることができるようにするために、

児童 ・生徒の心と体の健康っく りに努める。

各学校においては、計画的 ・総織的に、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての理解を

徹底させ、自ら進んで健康の保持 ・;僧進や体力の向上を図る能力と態度を育む。

(1) 児童 ・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身につけ、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツを
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継続することができるよう指導内容 ・方法を工夫し、体育活動の充実に努める。

(2) 性にかかわる指導を組織的 ・計画的に行い、児童 ・生徒が人聞の性に闘する理解を十分に深め、

成長過程における課題に適切に対応できるよう援助 ・指導をする。

(3) 計画的 ・組織的に安全指導や安全管理を徹底し、事故防止に努める。

<心身障害教育の充実>

心身に障害のある児童 ・生徒一人一人の能力 ・適性を十分伸長するために、教育環境の整備 ・充実

を図るとともに、指導内容 ・方法の改善充実に努める。

各学校においては、次の点に重点をおいて心身障害教育の充実を図る。

(1)心身R鴇理解教育を推進し、児童 ・生徒 ・保護者並びに全教職員の理解を深める。

(2) 障害の積類や程度に応じた適切な教育計画と指都内容 ・方法について創立工夫するとともに、児

童 ・生徒の実態に応じた交流教育を推進する。

(3)家庭、医療機関及び関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層充実す

る。

<幼児教育の充実>

幼児j加工心身の発達が著しく、人絡を形成する上で重要な時期である。

各幼稚園においては、幼児の発達課題を適切にとらえ、具体的な体験を通して、人間形成の基礎と

なる心情、意欲、態度を育み、盛かな心、健やかな体を培う指導内容 ・方法の改善充実に努める。

(1 ) 幼児の生活態度や心身の発達に基づき、指導計画と指務内容 ・方法を改善する。

(2) 基本的生活判的や正しい社会的態度を育成し、段かな情換を鴻養する。

(3) 地域の特性を生かし、多様な体験を通して盟かな感性を涌養する教育活動を充実する。

(4) 小学校や関係諸機関、保護者、地域社会との迎協を図り、幼児の健全な育成に努める。

※ 学校を、闘・学校に、児童 ・生徒を、幼児 ・児童 ・生徒に読み代える。
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平成 4年度東京都教育委員会の教育目標

東京都教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、 心身ともに健康で、知性と感性に宮み、人間性二豊

かな児童 ・生徒の育成を目指し、 都民が生涯を通じて主体的に学ぶことのできる学習社会の実現を図り、

もって、普遍的で個性豊かな文化の創造 ・発展と坐かな社会の形成に貢献する ことを期 して、次の視点を

基本として教育を推進する。

1 高齢化、 情報化、国際化など社会の変化に伴う学習需要の増大に対応し、家庭教育、学校教育、 社

会教育を充実し、相互の緊密な連携を図り、都民の生涯にわたる学習を推進する。

2. 学校教育においては、自他の生命を尊び、勤労と責任を重んじ、自主性と創造性に富み、社会連帯

意識をもち、広く国際社会において信頼と噂敬の得られる都民の育成を目指し、生涯にわたる学習の

基礎を培う教育を推進する。

3 社会教育においては、多様な教育機関と連携し、都民が、生涯を通じ、自らの課題に即して、あらゆ

る機会、あらゆる場を利用し、生活上、職業上の資質を高め、文化的教養を深め、スポーツに親しむ

ことのできる環境を醸成し、生涯学習の振興を図る。

学校教育 の課題 と指導の重点

東京都教育委員会は、先の教育目標を達成するため、学校教育において推進すべき課題を明らかに し、

そのために必要な、日常の教育における指滋の重点を設定する。

各学校においては、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指導体制lを確立し、家庭や地域社会と

の連携を一回深め、聞かれた学校としての教育経営を展開して、学校教育の一層の充実、向上に努める

ことが大切である。

。学校教育の課題

人権尊重の教育の推進

日本国憲法の精神に基づき、教育法本法に示された教育の目的を達成するためには、 学校の教育活

動全体を通して、 あらゆる偏見や差別をなくし、人権噂重の教育を徹底することが重要である。

特に、各学校においては、人権尊重の精神を培い、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現

の達成を図る同和教育の推進に鍔める必要がある。

また、障害のある人に対する理解を深めるとともに、連郁感の育成に努めることが大切である。

さらに、人種、 民族、性別等を異にすることによって、児童 ・生徒の人権が損なわれることのない

よう十分配慮することが大切である。

社会性を育む教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するためには、地域の人々や自然、文化との接触の機会を通

して、地域社会の一白としての自覚を促し、郷土を愛する心を情い、地域社会の形成者としての資質

を養うよう努めることが虫要である。

特に、各学校においては、地威の向然や文化を積極的に学校教育に取り入れる ことにより、自然や

文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、地域への?iI}属意識を結う 必要がある。

また、学校のもつ教育機能や施設 ・設備を地域社会の人々に広く 開放し、生涯学習 ・生涯スホー

ツの充実と振興を凶るとともに、山電 ・生徒の奉仕的な活動な ど社会活動への参加を一周促進する こ

とが大切である。

国際理解教育の推進

常に同際的な視野をもち、位界の'IL稿!と人類の幸福に氏献することのできる国民を育成するために

は、|司際社会の中に生きる 日本人としての r'"1:r.tを促 し、進んで同際社会に参加、協力できる能力と態
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度を養うことが重要である。

特に、各学校においては、我が国の風土、生活隊式、人々の生き方や考え方などの学習を通して自

国の文化や伝統についての理解を一層深めさせる必要がある。

また、国際都市東京の実態に即し、国際的な交流の機会等を生か し、 教育活動全体を通して、世界

の人々の生活や文化に対する理解を深め、これらを尊重する態度を育成するとともに、国際協力に果

たす個人や国家の役割を正しく認識させることが大切である。

。指導の重点

学習指導の改善・充実

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応できる児童・生徒を育成するためには、一人一人

の個性や能力を生かす指導の徹底を図り、学ぶことの楽しさや成就感を体得させることが重要である。

各学校においては、体験的な活動を重視するなど教育内容・方法及び評価の改善を図り、児童・生

徒が各教科等の基礎的・基本的な内容を確実に身に付け、柔軟な思考力や豊かな創造力・表現力を育

成するとともに、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必要がある。

特に、学習が遅れがちな児童・生徒や心身に障害のある児童・生徒に対しては、一人一人の実態を

適切に杷鑑し、能力、適性が十分伸長されるよう指導の徹底に努めることが大切である。

また、情報化社会の進展に対応するため、児童・生徒の発達段階に即して情報を主体的に選択し、

活用してし、く態度と能力を養うことが大切である。

生活指導・進路指導の充実

豊かな心をもち、たく ましく生きる児童 ・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員と

としての自覚を高め、自己実現を図る能力と態度を身に付けさせることが重要である。

各学校においては、児童 ・生徒が生き生きと意欲的に学校生活を送ることができるよう、一人一人

の児童・生徒に対する理解を深め、保護者の要望を十分把握するとともに、教育相談を重視するなど

全校的な指導体制を一層充実 して、組織的・計画的に生活指導・進路指導を行 う必要がある。

特に、生活指導については、家庭、地域社会及び関係諸機関との連携を密にして、問題行動の要因

を把慢し、人と人とのかかわりを重視した指導の徹底に努め、児童 ・生徒の健全な育成を図ることが

大切である。

また、進路指導については、児童 ・生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に

進路を選択する能力と望ましい勤労観・職業観を身に付けることができるよう指導内容 ・方法の改善・

充実に努めることが大切である。

健康・安全指導の充実

児童・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある生活を送ることができるようにするためには、

児童 ・生徒の健康っくりに努めることが重要である。

各学校においては、教育活動全体を通して、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての理

解を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や体力の向上を図る能力と態度を育てる必要がある。

特に、児童・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生涯にわたってスポー

ツを継続することができるよう体育の充実を図る必要がある。

また、性にかかわる指導においては、人間の性に関しての理解を十分深めさせ、成長過程における

課題に対応できるよう援助・指導することが大切である。

さらに、体育活動や日常生活における事故及び交通事故の防止に努めるとともに、地震などの災害

に対して、児童 ・生徒の安全を確保することが大切である。

(注) r児童・生徒」とは、幼児・児童 ・生徒・ 学生をしづ。
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日野市教育委員会指導室関係及び幼・小・中学校行事予定表
4 H 【ム午前 O 午後口全日 指理事1'.4.会議 . :午前 ・ .午後 . 全 ~1 ] 

日附 午 iIIi 午 後 出n考(学校関係) 日

l 水 0校長辞令伝述式 (504)

2 木 。校長会 (504)
ーt

3 金 ロ初任占研修会 (501) 3 

4 上 4 

51J:J -者季休来日(終) 5 

6 I Jj ム小学校校始始業業式 ・入学式
A中学 式 6 

7 火 A中学校入学式 7 

8 本 A学校訪問協議会 .m二地区指噂連絡会(日野) H 

白木 .東京郎市指噂主事会 {立JII) 9 

10 金 A幼推幽入闘式 10 

11 土 11 

12 日 12 

13 月 0幼稚闇校長会
0小学 社会科刷続本指噂手引き作成委11会 (504) 13 

14 火 。 日野市施策連絡会 (505) 0小学校体宵主任会 (504) 14 

15 水 .1Ii~事主司I連絡協議会 15 

16 木 。転任教t:lC事令伝迎式 16 

17 金 d'世閥会 (505) 0保中学健主進任会 (504)
0 校路指噂主任会 (503) 0退職校長感謝式 17 

It!土 It! 

IY I 1'1 19 

20 H 0生活JIi噂主任会 (504) コ0

21 火 O0情教報育教育推進安員E会R{資料蜜室)
相続ケース会 (資料 ) 日l

22 水 .外国人児車・生徒数宵術品革連 ・協 22 

23 木 .多摩地区jjji革主事連・協(多摩研) 01虫邸主任会 (504)0教顕:足掛研修会(資料率) 23 

24 金 .体n・保健・給食J育理事迎・協 0初研任究者賓研修室遡会営(地妥域観策)
0 究科 目会 (資料室)

24 

25 土 25 

26 H 26 

27 JJ Ol1J任者研修指J車責任者述滋絡会{(501) 
o " 災施協 会 501) 己7

2t! 火 畠生活指噂位当揃itJ.主事漉・協 00俊小学業t校肱m轡聖!II:書E白n続会本{5F0引1)き作成~U会 ( 5 06) 2t! 

2日 本 (みどりの日} 29 

31) 木 .人!11随時市H自教宵拙滋事養・役員会 (501) 
A 点r.ll11ijjji噂主会

。就学制経営厳司研書修f1会(資料室 )
。学技 会 (資料室 )

~U 

備

考
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5 月 (6:午前 O 午後口全目 指導主事会議 企 :午前 ・ 。午後 . :全日 】

日曜 午 前 午 後 備考(学校関係} 日

I 金 ....m 2 t也l瓦指導連絡会 (多摩)

2 土 。中学校教科用図磁調査委員長会 2 

3 日 (il!法記念日) 3 

4 月 (休臼} 4 

5 火 {チどもの同) 5 

6 水 6JHJll聖位編成資料作成~口長会 6 

7 木 ....消費者教育推進委員会 7 

8 金
A校長会 (505) O幼稚園長会 (506)

8 畠|司和教育指噂推進委員会 0教職専門研修会(資料室 }

9 土 9 

101 ~1 10 

111 H 口小学校日光移動数進室委奥員地踏査(日光市}
....別立平等教育推 会 11 

12 火 口小見f学Jil校臼光移動教室実地鵬査{日光市}
.... 郷市指噂主事会 1 ~ 

1:1 水 O日野市市教育研究会 ・総会(小 ・中学校 ) 13 

14 木 .1正・dijIJi車主事研究会議
0人情尊蛍教育 ・国際理解教育推進委口会 (101)

14 0パソコン研修 ・初級 0教育課題研修会 (資料室 )

15 金
口 A訪1II1(南平小学校)

15 .i・，Id白羽主事研究会議

16 土 16 

171 II 17 

1M 1 H ....人楢尊民縫進技委民会 0学校経営研修会 (資料'誕} -穆1<(錦八) 1M 

19 火 ....生活担JIi問i!J但当街噂主事連 ・l止
....心身 教育盤当指導主事連

O't学校教科月11温邸調査u.全体会 (505) -修旅(じ生ι1') 19 

20 水 口Adlillll(第六幼稚闘} 0パソコン研修・初級 ~O 

21 本
0教務主任会 (505) O./[i~賓学級述営協 ( 資料室 }

21 0多摩地区生術研 ・l止 。パソコン研修・!lJ級

22 
A教版会 (505) 0初任者研修(資料室) 0学溜指導法研修(資料室 )

-砂教 (-'1') 22 金 A幽際理解 ・外国人児童生徒教育 0互助会評議委員会 (505)

23 iニ 2:1 

24 11 24 

25 月 。教育課程編成資料作成委品会・全体会 (505) -砂教(平111台〉 25 

26 火口A訪問{三沢台小学校) -多摩地区健全育成行政連絡会議(多摩研) -修111<<ニ中.1'11Jι1') 26 

27 水 .1$一般紡!甘1(第三幼稚幽) 0幼児教育研修会{資料室) -砂教(測位! 平111小) 27 

2M 木
0佼業改善~民会・研究奨励受給者全体会 (505) -移教

2!! 。パソコン研修・ VJ級 (百車台、第七、第六〉

29 
&幼稚l調但当指任iIJ主111連絡協議会

金口生活指羽主会・宿泊研修会(沼津市)
.8教(第五.俺合} 29 

:H1 土 口生活指i!J.:t任会 ・rd泊研修会(沼津市) :10 

:11 H 31 

備 迎動会 (5・16)大厳 t'+'.(5・17)三中、四中、 (5・24)三小. (5' 31)五小

考
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6 J-I 【6 :午前 O 午後口:全H 指噂主l)f会議 畠 午前 ・ 午後 . :全1:11

日陥 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 月 企錦2地区』冒噂辿絡会(稲厳) 0学校経営研修会 (資料室 ) • 3~位 Oti平)

2 火 A校長会 (505) O/J母校体背主任会 (505)0パソコ Y研修・中級 -移教(JI!光寺) 2 

3 水 口都一般訪問(百草台小学校) -穆』位o且が丘.三沢台) 3 

4 木
0突伎研修会(資料室) • t事故()第一.第一、 第中-. 4 Oパソコン研修・初級 仲間 ・修旅(ー }

5 金 口&初S任S者研任修姐当指泊研導主修事連(・協
教主会.(tj 会太悶市)

0幼稚幽長会 (506) 。パソコン研修・ r部l'級
0且!妓研修会{京 会館) 5 

6 土 日教JlJ主任会 ・宿泊研修会(太旧市} 6 

7 日 -修旅(三沢中) 7 

8 月 0教職噂r'li1f修会{資料室) -移教(程久保} 8 

9 火 ロB訪問(郷 5幼維闘) 0教育制緩研修会 (資料室) -移修教((尚幡台)} 
旅 三中

10 本 0日野市教育研究会 10 

11 木 A生活指噂位当指噂主事連・ ts 0~'If相絞ケ ース会議 0教育課脳研修修会暫(J学級校} -移教 (第悶 )
11 。パ ソコ Y研 ・ -修鎌(凶中、大紙上中)

12 金 00学保健校図主a任B会制連(1絡0協1)自画会 Ooaパ生蹟ソ災コ務γ研研修修会・中(級資料室) 12 

13 土 13 

14 日 14 

151 J-I 0生活附噂主任会 (505) 0教職専門研修会 (505) 15 

16 火 16 

171 *' 口部一般訪問{綿一幼舵閣) O日野市教育研究会(小 ・バ レーポール大会 ) -穆教(三中) 17 

It!本 0多摩地区生活指噂研究協a会 Oパ ソコン研修・初級 18 

l日金 A教東訓会 (505)
A 京帰，liIIi'a事主事会

0日野市教育研究会 (中・ バレーポール大会 ) 19 

20 土 :.!O 

21 日 21 

22 川 口B防問 (潤徳小学佼} 0学校経営研研修会 (1級資料室)
。パソコン 値・ハ u 

23 火 O綬業改事事番目会 (101) 23 

24 水口側一般紡問(郷七幼稚畑) 。幼児教tf研修会(資料蛍) 24 

25 木口B肪問{胞が丘小学校) 01世tf相I1費研修会(資料室) 25 

26 金 畠口在進路日外JHSIEE人主児任童会 ・・ 宿生徒泊教研育修連会(水戸市) OtlJ(f，';研修5 O学i吋術碍弘研ー研修会級(学絞}
。パソヨ Y 修・中 26 

27 土口進路術噂主([金 ・宿泊研修会(本戸ih) 27 

21:1 日 2B 

29 月 0中学校生前術噂主任会 (50J) 29 

:10 λル 口 H枇光移動Ii滋溜委( 1111) 'IU;移動&室
30 

Alf.lbl:'W倣 U会 l(tf 第三.澗徳. -'t'1l 1 、 ~1/\.
11'i. f~，間平、 f'I' Il I )

備 6・16 心身障陣轡轡埋解放背鍛進校雄泡連絡司6協U組会
6・26 心身 恩解Ii宵地紙 会

考
運動会 (6・27)平111中
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7 片 【d:午前 0 :午後口 ，全H 指導主事会議晶 午前・午後.ー 全日】

日限 午 前 午 後 的考(学校関係) 日

l 本 ロ 日光~動4控室( 1濫) (第二、澗徳1;J_、平111
口都一般訪問(第一小学校) 第八、百台.刷キ.

日日光移動市教室導 ( 1紐・ 2班)
i'I'fU) 

2 木
血 東京 綿指 主事会

0幼稚倒長会 (506)
-日第光感二動教室

Z 

( A.E 第五、第六.沌
3 金 口日光~動事教連室絡協( 2班} 合. 幡台、程久保) 3 

A指噂主 議会

-日光~動教室
4 土 口日光診動教室(2庖・ 3庖) (第一.第四.第七.組 4 

がli、平111台、 m光寺.

5 1 Iol 日日光修iilJ教室 (3組)
三do!..ti)

5 

6 月 仁1101光移動等教教室育(3庇委員〉
...9J女平 推進 会 6 

7 火 ム校長会 (505) 0情報教育推進委 L~会<nl>ðOü芋校経営研修会(白半能) 7 

日本 O臼野市教育研究会 邑

白木 ...w二地区指導述絡会 (八王子 ) O教務主任会 (101) 。
10 金 0初任者研修6 0学ml'i"q法研修{多帰研) 10 

11上 11 

1211-1 12 

l:lIJJ 。生活Jlji耳主任会(101) 。幼児教il研修会{資料室) 1:3 

1 ~火
d教刷会 (505) 01世fll1l談ヶ -A会滋(資料'ii) 14 ... !l.[);((，Jl， lïllli~J: ~r会

151 )j( 15 

itil-+; "' I"J~司 1 Jj(i1Jfi噂般進安u会 0相談学級遡償提L1会 。下校経営側修会 (資料室) 16 

17 金 "'(1: 11外IJ!)人川賞・生徒教tl述 17 

18 上 IH 

1 ~ 1 ~I l日

201 JJ A小・小学校終Ni式 己U

21火 (覧手休業日・始 ) 21 

22 本 22 

23 本 口教初任苫研修研 7. 8資(料資料室)) 
口 f.1諌岡修会( 室

:!:i 

トー ー

2.1 金 口A学初if占研修 9. 10 
i旦術担革法研修 (504)

2，1 

251:1こ :::!5 

261101 26 

27 月 口災初任者研研修修 ・宿泊徳研修)会(消盟)
A 技会{澗小

ロパソコン研修・ DJ級(-'1') 日7

2H 火
口初f任ま占研修・宿泊研修会(消史)
d:J.! 研修会(五小 )

ロパソコン研修.1iJ級(一中) 2H 

どり ;1( DPJ任者研修・ ra泊研修会(消盤) 29 

:11J 本 口初任者研研修・宿泊1-1
1
研修会 {情盟)

ロパソコン修・ 級{大坂1:''1'') 
ロパソコン研修 ・ilJ級(一中 ) :10 

:11 金 CIハソコン研修 ・中級(大鹿ヒ中) ロパソコン研修 ・初級(-'1') :ll 

備

考
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8 H [6 :午前 O 午 後口全u m羽主'Ji会議 A 午前・ 午後 ・ .全日】

日限 午 前 午 後 仰考{学校関係) 日

l 上

2 1 I，j 2 

31JJ 
ム教育相談研研修会(級資料室)
ロパソコン 修・中 (一中・ 大坂上中)

OJ位打相談研修会(資料室 ) 3 

4 火 ロパソコン研修・中級(一中・太I&J:中) O~世1rl1l談研修会(資料室} 4 

5 本 O~生首相 1 .iI!研修会 (資料室) 5 

6 本 口敏顕研修 6 

7 金 7 

8 上 8 

日正l 9 

101 H 10 

11 火 11 

12 水 12 

13 木 13 

14 金 11 

15 上 15 

16 日 16 

171 )j 17 

18 火 口研究U御局研究集会・小学校 18 

!日水 口研究u御防研究集会 ・小学校 19 

20 木 口研研究員御岳岳研究集集会・小学校校
口究U御研究会 ・中学

~O 

21 金口研究U御佑研究集会 ・中学校 21 

22 上 口研究目御略研究集会・中学校

23 11 

2'1 }JIOハソコン研修・中級(ーι1'，)

25 火 口パソコン研修・ '1'級(一中) 25
1 

26 1区 26
1 

日7 本 口パソコン研修・中級(一小) 27 

28 
金口初任直研修11.12 6学吋融研修{川

ロパソコン研修・中級{ー'1'
28 

29 上 A初fE~'研修 13 29 

:lO 11 30 

:1I JJ Ul:f'休員長11・終) :i 1 

倒

』聖

-11-



9 月 [6 :午前 O 午後口全日 指噂主事会議 企 .午前 ・ .午後 ・ :全H)

日帰 午 前 午 後 備考{学校関係) 日

I 火 ...学校紡間協議会
小・中学校始業式
(防災の I~ ) 

2 本 0水泳記録会 ・中学校 2 

3 木 ...幼多摩地区宿会導(5主0事連絡協議会(多摩研)
A 稚働長 5) 0水泳位録会(川南) 3 

4 金
0水東泳京記録会(川|北)
- 都市指導主事会

4 I 

5 土 5 

6 日 6 

1 1 }J ...1司和教育指噂推進委員会 7 

8 火 6校書1長会 (505)
企 2地区指噂連絡会(町田)

O小学校体育主任会 (505) -移教 (三沢中) H 

日水 0日野市教育研究会 9 

10 木 AA人m憎g費者噂i瓜教縫育進推絞進委委員員会会 10 

11 金 OtlJ任者研修 14 O学習lIi噂法研修会(学校) 1I 

12 上 12 

131 Il l:l 

14 月 企YJ!，(平等教育推進委員会 0生活指噂主任会 ・多摩地区生活指噂研究協議会 14 

15 火 (散老の日) 15
1 

16 水 口音張鑑賞教室 ・小学校 16 I 

11 木 ロ背~陣Iri容賞占控室 ・中学校
...心身 教育但当指噂主事連 ・協

0教~主任会 (505) O教職噂I"JOf修会 (505) 11 

Il!金
企4生駒会 (505) 0保健主任会 (504) 。教育課幽研修会 (資料室) It! A中学校教育諜程説明会

19 土 19 

20 日 ~O 

21 月 A生rnlti噂但当指iIJ主事連 ・協 0中学校生活指噂主任会 (503) 21 

22 火 O段業改普3島民会 (101) 22 

23 水 23 

2'1 木 A体育・保健・給食指iIJ辿・協 21 

25 金 25 

26 土 26 

271 B 27 

28 月 ・管外研修 211 

29 火 -管外研修 29 

30 水 .管外研修 :10 

運動会 (9・25)
備

運動会 (9・27)一小、ニ小、六小、八小、百草台小、東光寺小、 三沢台小.十I'lll小、 _，炉、七1ミ'1'

考
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10 fl [6:午前 0:午後口 :全日 指噂主事会議 A 午前 ・ .午後 .ー 全日 】

日 曜 午 前 午 後 備考(学校関係} 日

l 木 .管外研修
{占都民の日)

2 金 OA紡1::1(大飯上中学校) 2 
国管外研修

3 土 3 

4 日 4 

5 月 口A訪問{第二中学伎) Olk頑央郵研修会(資料室) 5 

6 火 A校長会 (505) O情体育主任会進(5軍0署員5)会資料室0}3E銭研修会(資料室)
0 報教育推 ( 6 

7 水 口A肪問{第三中学校) 7 

8 木 A第二地区指噂連絡会(日野) 自

9 金 企lI!京都市指導主事会 9 

10 土 (体育の日) 10 

11 日 11 

12 月 0生活僧噂主任会 04住職専門研修会 (505) 12 

13 火 0人抱尊相談1I"!.国際埋解教育雄進0司4書量員会課脳(5研04 ) 
0教育 ケース会選 宵 修 {学校) 13 

14 水 口邸一一般般路間 {程久保小学小学校校}) 
ロ邸 幼問{書官じ 14 

15 木
O~生郡主任会 (50議5)会
O相銭学級運営協 15 

16 金 A初任者研修位当指噂主事連・協 0初任お研修 15 0生Oli学問研修会(資料室 ) 16 

17 上 0就学相談 17 

l!l I U 1!l 

19 月 企生活11í~事担当指噂主事連 ・ 世 0陸上舵録会 (1) 19 

20 火 6!JJJ般闘長会 0陸 t記録会(日) :!O 

21 水 0"，.世研・枚挙体育大会 21 I 

22 木 口A紡問(鰐二幼惟胤) .同際理解教育Jノポジaーム υ生首長学'1'1研修会(資料室} 22 

23 金 t>l!I.刷会 (505) 0殴 t記録会 (111) 23 

24 上 24 

25 臼 25 

26 H 26 

27 火 口A勧問{第四小学校) 27 

211 '* 
28 

2リ 本 ・I"I.flll!l.fflli噂般i邑委 .7t1泊研修 υ'10医学i可申f~会 (資料宙 } 29 I 

:10 
金 .阿有Il!I.'(flli噂児般道望書 ・約数江1研修

A在 U外凶入賞・生徒宵且l 30 I 

1I t 31 I 

備 週動会(10・4) 凶小、澗徳小.平111小.崎合小.刈幡11'1、. t;小、 itl-'fL'I'.制久保'1'.lIllが丘小，.>fllllh小.三D('Iヘ00三幼稚刷

考
連動会 (10・10)郷ー幼稚闘.!sニ幼鮒畑.!s削幼稚閣.00五幼般闘. !s/，!JJJHJ.I"i. roじ幼Hl凶

-13-
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[6 午前 0 :午後口.全H 指，司J:~ r会議 Â 午前 ・ 午後 ・ 全 ~I 1 

日 曜 午 "'J 午 後 備 考 ( 学 校関 係) 日

l 日

21J-l 畠第二地l互指i!J連絡会 (多摩 ) z 

3 1 !i<. (文化の日) 3 

4 水 4 

5 木 .&!.U)江mI，f.指導主1JI会 (日野〉 。掛I1主研修会 (資料宅 ) 5 

6 金
OA訪問 (日野第一中学校)

6 A千匹臼外国人児童 ・生徒教育連

7 土 7 

8 1 Li H 

日 )J A生活lJl噂ll!当術鴻主事迎 ・協 0生活指導主任会 (505) 日

10 火
A校長会 (505)

-家庭裁判所との連絡会 。生[~学溜研修会 (資料室 } 10 A心身障嘗教育位当指噂主事且i

11 水 O日野市教育研究会 11 

12 本 日A紡k!111(郷二小学校aEn) 
I ~ Aリj 千等教育推進 会

1:1金
A人備時Ifl推進校聖書n会 0初任庭者裁研修 16 1:1 A幼flto朝長会 -家 判所との.lIi絡会

1'1土 1.1 

151 11 IS 

161 )J 口A肋t:lJ(仲IJJ小学校 ) 16 

17 火 0綬業改善委員会 (101) 0生~~学部研修会 (資料室 ) 17 

113 本 口白.tm:lJ(鈍八小学校} 111 

!日本 0教務談学主級任会 (50議5)会 0教職専門研修会 (資料室 )
1 ~ 0相l 迎営協

~O 金 6'虫蝋会 (505)
0保健主任会 (101) 

:!O 0進路指噂主任会 (503)

~ I 土 0就学相談 21 

22 H 22 

23 Jl (動労感謝の日) 23 

21 火 口AMjf::J(平111台小学校 〉 21 

25 水 25 

26 本 畠京五f伺I，Jj指i!JまとI1会 。生涯学問研修会 (資料室 ) 26 

27 金 口B1WJ:司(東光寺小学校 } 0瓦助会 25周年均蝿 ~7 

211 土 28 

2 ~ 円 2日

:10 H 0<1学校生活l1ii耳主任会 (503) :10 

備

考

-14 -



12 JI [6:午前 0:午後ロー 全IJ J1Ti!) 10'1'会.;a A :午前 ・ 1後・ 0 全11] 

H 脳 午 前 午 後 備考(学校関係〉 11 

l 火 A校長会 (505) 。体育主任会 (505)

2 本 Ou野市教育研究会 1 

3 本 A綿二地I!指ilJ.lIi絡会(捕以) 3 

4 金
口B劫'::J(第五'J'学校教 } 0学校保健研修会 (資料市) 4 口凶工k~ Á祖l祉首位i韮~U会

5 上 [l凶JI~ Oil学相談 5 

6 1 IJ も ¥

7 1 JJ A幼般l踊~会 ()生r，r.JIT湯上任会 (505) 7 

也*- 0情鰍敏f1推進委員会 υ::M怯例修会 {資料室} H 

y '''' 
。 11野市教育研究会 ・.，.乍校 日

10 本 0教務E任会 (505) IU 

11 金 6'世刷会 (505) 。初任r.研修 17 11 

12 上 I ~ 

131 11 1 :i 

141 JJ 0中学校生活指噂Hf:会 (.01) 111 

15 火 υ"M土保健制修会 (資料室) 151 

16 本 AlI1，拝上'h且i絡協a会 16 

17 本 . ~!h(相郎l 巾JIT庸_E1JI 縁会 17 o .位1r~m揖ケー ス会

IH 金 AI，H引数fl揃噂Hl，草委u会 l!l 

I ~ 1 J: I~ 

~O n :!O 

21 JJ 0初任占研修:l!地協議会 (503) ~ I 

ト一一トーー

~~ 火 ~ ;! 

23 本 ( .k.:J_誕生11) 23 

~4 本 2，1 

25 金 6小・ '1学校終Ni式 ~5 

~li t {各~休巣 11 . 始} ~6 

27 11 
2一J

28 JJ ~H 

;!!I 火 1日

:lO A;: :1O 
ー一一寸

:11 ，t; 九l

備

考

」

戸、υ
1
E
A
 



l 月 [6:午前 0:午後口:全目 指噂主事会議 A :午前 ・ -午後 ・ :全日 】

日磁 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 金 (元旦}

2 土 2 

3 日 3 

4 月 4 

5 火 5 

6 水 6 

7 木 AlI!京都市Ili噂主事会 (町問} (冬季休業日・終) 7 

日金 -第二地区指噂連絡会 (八王子 } A小・中学校始業式 8 

9 上 9 

101 1> 10 

111)] 11 

12 火
。校幼長会 (505)
Al(J)'小 ・中学校教育課程腐説明会

0綬業改善餐員会 (503) 12 

13 水 。幼稚l鋪長会 O日野市教育研究会 13 

14 木
口A紡問{刈幡台小学校) -砂教(凶'1') 14 血闘際鹿島事.外国人児童 ・生徒教育

15 金 {成人の日) 15 

16 こt 16 

17 日 17 

181 fI 0生活指導主任会 (504) 18 

19 火
ロA肪r.ll(第四幼稚閣)

19 
A多摩地区指噂主事連絡協議会

20 水 口口m一般紡肪問 {第六小学校)
郷寸量i:ll(七生中学校)

~ (J 

21 木 A幼舵l剥魁当指お推主事連絡協議会
A人t量産事前教育 進校委日会

。教務主任会 (504) 。学校保健研修会(資料室) .ft教{平111'1') 21 

22 。教自巨頭会 (504) 0保健主任会 (504) Ol位戦専門研修会(資料室)
金 A 京mHli指噂主事会 0進路姉噂主任会 (503) 22 

23 土 23 

24 13 -砂教(大底上'1') 21 

25 n 口A紡r:日(第四中学校} 25 

26 火 車列女平等教育機進委員会 26 

27 水 口館一一般般紡!日l(第二小学校)
口部 助l目!(三沢中学校}

'u 

211 本 企心身障害教育担当指噂主事連 0人橋尊重、国際理解教育推進'1o't.l会 (101) 28 

29 口初任者喜泊研修
金 A心身障理解教育地域fft.進委 0多摩地区生活用噂研究協滋会 2~ 

:lO 土口初任者宿泊研修 口占き初め展 :1O 

31 H 口出き ~Jめ展 31 

蝋

考

-16 -



2 月 【6 :午前 0:午後口:全目 指導主事会議 A 午前・ ι 午後・ :全日】

日 曜 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

l 月 A第二地区指導連絡会(町田) I 

2 火 A校長会 (505) 0小学校体育主任会 (505) 2 

3 水 3 

4 木 0日野市教育研究会 ・卓球大会 4 

5 金 ロA肪間 {平tJl小学校) -消賞者教育推進委員会 5 

6 土 6 

7 日 -穆教(ニ中、七生中) 7 

8 月 O生活指導主任会 (504) 8 

9 火 口B訪問(平山中) 9 

10 水 A幼般幽長会 O日野市教育研究会 ・中学校発表会 10 

11 木 (雄同記念の日) 11 

12 金 血初任者研修但当指噂主事連 ・協 O~世務主任会 ・ 教育課程届出説明会 (504) 121 

13土 131 

14 日 14 

15 月 15 

16 火 企東京都市I!!~軍主刷会
O~生育相談ケー ス会議(資料室)

16 0相談学級遡償協強会

171 ;1( 企学校紡間協績会 17 

18 木 企生活指週軍慰当I!!噂主事l!.協 0学校図宙船連絡協滋会 18 

19 金
。教頭会 (505) 0初任者研修 18 19 
血在日外l調人児童 ・生徒教育連

20 土 ~O 

21 日 21 

主主 fl 0中学校生活指噂主任会 (505-1 ) 22 

23 口A防fI問(拘健置合給小学食校倒 } 
火 A体 ・保 ・ 当J宵主 ・迎 23 

24 水 O日野市&育研究会 ・小学校発点会 24 

25 木 血 1.11 咽 1~佐官 111~車推進委員会 25 

26 金 26 

27 土 27 

211 日 28 

備

考

-] 7一



3 Jl [6:午前 0:午後ロー全日 指噂主事会議 4 :午前 ・ 午後 ・ -全日】

日 1Il~ 午 前 午 後 iirr考 (学校関係} 日

1 1 Jj A生活指噂担当指海主事温1・世

2 火 心校長会 (503) 0多摩改地区教育良推進餐l3l)会 ・発表
0授 業 普 奏会 (50 

2 

3 水 O日野市教育研究会 3 

4 木 企人権尊重市街教育推事進校委員会
A東J江郵 導主会

0人権嶋監教育推進餐 ・役U会 4 

5 金 4!li導主事連絡協議会 0初任者研修 19 0暫J仔者研修~絡協』謹会 (505) 5 

6 土 6 

7 1 ~I 7 

8 1 )-1 0生活指噂主任会 (505) 8 

日 火 4t1l二地区llii耳述絡会 (日野) 0情鰍教育推進委員会 (503) 。
10 水 10 

II 本 O教務主任会 (505) II 

12 金 0保健主任耳1会任(5会O~ ) 
0進路指 主 (503) I ~ 

I:J 土 13 

I~ I H 1'1 

151 }J 0中学校生活指噂主任会 (503) 15 

16 火 16 

17 水 A幼fft闘終了式 17 

18 本
企幼稚1胡長会

18 4比{京郎市街噂主事会

19 金 A中学校卒業証必綬与式 l臼

20 土 (指分の日) ~O 

21 ~I ~ I 

22 月 22 

23 火 2:~ 

2~ 水 6小字校修 f式 24 

25 木 AA小'1'学学校校卒修泉了式詞: ~I綬与式 25 

26 金 ('/J季休業 日 ・始 ) 26 

27 土 27 

28 臼 2!l 

29 月 A初任者研修 20(503) 2日

30 火 :10 

:11 水 :H 

備

考
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日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名称 | ねらい ・ 方針 内 容 ・方 法 対象

教務主任の立場から円滑な学 -教務主任の峨務
教

校運営のイEり方について研修す -円滑な学校迎常・を図る教務主 市役所 教
務

るとともに、当面する教育課題 任の在り方 又は 務
主

について研究協議し向校の教育 -当l面する教育課題
研 究 主

任 活動の改善 ・充実に役立てる。
資料室 任

f三2・

生
生活指導についての共通理解 -生活指浮上の臨床的対策

活 を深め、それぞれの学校におけ -学校生活に在びを感じ、能力 市役所 生

指 る生活指母上の問題を解決する を十分に生かす生活指導の在
活

又は
五司

ため情報交換と研修を行う。 り方 導
主 研究

主
任 資料室 任

会

Eド
'1'学校の生活指滋及び学校II¥J -先生と生徒、生徒r:J]の人間関

中
A弓同ー の協力体制を推進し、生活指導 係の{Eり方 9弓u与. 

校
市役所 校

生 の充実を凶る。 -学校生活に生きがし、を感ずる
生

活
又は 活生活指滋の確立

指
道3

学校 導
主

主任
任~ 

心身ともに健全な児Ii1.生徒 -学校保健のイEり方
保

のTfJ蕊を凶るための保健教育の -保健m滋の'M1，患と望ましい在 市役所 保
健

{Eり方について研究し、健康・ り方 健又は
ヒ

安全教育の推進について研究す -分科会研'先
研 究 主

任
る。 -研究発表

任資料室
~ェh 

-J9 



名称 ねらい ・方針 内容 ・ 方法 会場 |対象

進

路

指

導

主

任

会

中学校の進路指導の基本的な

在り方について研修するととも

に、進路情報を交換する。

-全校的な指導体制の確立

-進路指導上の問題点の整理と

検討

o進路指導の全体計画

。各学年の指導の重点

。進路指導を推進するための

組織運営

o指導資料の作成

所

F

校

役

れ

市

2

学

進

路

指

導

主

任

改

訂

委

員

会

社
会
科
副
読
本

小学校社会科副読本「わたし

たちの日野」の指導の手引き作

成、中学校社会科副読本「のび

ゆく日野Jの改訂を行う。

-日野市小学校社会科副読本指

導の手引き作成

・日野市中学校社会科副読本の

改訂

市役所

又は

学校

委

員

手

引

作

成

委

員

会

環
境
副
読
本
指
却
の

小学校環境副読本「美しいま

ち日野」の指導の手引きを作成

する。

-指導の手引きの作成

-活用のための具体策の検討
市役所

又は

学校

推
進
委
員
会

就

学

相

談

委

員

会

心身に障害をもっ幼児・児童 ・

生徒の障害及び発達に応じた適

切な教育措置を行う。

-東京都教育委員会、教育相談

所及び児童相談所等との連絡

と就学に関する継続相談

-各種専門家による就学相談

校

は

欄

学

又

幼

教

育

相

談

員

就
学
指
導
委
員

日野市の教育研究課題の解決 -研究奨励事業の推進

授 を目指し、個性重視の教育や創 「児童、生徒の願L、を生かし、 委

業
造性を育てる教育の具体化を図 育てる学習活動Jの研究と公 市役所

改

主・ニ在ニS る研究を推進する。 開授業 及ぴ

委
-研究集録の作成 学校

員

会 -管外視察 | 員

nu 
n〆I
U



名称 ねらい ・方針 内容 方 法 会場 |対象

授
幼児 ・児童 ・生徒の実態に応 . 1キ小 ・中学校に』受業研究委託

業 じ、個々の能力を生かす指より法 ~~を支給 . 
研f
究

を改善するためJ受業研究を行う。 • 1受業記録 (3 aJHYIJ )の提出 各学校

委 -研究授業の公開
学

託 校

教ケ 事例研究を通して、望ましい • -'-J1-例研究 星女
育 l 研究 育

相会
教育相談技術策を探る。 キ日

資料室 談
談 議 日

児童の健康 ・運動能力の実態 -体位 ・体力向上をめざした学

体
を把援し、その増進を図るため 校教育活動全体の検討

育 市役所 体

の具体的}J策を考え、学校教育 -体育科の教科指導の充実を図 育
主 又は

活動全体を通した体育指将の実 る研究 ・研修 主
任 学 校

イ壬

~ 
践化と生活化を凶る。 . r体力づくりの日Jの効果的

実践

教料 教育諜艇の推進にかかわる折 -教育課程を推進するための指
育作 市役所 作
課 成 滋の子511立び教育内容の充実を 導の手引及び資料作成 成
程 又は
編 委 凶るための資料を作成する。 委

成 員 学校 員
資 会

「編
教育委u会と学校とを結ぶ機 「まどべ」 の企画、原稿依願、

{乍
ま集 凶紙を発行する。 編集、校正 J&， 
ど委 学校

委ベ 凸
L--tZ三b‘ w 

水 迎
水泳記録会で、児-ra・生徒が -水泳，1L総会の'II'eldij、連絡、調

骨k宇t 11ごろの学問の成果を競い、イ本 整、迎常 市役所 迦

バ己委 )JのIt'l1:を凶るとともに、''{:校 2えび
営

録 o 委

1包JZJJLE2』; 

I 1\ Jの交流を l~1 る 。 m j也 o 

21 



名称 ねらい・方針 内 容 . 方法 |会 場 |対象

水泳記録会で、児童・生徒が -水泳記録会の企画、連絡、調

水運 日ごろの学習の成果を競い、体 整、運営 市役所 運

泳営 営
記委 力の向上を図るとともに、学校 及び

委
録員

会会
聞の交流を図る。 現地 員

迎
山
別
委

μ
会

日
光
移
動
教
宅

日光移動教室を迎合で行うに

際し、円滑な運蛍が行われるよ

う連絡、調整にあたる。

-日光移動教室の企画、実地踏

査、連絡、調整、運営 市役所

及び

現地

運

営

委

員

人権尊重教育の推進の方法に -人権尊重教育の推進方法の協

人推 ついて検討 し、 学校における人 議 市役所 推
権進 進
尊 委 権尊重教育の平Eり方について連 -研修会の開催及び人権尊重教 又は 委

長μ 員

育 会
絡協議する。 育推進校の成果の活用 学校 3之2〉

国際理解教育の推進の方法に .M国子女教育の推進の方法を

園推
ついて研究、協議し、日野市の 協議 市役所 推

際進 進
理 委 実態に応じた国際理解教育の在 -国際理解教育の在り方につい 又は 委

Z員
り方について述絡協議する。 ての研究

員

育会
学校 ~ 

社会の情報化への対応をめざ -学校におけるコンピュータの

情推
し、学校教育でのコンビュータ 活用について協議

推
市役所

報 進 活用について研究、協議する。 -教育方法としてのコンビュー 進

委 又は 委
教員 タの活用について研究 員
育会 学校

メ3与Z 

η
L
 

q，，U
 



B 宿泊研修会〈一日研修を含む)

名称| ね ら い・ )j針 内容 方 法 ぷ=当，:Ij明fl 対象

児童・生徒の実態と地域に即 -教育課程の題行を生かし主体

教 した教育課程の編成と実施をめ 的学仰なiJ-tす学問指導
務 太 教
主 ざし、他地域を参観したり、情 -学級指導を実践している学校
任 務
稿 報交換等をとおしての資質をIq の参観 m 
f白 主
研 める。 -研究協議
修 rn 任
l止ミh 

児TK・生徒の実態をJ巴似し、 -他減の学校の生活指導

~t. 私i 住所J行羽の充')ミを凶るため他地 組織とその'k践について学ぶ

1.!i泊
沼 生

成の学校を参観し、情報交換を -研究協議 活

J行研
とおして生活指導二U壬の資質を i~主

耳主 導

主究 1.1)める。 主

イモ会 市 任

全校fドjなJ行将体制の強化 ・充 -進協J行滋のJ行務計阿並びJR務

進行7 %をlXIるため、他地域を参観し 車Il織 とその')I践

~X 7~1 
水 進

↑i'H根交換をとおして進路指導 1:. -研究協議 『名

J行iVf
i!手

H:の資引をIItJめる。 戸 君主

E修 主
任

イE会
市

一学JUJの教職経験を活し介L、 • .1""1話「児i'[.生徒理解の方法
初布 miJ浮上のil'.IlJ越について協)Jして と生活指i!JJ
イE lli 新
-I'i泊 解決し教職のりllOJVIを11.Gめる。 -研究討議「一学JUJの反符とm 梨 規

新 研
1M 係

羽 J..のIg]Jiilll，U h'f J1J 

採 究 • (1然間祭のJ行滋 III 教

4攻 他 論

u会
「動物 ・組物.!J1.・)I!J
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C 研修会 CA)

ノ16. 研修会名 回数 ヨ三 題 期日 1同

1 学校経営 研修 会 1 これからの日本の教育 4月30日(木)

2 " 2 学校情報の管理と対応 5月18日(月)

3 " 3 マネージメン ト・ マインド 6月22日(月)

4 " 4 教育課題解決を目指す学校経営 6月 1日(Yl)

5 " 5 新教育課程に焦点、を当てた校内研究 7月 7日(火)

6 " 6 聞かれた学校の教育課程と評価 7月16日(木)

7 ~l俄専 門研 修会 教育研究の構造化と協働化 5月 8日(木)

8 " 2 生活指導の推進と関係機|掲との連携 6月15日(月)

9 fI 3 学校評価と教育計画の具体化 9月17日(本)

10 4 地域の教育力を生かす生活指導 10月12日(月)

11 " 5 教育目標の具体化を目指す教育課程 11月19嗣(木)

12 " 6 fどもの自主的な健康管理の進め方 1月22l:l(金)

13 教育課題 研修 会 1 人間の尊さの自覚を高める教育の実践 5月11日(木)
一一 一一一一一，

14 " 2 福祉教育の進め方と福祉読本の活用 6月11日(木)

15 " 3 新しい学力観と指導・評価の改善 7月23日(木)

16 " 4 学習障害とは? 7月23日(木)

17 " 5 国際社会に生きる子どもの育成 9月18日(金)

]8 " 6 環境教育の進め方と環境訓読本の活用 10汁13日(火)

] 9 学習指導法 研 修会 1 子どもの側に立った学習指導 5月22日(金)

20 fI 2 教育機器を活用した指導の実際 6月26臼(金)

21 " 3 視聴覚教材の作成と活川の工夫 7月10日(金)

22 " 4 小集団による主体的な学習活動の工夫 7月24日(合)

23 " 5 望ま しい人間関係を育む学級活・jfiiJ 8月28日(金)

2-1 6 人間としての生き方の白党を深める指導 9) J 11日(金)
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研修時聞は原則として午後 2時から 4時までです。

講 師 ぷ:z:;込Z 場 備 考

前保谷市教育長 来飯原総胤 研究資料室

新宿区立余丁町小学校長 下山 伸一 研究資料室

長岡科学技術大学教授 中野目直明 研究資料室

東邦音楽大学講師 池沢正 夫 研究資料室

青山学院大学教師 神田辰巳 研究資料室

帝京大学講師 尾崎政二 研究資料室

調布市立第三中学校長 杉山武久 研究資料室

前武蔵村山市立第三中学校長 吉田正弘 市役所505会議室

世田谷区立希望丘中学校長 木山 高美 市役所 505会議室

福生市教育委員会指導主事 石橋 博 市役所505会議室

都指導部指導主事 市役所505会議室

都指導部体育健康指滋課街導主事 市役所505会議室

前新宿区立余丁町小学校長 谷 健 研究資料室

元日野市立潤徳小学校長 篠宮忠男 ，寸~ 校

東京都多摩教育事務所指導主事 有村久春 研究資料室 午前 9:30-11:30

都指導部心身障害教育課主任指潟主事 岸本啓吉 研究資料室

日野市教育委日 中田俊子 研究資料室

中野区教育委品会指噂室長 馬関l金男 ~ 校

東京都多摩教育研究所指滋主事 小池和男 研究資料室

立川市立立川第五中学校長 遠藤純夫 学 校

保谷市教育委以会指噂主事 岡本 昌己 多摩教育研究所

一一トーーー

東村山市教育委i~会指iO主事 縄井 H 市役所504会議室

小金井市教育委u会指it'~ 主'n: 緑川哲 夫 市役所504会議室 午前 9:30-11:30

多摩市教育委u会指将主'Jr 後必 ，'.t'.、 ~ 校

p

、υ
n
JL】



D 研修会 (8)

/伝 研修会名 回数 主 題 期日脚)

1 教育相談研修 会 1 教育活動としての教育相談 6月 9日(*)

2 11 2 問題行動の理解と指導 6月25日(木)

3 11 3 教師と児童、生徒との心の交流 8月 3日(月)

4 11 4 思春期の心の発達と健康 8月 3日(月)

5 11 5 教育相談における事例研究 8月 4日(;k)

6 11 6 教育相談演習 8月 5日休)

7 一二年次教頭実務研修会 1 期待される教頭の職務内容(例規集を中心に) 4月23日休)I 

8 11 2 組織を生かす教頭の役割(校内組織を中心に) 6月12日(金)I 

9 11 3 文書処理の システム化と情報管理 10月 5日(月)

10 学校保健 研修 会 1 不登校と家族療養法 12月 4日(金)

11 11 2 学校事故とその対応 12月15日(火)

12 11 3 体の成長と異常について 1月21日休)

13 幼児教育 研修会 1 草花をつかつての遊びと 草花の名前 5月27日制

14 11 2 遠足、運動会等で活用できるゲーム 6月24日t水)

15 " 3 幼児の活動と指導 ・援助 7月13日(月)

16 各種 実 技 研修会 1 キャンフモ77イヤー レクリエーション の上手なさせ方 6月 4日休)

17 " 2 水泳の基本と指導法 6月 5日(金)

18 11 3 陶芸教室 1 C縄文土器作製、野焼き) 7月27日(月)

19 11 4 運動会に活用できるダンス 7月28日収)

20 11 5 陶芸教室 llC縄文土器作製、野焼き) 8月27日制

21 11 6 作る学習と教材1C紙工作 ) 10月 6日収)

22 11 7 小動物の飼育と観察 11月 5日(木)

23 11 8 作る学習と教材llC竹細工、業細工) 12月 8日収)

24 生 涯 学 習 研 修 会 1 子どもの心と病気 10月16日(金)

25 " 2 子どもの生活と非行 10月22日休)

26 11 3 自然、のいぶきと私達の生活(身近な草木のなかから) 10月29日附

27 11 4 現代世相と子どもの行動 11月10日伏)

28 11 5 ふるさと日野の今昔 11月17日収)

29 11 6 ことばのみだれと日本語 11月26日休)
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研修l時間は原則として 2時から 4時までです。

ま注 師 ぷ~ 場 備 考

東京学芸大学教授 松村茂治 教職員研究資料室

日本女-f体育大学教授 石川 尚子 " 

東京学芸大学教授 福島作美 " 午前 9・30-11:30

東京都立悔ヶ丘病院医師 海老).~ 宏 " 午後 1:00- 3:00 

中野区立第四LI_'学校長 永瀬純三 " 午後1:00- 3・00

日野市立日野第-，ド学校長 1守本 裕子 " 午後1:00- 3:00 

桐杏教育研究所討IJ所長 11.5仔l 智 " 

前日野市立 口 ~f第-/J母校長 山口武彦 " 

自iJ日野市立日野第六小学校長 清水七郎 " 

玉川大学教授 甲斐 隆 " 

東京女子体育大学教綬 伊藤 発 " 

虎の門病院小児科医師 繊谷 進 " 

元日野市立日野第八小学校長 櫛谷義一 " 現地学習

日野市社会教育センタ一生渡学溜事業部長 中能孝 則 " 

日野市教職日研究資料室長 凶回 医 " 

府中市立武蔵台小学校教諭 長津芳他 " 

日野市立平111小学校長 内藤 康他 円野市東部会館

日野市立日野第五小学校教諭 ~t 野 f議たl昭 日野五小、図書室
" 南平小学校教諭 枚薬 ー

東京女子体育連盟理事 小島敬チ他 潤徳小体育館 午前 9:30-午後 3・00

日野市立日野田I万.小学校教諭 北野 ~ 11(j 
円野丘小、凶丹宝

" 南千小学校教諭 紋ミ集 後一

小平市立小平第一小学校教諭 丸山哲土 教職員研究資料室

多摩動物公凶飼育課普及指専係長 !llf本浩司 多摩動物公園 現地学習

前日野市立日野第四中学校長 立川 I ~司 教職員研究資料室

匡原公務~U等jii折組合述介会立川病院小児手間1長 甲 賀 正聡 " 市民父母対象

多摩 少年院 " " 

日野の li然を守る会相談役 杉浦 lJ.t機 " " 

東京都立大).jUヒ同等学校長 犬丸明勺 " " 

日野史談会長 川中 市己f " " 

大正大学講師、元NHKアナウンサー 後藤美代子 " " 
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E研修会 CC)

(1) 初 級研修

研修会コース名

A.ワー 7.ロコース

B.教育事務管理

コース

(2) 中級コース

研修 会コース 名

C グラフ ィックス

コース

D 情報基礎コー ス

E.教材作成コース

研修会番号

A - 1 

A - 2 

B - 1 

B - 2 

B - 3 

B - 4 

B - 5 

研修会番号

C - 1 

C - 2 

0- 1 

0- 2 

0-3 

0- 4 

E - 1 

E - 2 

内 容

-パ ソコンの動かし方、扱い方。 -パソコンの仕組み

パソコンと会話する。 -汎用ソフト(一太郎)の使い方

ワープロソフト「一太郎Jを自由に活用できるまで

-パソコンの動かし方、級い方。 -パソコンの仕組み

-パソコンと 会話する。 -汎mソフ ト(一太郎)の使い方

-生徒、職員のマスターファ イル作成

-マスタ ーファイノレを利j日してれ種帳票を作成する。

-主と して中学校における学習の記録と分析

(B-2で作成 したマ スターファ イノレを活用する)

-健康診断結果の集計、分析

-体力測定結果の集計、分析

P:;I 容

• 1-ジーズスタ γ フキドJの実習

絵を錨く。写真や絵を取り込む。 一太郎で作成した文i!?に絵や写真

を取り込む。

. i花て!こ」 の実習

図や絵を拙く。摘し、た凶や絵を一太郎で作成 した文苫に取り 込む。

「ハイパーキューブ」 の実習

ワー 7.ロ、 グラフ ィックス、表計算、データベースの機能の活用。

「スクールカー ド」の実習

ワー7・ロ、グラフ ィックス、表計算、データベースの機能の活用 c

「ロゴライター」 の突狩
プログラムの作成演習

.BASIC/98 
プログラムの作成演習

-オーサー先生の実習

プログラム言語を使わず簡単に教材作成をする。

-スクールエースの実習
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回 数 日 時 研 修 Z4E 』 場

2 講 座 5/14，5/21 午後 3:30-5:30 日野第 二 中学校

4 講 座 5/28，6/4.11.18 3:30-5:30 日野第 二 中学校

2 講 座 7/27 午前 9:00-午後 3:00 I 日野第 一 中学校

4 講 座 7/28，30 9:00-3:00 日野第 一 中 学 校

2 講 座 7/31 9:00-3:00 日野 第 一 中 学 校

2 講 座 8/ 3 9:00-3:00 日野 第一 中 学校

2 講 座 8/ 4 9・00-3: 00 日野第 一 中 学 校

回 数 日 時 研 修 ぷZE3bZ 場

2 講 座 8/24 午前 9:00-午後 3:00 日野第 一 中学校

4 講 座 7/30. 31 9:00-3:00 大 坂上 中学校

4 講 座 8/27. 28 9 : 00 -3: 00 日野第 一 中学校

2 講座 8/ 4 9: 00 -3: 00 大 坂上 中学校

2 講 座 6/22， 6/26 午後 3:30 -5: 3 0 大原上 中学 校

4 講 座 5/29，6/2.5.12 3:30-5:30 日野第一中学校

2 講 座 8/25 9:00-3:00 日野第 一 中 学校

2 講 座 8/ 3 9: 00-3 : 00 大 坂 上 中 学 校
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日野市教育委員会の学校訪問

1. 趣旨

学校訪問は、教育委員、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、 学務課長、指務室長、指導主事が

学校を訪問し、学校の教育活動の実態に直接触れることを通し、下記の事柄について、理解ーを深め、

日野市の教育の充実 ・発展に資する。

① 学校の当面する教育指導上の諸問題への対応を図る

② 学校の施設 ・設備上の諸条件の整備、活用状況を把握する

① 日野市の教育活動の全体を把握し、教育行政上の参考にする

@ 各学校の教職員との協議 ・懇談を行い相互の理解を深める

① 学校訪問の成果を日野市の教育内容 ・方法の充実 ・発展に資する

(1) A訪問

2年に一度、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事が訪問し、

学校経営全般にわたって実態を把握し、教育内容の充実 ・発展のために協議する。

①学校慨況、②授業参観、①施設 ・設備の活用状況、 @諸帳簿閲覧、①協議 ・懇談

なお、教育委員長、教育委員も時間の許す範囲で、訪問する。

(2) B訪問

市教育委員会訪問Aのない学校に指導主事が訪問し、教育指導上の課題について、協議 ・懇談す

る。

①教科 ・道徳、 ・特別活動の指導に関すること 、②教育課題に関すること 、③生活指導 ・進路指導

に関すること、 @授業研究に関すること 、⑤学級 ・学年経営に関すること 、@指導要録等に関す

ること 、⑦教育研究・研修に関すること 、⑤その他

(3) 一般訪問

各学校、各幼稚園の要請に応じ、東京都教育委員会指導主事並びに日野市教育委員会指導主事が

訪問し、それぞれの学校 (図)の置かれている条件に応じ、教職員とともに学校(園)のも ってい

る問題について 、実際的に解決する方途を見いだすなど、隔意のない協議 ・懇談を行う 。

ただし、一般訪問は、A訪問のない学校にB訪問と合わせて行う。
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訪 問 日程

ノ16. 幼 稚 園 名 A 訪 問 B .都一般訪問

1 第 一 幼 務k 園 6月 17日(一般訪問)

2 第 幼 稚 園 10 月 22 日

3 第 一 幼 稚 園 5月 27日(一世訪問)

4 第 四 幼 稚 園 1 月 19 日

5 第 五 幼 稚 園 6月 9日(B訪問)

6 第
ム 幼 税t 園 5 月 20 日ノ、

7 第 七 幼 稚 園 6月 24日(一般訪問)

/16. 小 学 校名 A 訪 問 B .都一般訪問

日野 第一 小 学 校 7月 1日(一般訪問)

2 日野 第二 小 学 校 11 月 12 日

3 日野第 三 小 学 校 1月 27日(一般訪問)

4 日野第四小 学 校 10 月 27 日

5 日野 第 五小 学 校 12月 4日(B訪問)

6 日 野第六小 学 校 1月 20日(一般訪問)

7 if!r!:j 徳 学 校 10月 26日(B訪問)

8 平 IlJ 学 校 2 月 5 日

9 日野 第 八小 学 校 11月 18日(B訪問)

10 百草台小 学 校 6月 3日(一般訪問)

11 r~t1 合 学 校 2 月 23 日

12 日幡台小 学 校 1 月 14 日

13 日野 第 七小 学校 10月 14日(一般訪問)

1 4 南 平 学 校 5 月 15 日

15 程 久保小 学 校 10月 14日(一般訪問)

16 旭 が 丘小 学 校 6月 25日(B訪問)

17 平 山 台 小 学 校 1 1 月 24 日

18 東 光 寺 小 学校 11月 27日(B訪問)

19 三 沢 台 小 学 校 5 月 26 日

20 {中 田 学 校 11 月 16 日

116. 中 学 校 名 A 訪 問 B .都一般訪問

1 日 野 第一中学 校 11月 6 日

2 日 野 第二 中 学 校 10 月 5 日

3 七 生 学 校 1月 20日(一般訪問)

4 円野 第三 中 学校 10 月 7 日

5 日 野第 四中 学校 1月 25 日

6 一 V¥ 中 学 校 1月 27日(一般訪問)

7 大 坂 上中 学 校 10 月 2 日

8 平 111 学校 2月 9日(B訪問)
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む3
hコ

教育委員会

委員長

古谷洋太

職務代理
小松恒夫

委員
黒浮保雄

中田俊子
長津三郎

学校教育部長

糸川 滋

教育長
長津三郎

日野市教育委員会事務局組織

(平成 4年 5月 1日現在)

「 庶務係長 教育委員会々議、規則、人事、予算、経理契約、文書管理に関する
庶務課長 | 

| 飯山光一 こと。
加藤侃一郎一寸

課長繍佐 」 施設係長 学校施設の計画及び営繕 ・修繕に関すること。

田中繁夫 (課長補佐事務取扱)

「 学務係長 学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に

学務課長 | 田辺貞義 関すること。

小寺瑞彦一寸
主幹 」 保健給食係長 教職員、児童 ・生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全

三上 道子 (課長補佐事務取扱)会に関すること。

課長補佐

樫村正男

「一 指導係長
| 小沢賢二

指導室長 | 
小沢春童一一」 教職員係長

社会教育課長

青山武

瀬戸 弥

社会教育係長

小沢昭道

文化財係長

藤井和夫

主査
高橋国夫

教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談、教

職員研究資料室に関すること。

教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。

社会教育の総合計画、社会教育団体の街導育成、芸術、文化の振興
に関すること。

文化財の調査、保護に関すること。



仏3
w 

体育課長
広瀬昭夫一「一 体育係長 社会体育事業及び市民プール、南平体育館、市営陸上競技場等の管

課長補佐 I (課長補佐事務取扱)手運営、学校開放、体育、レクリェーション団体の育成に関する

宮園幸一郎 」 主査 」 ι

斉 藤 隆 夫

し 社 会教育部長 副館長
大谷 俊夫 尚 英明

話IJ主幹
古沢元武

中央公民館長

谷野省三

庶務整理係長
(届IJ主幹事務取扱)

「 奉仕係長
竹村純一

「業務係長
桝田昌康

主査
若林康子

小 川 幸 子
団代 守

西村久美子

藤沢和男

鳥井山豊毅一「一 管理係長
| 佐藤 清

」 指導係

(管理係長兼務)

ふるさと博物館長

文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関すること。

図書館奉仕網の整備、分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整に

関すること。

図書の貸出し及び図書館運営の調査研究及び企画に関すること。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用に関す

ること。

公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施に関

すること。

高野 隆一一「 庶務係 予算、経理、 施設の維持管理に関することコ

I (事務次長事務取扱)
事務次長 | 

荻野俊夫 L一学芸係ー 資料の収集、展示、整理、保管に関すること。

(社会教育課文化財
係長兼務)



教育庶務課事務 分 担 表

課長 加藤侃一郎

係 名 職 名 氏 名 分 担 事 務 の 内 容

庶務係 係 長 飯山 光一 教育委員会の会議に関すること。

2 教育委員会の条例、規則の制定 ・改廃に関すること。

3 労働安全衛生に関すること 。

4 給料運搬。

主事 佐藤ミツ子 l 教育委員の報酬の支払い及び出張に闘すること。

2 教育委員会の対外関係に係る事務及び予算執行に関する こと。

3 教育委員会事務局の文書収受及び予算 ・決算に闘すること。

4 教育委員会職員の休暇等に関すること。

5 教育委員会事務局及び学校の購読物 ・帳票類に関するこ と。

6 学校職員のl械務免除に関するこ と。

7 学校の交換使に関する こと。

8 その他、部及び課内庶務。

主事 菅野雅己 1 小中学校委託業務に関すること 。

2 特別整備用備品の購入 ・管理事務。

3 小中学校の校庭整備及び瞥備に関すること。

4 学校配当予算に関すること。

5 予算 ・決算に関すること 。

6 用務員の被服貸与 ・研修に関すること 。

7 学校臨時職員に関すること。

8 給料運搬。

9 学校の交換使に闘すること。

主 事 佐藤早苗 1 小中学校の支出伝票の整理に関すること 。

2 d、中学校の公共料金の執行管理事務。

3 決算に関すること。

4 施設の修繕・工事等の伝票処理。

5 児童 ・生徒の派遣費に関すること。

6 学校の交換使に関すること。

7 課内庶務。
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係 名 職 名 氏名 分 担 ~J 務 の 内 戸廿h 

庶務係 主 事 闘口洋伸 1 学校物品購入に係る契約事務及び単価契約に闘すること 。

2 高校生奨学金 ・私立高校入学生貸付斡旋に関すること。

3 学校の備品管理に関すること。

4 特別整備用備品の附入 ・管理事務。

5 決算に関するこ と。

6 給料運搬。

7 学校の交換便に関すること。

施設係 課 長 回中繁夫 1 係の統括・調整に関すること。

補 佐
2 教育施設の整備計画に関すること。

3 中学校、幼稚園の営繕 ・施設整備に閲すること。

4 林間施設整備計画に関すること。

主 事 三沢 健治 1 文部省の学校施設補助に闘すること。

2 新規事業の統括 ・調整に闘すること。

3 予算 ・決算に関すること。

4 契約業務に闘すること。

主 事 小平裕明 1 文部省の学校施設補助に関すること。

2 小学校の営繕 ・修繕 ・施設整備に関すること。

3 大成荘の備品 ・消耗品の購入に闘すること。

主 事 小峯 克之 防衛庁関係補助に関すること。

2 中学校の修繕 ・施設整備に闘すること 。

3 委託業務に闘すること。

4 係の術品 ・消長毛品の購入に関すること。

戸、dq
J
 



学務課事務分 担 表

学務課長 小寺 瑞彦

係 名 職 名 氏名 分 担 事 務 の 内 ~才~ 

学務係 係 長 田辺貞義 課内の全般的庶務に闘すること 。

2 学務課予算、決算に関すること。

3 新設校、闘設置届けに関する こと。

4 幼稚園に関すること。

主 事 太問実穂 1 課内の庶務に関すること。

2 学務係関係予算差引に関すること。

3 幼稚園教諭(臨時含む)及び学童交通擁護員に関するこ と。

4 幼稚園予算に関すること。

5 幼稚園就闘奨励貨に関すること 。

6 幼稚園使用料の徴収に闘すること。

主 事 佐藤 真 1 就学援助費(学用品費等)に関すること。

2 特殊教育就学奨励費 (学用品費等 )に闘すること 。

3 学校教材備品及び教材消耗に関すること。

4 幼稚園修繕に関すること。

5 幼稚園備品に関すること 。

6 通学路に関すること 。

主 事 佐藤文昭 入学事務に関すること 。

2 転出、転入学に関すること。

3 学区域に関すること 。

4 学齢簿に関すること。

5 学級編成に関すること

6 調査、統計に関する こと 。

7 その他就学事務に関すること。

保 健 課長 樫村正男 学務課全般に関すること。

給食係 補佐
保健給食全般の企画調整に闘すること。2 

係長~J
務取扱 3 学校保健会、給食会等の関係団体に関すること。

4 学校(園)医等に関すること。

5 園、都及び市費補助金に関すること。

ぷ
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係 名 qì'~ 名 氏名 分 担 'Jf. 務 の |実l !t1 

主 事 園栖光~~ 給食関係委託事務に関すること 。

2 給食備品に闘すること 。

3 給食関係職員の被服貸与に闘するこ と。

4 就学援助(医療技術助、給食賀補助)に関すること。

5 特殊教育就学奨励iJ'i(給食針)に闘すること。

6 学校の環境衛生に附すること。

7 通学路に関すること 。

8 就学猶予、免除に関するこ と。

主事 宮博功一 i調児 ・児童 ・生徒及び教職員の特種健康診断に闘すること。

2 日本体育 ・学校健康センターに闘すること。

3 学校医等に闘すること。

4 学校保健会に闘すること。

5 養護教諭会に関すること。

6 保健関係予算に関するこ と。

主 小俣しずえ 1 栄養士 ・ 調jl_J!Jlの t"ff.、務 'J~務に関すること 。

2 給食関係の統計、調在、報代に凶すること。

3 給食予算に関すること。

4 給食凶係臨時職凸の雇JlJ等に関すること。

5 給食関係の視察等の対応、に関すること 。

6 給食修繕に闘すること 。

7 その他給食関係の庶務に関すること。
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指導 室 事 務 分担表

指導室長 小沢 春童

係名 職 名 氏名 分 担 事 務 の 内 容

指導係 係長 小沢 賢二 1 校長会、教頭会に関すること。

2 指導室関係予算の調整及び執行に闘すること。

3 学校図書館嘱託貝に闘すること。

4 帰国子女等講師及び外国人英語指導補助員雇用に闘すること。

5 教職員研究資料室の管理 ・運営に際lすること。

6 庁内調査等に闘すること。

7 その他連絡調整に関すること。

主 事 川久保紀子 教科用図書採択、教師用教科書 ・指導書、教材に関すること。

2 教職員の研修及び研修関係の都費の支出に関すること。

3 社会人講師に関すること。

4 各種委託事業及び補助事業に関すること 。

5 社会科見学、 バス補助金に関するこ と。

6 遠足 ・移動教室 ・学校訪問等の届出に関すること。

7 教育実習に関すること。

8 音楽鑑賞教室に関すること。

9 都立高校入学選抜書類に関すること 。

10 指導関係文書の収受、整理及び配布に関すること。

主 事 楢本 昭 1 児童用教科書に関すること。

2 クラブ活動謝礼金に闘すること。

3 奨学金に関すること。

4 教育相談室に関すること。

5 就学相談に関すること。

6 特殊学級編成に関すること。

7 障害児教育関係の予算、各種事業、援助に関すること。

主事 内回芳穂 1 移動教室 ・修学旅行の実施及び援助に関すること。

2 水泳記録会及び陸上記録会に関すること 。

3 フ.ール指導謝礼金に関すること。

4 教諭用図書購入に関すること。

5 教職員研究資料室の庶務に関すること 。
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係 名 甲車 名 氏名 分 担 司E 務 の 内 d廿" 

教職員 係 長 瀬戸 漏 校長及び教職員(以下「学校教職員」という)の任免、服務、
係

分|浪その他人事に闘すること 。

2 学校教職員の職員団体に関すること。

3 再雇用嘱託員に|刻すること 。

4 事務 ・栄養士の研修に倒すること。

5 その他学校職員に関するこ と。

主~:j: 神崎伊久雄 1 学校教職員の定数、講師授業時数の割当に関すること。

2 臨時的任用教員(産休 ・育休代替教員)及び講師の採用に闘

すること。

3 学校教職員の履肢の整理・保管に闘すること 。

4 学校教職員の退職手当に関すること。

5 再雇用~属託員に関すること 。

主 事 餓野 亨 I 学校教職員の給与に関すること。

2 学校教職員の旅費に関すること。

3 学校教職員の扶養親族の認定に関すること。

4 学校教職員の住民税の整理 ・保管に関すること 。

5 学校教職員の給与簿の整理 ・保管に関すること。

主J;J_"C 中谷美枝子 I 学校教職員の福利厚生に関すること。

2 日野市教職員互助会に闘すること。

3 講師の報酬支給に関すること。

4 学校教職員の公務災害補償に関すること。

5 室内の庶務に関すること。
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指 導 主 事事 務分担

1. 教科・領域担当

国語 ・ 3 写 大僑 生 活 大橋 体育 ・保健体育 大 橋

社 dzE=h ζ 大矯 、lヨ包 楽 大 橋 外 国 吾SEE』g 宮 川
ー『一再

算 数 ・ 数学 7守 川 図画工作 、美術 官 川 道 徳、 常 川

理 手十 宮 川 家庭、技術家庭 大橋 特 ~IJ 活 動 大 橋

2.推 進

')7ν四， 校 経 i一“g 宮 川 校 !大| 研 究 大 的 教 育 ~H 談 大+，iB

幼 児 教 育 大橋 視 聴覚教育 宮 川 山口 l君子女教育 大統

生 (，f; i与 宮 川 保 飽 教 育 大 筒 環 J84-zZ 包 教 育 宮 川

進 ~4't J旨 導 宮 川 心 身 障 害教育 大橋 学 校 給 食 大 統

人権時市教 育 宮 川 国際 理解 教育 大 橋 福 祉 教 育 宮 川

消~~ J"i 教育 大 橋 情 報 教 育 下~. ) 11 男女平 等教育 宮 川|

国 j'r- nn教 育 大橋 文~ 全 教 育 官 )11 

3. 市教育委員会事業

校 長 Z4』ミ 宮 川 占主 頭 JLL ミZ 大前13

4生 忠告 主 任 ぷ:% 大 儒 生 活折 導主 任 会 宮 )11

進 路 指 導主 任 会 宮 川 体 育 主 任 3t=L 三 大 fTI

j沈 乍 相 談委員会 大 僑 教 科 3 調査 委員会 宮 川

心身 障害教育 推進 委員会 大 僑 人権尊亙推進 委員会 宮 川

国際 理解 教育推進 委員会 大 橋 情 報教育 推 進委員会 宮 川|

綬 業 改 善委員会 y，-1' 川 授業 研 究連絡 協 議 会 大 橋

日野市小学 校教 育 研 究会 大橋 日野市中 学 校 教育 研 究会 宮 川|

教育課程編成資料作成委員会 大 橋 教育課程 研 究 委 員 会 古 川

英語指導 改 善連 絡協 議 会 1Z 川 社会科副 読本改定委白会 大橋

環境副読本手引作成委員会 大 僑 | 健全育成資料作 成委 H会 符 川

相談学級運 営 委 員 会 宮 川 白楽鑑賞教室運営委員 会 大 統

陸 上 記 録会運営委員会 大 僑 水泳記録会迎営委 t~ 会 大 布告
L一一一一一一一一一

-40 



4. 指導事務分担

都教委指導部・都研・多摩研 宮川 都教育研究員・開発委員会委1~ 大橋

国 . 都研究 奨 励 宮 川 学校訪 問、指 導訪 問 宮 川

教 育 課 程 届 出 宮 川 教育課程年間指導計画 大橋

研 究集録 、 副読本 大~ 教 材 届 出 承 雪11;刃M 大 橋

遠足・移動教室・修学旅行届出 大橋 まどべ編集 発行 大橋

就学 ・措置 替指滋 宮 川 文部省中央研修 宮 川

教 育 実 ZtFi 1 指 導 大橋 調 査 資 ド} 収 集 大儒

行 事 予 定 作 成 大橋 学 習 指 導 要 領 宮 川

日 野 市 め 〈ご り 大橋 東京都市指導主司モ会、第二相互会 宮 川

5. 施設・行事

教職員研究資料室 宮 川 臼野市教育相談室 大僑 健 全育成担当室 宮 川

科学教育センター 大橋 教科dセンター 大橋 心身障害児学級 大橋

文 化 行 大橋|体 育 n 事 大橋 移 動 教 室 大橋

修 ザ- 旅 行 宮 川

A
E

一A
五一
A
E

修

一
修

一
修

-
-
研

一
研

一
研

荘
一

営
一
題
一
談

ヨ
一

経
一
課
一
相

穆
一

校
一
育
一
育

E
一
学
一
教
一
教

£
u
r
 

教 頭 研 修 会

学問指部法研修会

教職専問研修会

初任者研修会

7. 東京都教育委員会指導事務担当

学 校訪問協議 会 宵 川 教育研究員 ・教育開発員 大橋

生活指i(f.但当指耳江主事連 ・協 7:; )11 道徳教育担当指導主事連 ・協 宮 川

同和教育 111羽推進委 L~ 会 宮 川 幼推同教育担当指羽主2Jj:連・協 大僑

心身障害教育担当指主連 ・協 大崎 安全教育担当指主連 ・協 宮 川

行H~ r，-教育担1当m主連 ・協 人e 者!3 男 女 平 等 担 当 折 主連 ・協 宮 川

在日外同人児iit・生徒教育足掛 大橋 国際理解教育舵進委凸会 大儒

外凶人児童 ・生徒教育連・協 大橋 川因子女教育担当指主連 ・協 大儒

教 L~ 研修担i当 m 主 連 ・協 大柄 福祉教育推進委口 会 宮 川

体育保健給食ID当指主連 ・協 大僑 l足 市街 i(f. 主 )J~ 研究 会 議 宵 川
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日野市教職員研究資料室

1. 教職員研究資料室の設置

日野市における教育の充実 ・振興を図るため.昭和61年 4月30日に日野市教職員研究資料室設立、

設置規則が定められた。

日野市教職員研究資料室設置規則

(設置)第 1条 日野市における教育の充実 ・振興を図るため、日野市教職員研究資料室 (以下

「研究資料室」という)を設置する。

(位置)第 2条 研究資料室は、日野市高幡 402番地日野市立潤徳づ学校内に置く。

(事業)第 3条研究資料室は、第 1条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1 ) 教育に関する調査、研究および普及に関すること。

(2) 教職員の研究および研修に関すること。

(3) 教育に関する資料の収集、作成及び活用に関すること。

(4) 児童、生徒の就学相談に関すること。

(5) 市民の教育相談及び電話相談に関すること。

(6) その他心要なこと。

(職員)第4条 研究資料室に室長、事務職員、教育相談員、その他必要な職員を置く。

(所管)第 5条研究資料室は、教育委員会指導室の所管とする。

(委任)第 6条 この規則については、必要な事項は教育長が別に定める。

この規則は、昭和61年 5月 1日から施行する。

2.教職員研究資料室の組織と分担

教育経営研究室

0教育経営係

教育情報研究室

o教材開発係

o教育資料係

0教育コンビュータ係

o事務室、事務係

-学級経営・生活指導等に役立つ教育調査とその結果の提供

.教職員の研修

-教科・領域に関する教材の開発とその成果の提供

.教職員の研修

・教育関係資料の収集 ・整理と紹介・提供

・教職員の研修

・学習指導で活用するソフトの開発とその提供

.コンピュータに関する実技研修

・事業推進に関する諸事務 ・管理
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3.教職員研究資料室の研修事業

【A研修 】 2教育機器を活用した指導 3幼児の活動と指導、援助

1.学校経営研修会 3視聴覚教材の作成と活用 V.各種実技研修会

]これからの日本の教育 4小集団の主体的学科活動 1.キャンプファイアーのさせ方

2.学校情報の管理と対応 5.望ましい学級活動 2 水泳の基本と指導法

3. "7ネージメン ト・ マインド 6生き方の自覚を深める指羽 3.陶芸教室 1• U 

4新教育課程と校内研究 【B研修】 4運動会に活用できる ダンス

5.教育課題解決と学校経営 ト 教育相談研修会 5.作る学習と教材 1• U 

6.聞かれた学校の教育課程 I教育活動としての教育相談 6小動物の飼育と観察

U.教職専門研修会 2 問題行動の理解と指導 Vf.生渡学習研修会

l教育研究の構造化と協働化 3.教師と児童、生徒との交流 ]子どもの心と病気

2.生活指羽と関係機関の連携 4.思春期の心の発達と健康 2子どもの生活と非行

3.学校評価と教育計画 5.教育相談における事例研究 3自然、のいぶきと私達の生活

4地域の教育力と生活指滋 6.教育相談演習 4.現代世相と子どもの行動

5教育目標と教育課程具体化 U. 1・2年次教頭実務研修会 5ふるさと日野の今昔

6.子どもの自主的な健康管理 1期待される教頭の職務内容 6 ことばのみだれと日本語

[ll. 教育課題研修会 2組織を生かす教頭の役割l 【C研修 】

1人間の時さの自覚の教育 3.文』処理と情報管理 ト初級研修

2 福祉教育と福祉!iIIJ読本 U1.学校保健研修会 A.ワープロコース 6講座

3.新しし、学力観と指導 ・評価 1.不登校と家族療養法 s.教育事務管理コース 12講座

4学習障害とは? 2学校事故とその対応 ll.中級コース

5国際社会に生きる子ども 3固体の成長と呉常について C.グラフィッ クコース 6講座

6.環境教宵と環境面|院本 rv.幼児教育研修会 D.情報基礎コース 12講座

1V.学習指導法研修会 1.草花を使つての遊び E.教材作成コ ース 4講座

1子どもの側に立ワ学習指滋 2. iA足、運動会用のゲー ム

4.教職員研究資料室職員 (曾 92-0505) 

室 長 困問 匠

教育経営研究室 教育経営係 篠 宮 忠 男 ・田中光施 ・草 苅 和 志 ・山口 武 彦

教育情報研究室 教材開発係 立川 泰司 ・石井 三土

教育資料係 清 水 七郎・村田志信

教育コンピュータ係 古厩清夫

事務室 小松あさ江 ・本間由利チ
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日野市教育相談室

設置の趣旨

日野市に在住する幼児 ・児童 ・生徒(高校生を含む)及びその保護者を対象とする教育相談に応ずる。

また、学校の行う教育相談への協力・援助を行い、教育相談活動の促進と充実を図る。

0 一般教育相談

幼児 ・児童 ・生徒の学習、性絡、行動、け五奪、進路適性等についての相談に応じ、助言 ・援助を行

う。

0 心身障害教育相談

心身に障害をもっ幼児 ・児童 ・生徒についての相談に応じ、障害の種類や程度及び発達の状況の把

腿に第め、一人一人の能力を十分に伸長させるために就学相談及び教育措世に闘する相談を行う。

o 学校教育相談

幼児 ・ 児 nt . 生徒の問題行動、 ~ Iõ行等についての相談に応じ保護者、学校、 関係者機関 と協力し、

指導、助言 ・援助を行う。

o y包話相談 (雪 92一0505) 

直接商談のほか電話による相談に応じ、指導、助言、援助を行う 。

構 成

相 談 室 長 小沢 春童 (日野市教育委員会指導室長 )

教育 相 談 凸 河井 英 子 (一 般教育相談 月・火・水・木 10: 00 -] 7: 00 ) 

牧 伸 子 11 月 ・木 10:00-17:00) 

御子柴万里子 (心身障害教育相談 月 ・火 ・木 ・金 9: 00-]6:00) 

渡 辺 満 子 11 月 ・水 10: 00- 17・00) 

村松徹 二 (学校教育 相談 月 ・火 ・木 ・金 9: 30- 17:00) 

兼任教育相談員 佐藤ヒサイ (日野一小) 原沢荊l江 (日野三中)

西 俊 幸 (日野四小) 伊藤 誠治 (日Ij，!f四中)

高橋智子 (高幡台小) 井原千恵千 (三 沢中)

川 原田和子 (日野七小) 三 上道 子 (一幼園長)

吉沢 佐久 子 (南平 小)

顧 問 福島 {市 美 (東京学芸大学教授 )

石 川 尚 子 (日本女子体育大学教授 )

海老鳥 宏 (精神科医 )
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教育相談概要 平成 3年度

I 受イ、J'.而接回数

前年度より継続 本年度受付 累 面接延回数

21 38 59 407 

2 主訴別件数

小 学校
幼 中 τp 全~ その{也 計

1-3 4-6 

登 校 J巨 否 6 8 9 2 25 

性
集団不適応A (内気・いじめ) 3 1 4 

格
集団不適応B(授業態度悪) 1 . 

fj 
友人関係

動 落 ち イコ き な し 1 1 
tこ
関 反 抗 f均
す
る

無 気 カ
も
の

非 行及び 同 傾 向 1 1 2 

紙 虫え 3 1 4 

精
向閉 症 ・ 自閉傾向 1 2 3 

神
」ヤ と ば(吃1fなど) 2 1 4 . 

身
体 時 やド 病 . 同 疑 1 

tこ

l刻 事11 経 症 |司 疑
す
る jJ尚 ~~ 質 障 害 l 1 
も
の

神経t'lo押癖(夜lポ，チック等) 1 I 1 3 

学知 精 事11 発 連 遅滞 2 2 

能
業 ・ 学 業 イミ 4辰 1 1 

適進 転 校 1 

路
性 ・ 進 路 . 進 ，←+ l 3 

そ し イコ け ブJ 1 

の
他 そ の イ山 1 I 2 

5 15 13 20 5 59 
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日野市健全育成担当 室

(目的〉

日野市立幼・小 ・中学校に在籍する幼児 ・児童・生徒の健全育成に関わる諸事業を推進する。

(内容〉

幼児・児童・生徒が学校(園)、学庭、地域社会において、社会性や自律心を身に付け、心身ともに

健康で、意欲的に生きることができるよう援助するために、下記の諸事業を推進する。

I 学校不適応解消を目指す事業

E 児童 ・生徒の問題行動の防止に関する事業

III 健全育成資料の作成等に関する事業

W 在日外国人児童 ・生徒及び帰国児童 ・生徒の教育に関する事業

V 国際浬解教育の推進に関する事業

Vl 学校図書館の運営及び図書館教育のための事業

V目 指部室事業の推進 ・援助

m 幼児 ・児童 ・生徒の余暇利用に闘する啓発のための事業

lX 健全育成関係諸機関との連携による事業の推進

(設 置 )

日野市健全育成担当室を当分の問、日野市立日野第二中学校内に置く。

〈担当嘱託員 ) ~84-2324

上野節男(健全育成担当)

古 谷 登吾( 11 

清 水春海( 11 

志 村 桂次( 11 

綿引正巳(外国人英語指導補助員担当)

浦勝也(学校図書館事務帰託員担当)

小 泉宣夫( 11 

荒木健治(帰国子女担当)

福 地 保(科学センター担当)
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日野市心身障害教育推進協議会

目的

この協議会は、日野市から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図るために、心身に障害のある

児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育借世のあり方、教育条件の整備、指導内容 ・方法の改善

に闘する研究及び、一般職凸の心身障害教育に対する意識 ・理解を深めるための研修等の諸事業を企画

し実践する ことを目的とする。

事業の内容

この目的を達成するため、協議会会長校に事務局を置き協議会の運営にあたる。主な事業として、次

のことを行う。

(1) 心身障害学級の適正配置に関する将来的構想、の検討

(2) 心身障害児童及び心身障害教育の正しい理解に闘する資料の作成

(3) 就学相談の充実と相談活動への協力と奨励

(4) 教育指位者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

(5) 学校における相談組織と機能の充実

組織

(1) この会は、次に掲げる者をもって組織する。

日野市教育委日会教育長、指務室長、指導主事、指導係長、日野市立心身障害学級設置校長、心

身障害学級担任、幼 ・小 ・中学校(園)の各校 1名以上の教員、教育相談室専任相談員、顧問医

(2) この会には、次の専門部を!泣き、それぞれの活動を行う。

ア.研究部 教育借{住者の学校への適応、状・況と発達状況の追跡調査

，些校における相談組織と機能の充実を図る研究

イ.研修部 心身障害児及び心身障害教育の正しい理解に闘する資料の作成に関する研究

ウ.相談部 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

研究委託

今年度は、日野市教育委凸会から別紙の内容についての研究を委託されている。
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委託内容

1. 心身障害教育の在り方の検討

心身障害教育の課題を踏まえ、情報化、 国際化などの社会の変化に対応するとともに、家庭 ・地域

社会 ・関係機関との連鋭を深め、児童 ・生徒が自らの障害の状態を改善 ・克服し、生涯にわたって学

湘し、生きがし、をもって充実した生活がで-きるよう 、一人一人の児童・生徒の降客の状態に即した適

切な指導内容 ・ 方法及び評価の工夫 ・ 改善、 t受業研究を進め 、 基礎的 ・ 基~的な知識 ・ 技能 ・ 態度及

び符慣を育む教育の在り方の検討を行う。

また、一人一人の児童 ・生徒の障害の状態や個性や能力及び発達に応じて、適切な指導が行えるよう

指導の目標を明確に し、 自ら学ぶ芯:欲をもつことができるよう指導方法 ・指導形態の工夫、教材・ 教具

の|泊発、 b包『没 ・設備の活用及び養護 ・訓練の在り方についての検討を加え、一人一人の可能性の開発

と伸長を促す方法を検討する。

2 心身障害教育に闘する啓発資料の作成及び交流教育の推進

学校の教育活動全体を通して、児童 ・生徒及び地域社会の人々と活動をともにする機会を設け、相

互理解を深める交流教育の{広充を図るとともに、学校や地域社会における心身障害児理解教育を一層

舵進するために、心身障害教育に|刻する特発資料を人権時重の教育の徹底のもとに継続的に作成 し、

心身障害学級併設校との交流教育の般進について検討する。

3 就学利|談の充実と相談活動への協力と援助

日野di就学相談委員会は、 医師、心理学者、心身障害教育関係者、心身障害学級設置校校長及び教

諭、教育相談員等の委員により組織されている。

そこで、就学相談の充実並びに適切な教育措置を期し、就学相談活動の望ましい方法及び相談:{iの

専門的力i止を高めるための研修を推進するとともに、きめ細かな教育相談が進められるように相談活

動への協力と援助を行う。

4. 4生育措位者の学校への適応状況及び発達状況の追跡調査

教育相談の結果に基づいて教育指置を決定 した後、児童 ・生徒の学校や学級での適応状況及び期待

する教育効果、学校及び学級担任の悩みや問題等について日!lff市立小・中学校及び都立養護学校等の

義務教育機関に在学 している心身障害児の適応状況や発達状況を継続的に調査し、今後の教育問題に

|却する相談活動の充実に資する資料を作成する。

5 学校における相談組織と機能の充実

各学校における心身障害児の教育相談の在り方、担任教師への協力の在り方等について調査研究す

るとともに、校内で、の教育相談充'吏のための資料を作成する。
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日野市立小学校科学教育センター

1.名称・所在

日野市立小学校科学教育センターと称 し、 平成 4年度は、 北部センターは日野市立日野第五小学校

に、南部センターは日野市立平山小学校に設置する。

2.設立の趣旨

日野市立小学校における科学教育の振興を図るとともに、教員の理科指導の充実向上のための研修

と児童の科学的態度、能力、技術の向上に役立つ諸事業を行う。

3.センター長・センタ一次長・指導員

南部セ ン ター 学校名 電話 北部 センター 学校名 電 話

センター長 内藤 康 平山小 91-4123 センター長 野村 武 郎 五 小 81-0474 

次 長 岡田 碍美 子 " " 次 長 吉 野 美 智子 " " 

主 任 渋谷 義一 " " 主 任 福 地 保 " 11 

指導員 山r.1 忠久 潤徳小 91-0409 指導員 小川賀世 子 81-0073 

" 臼井 知 子 " " " 准谷 一彦 81-0070 

" 前様 政治 平山小 91-4123 " 井上 充 81-0]01 

" 字 肝有 斐 子 八 小 91-2411 " 盛岡 光 四小 81-0038 

" 定森 正治 百草台 91-0997 " 鈴木 節 子 五小 81-0407 

" i進111 弘 im合小 93-5172 " 岡野倉玉よ>>! " " 

" ，'，'b橋 智 f 1γ・了・1血ψmf、I 91-7011 " rn )11 博敏 " " 

" 森 fi'i y6 商、IZ小 92-2021 " o' )11 郁子 " " 

" 社l中 理恵 " " " 佐藤 静雄 81-0366 

" 三 木 滋 程久保 92-5014 " 小刻11.b克子 七小 83-3907 

" 矢 野再合 f " " " 上 保 茂 j也が丘 83-3733 

" 主主藤 正 ~ IL山 1ι? 92-6381 " 笠井 祐 て「 東光寺 84-6200 

" !総尼寓 iq-江 三沢f'i 93-2351 。'eJ悠 民 男 仲間小 81-8511 
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4.センタ一員

南部セ ン タ 北部 セ ン タ

校
首封 平 /¥ 百 滝 高 |判 程 平 一 四 五

ー」 七 l也 東 {中
メLh1h 

ノ、

名 待、UI 
草 メ口込

幡
平

久 山 沢 ヵ: 光
J1二L、1 ぷ口《 保 4口A A口A、

計 丘 寺
間

男 4 2 1 2 。2 1 3 1 。16 2 I 。3 3 。3 3 。4 19 35 

女 1 2 6 2 1 1 。。。4 17 2 3 2 I 6 4 3 3 2 27 44 

5 4 7 4 1 3 1 3 1 4 33 4 4 2 4 9 4 4 6 3 6 46 79 

5.年間指導計画

南部 科 学 セ ン ター カ印は、指導ぷ任者

凶数 月日(/luD時 導 i大l ~ 指導員

1 5. 9 (土)14:00 開講式 活動内容を理解し、研究への意欲 全 員
を高める。

新 しい友達と仲良くなる。

2 5. 16 (上)14:00 第 1単元 平山域社公園付近の植物のようす 食遠 藤 ( 平山台)

3 5.23 (上)1cl:00 日野の自然を を調べ自然への関心を尚める。 定森(百草台)

4 5 30 (上)14 :00 調べる。 高橋(高幡台)
泌谷(平山小)

5 6 1 3 何日:~~ I第 2単元 植物の汁を使って、もめん、きぬ 公 森 (南平小)

6 6.20 (上)川 O !草木染め などの布を染める。 遠回(滝合小 )
7 6.27 (土)14 :00 植物の汁の性質を知る。 矢野(程久保)

11J 口(潤徳小)

古住 谷(平山小)

8 7. "(J:) 14:00 第 3単元 研究テー マの決定。 女宇 野(八 小 )

9 7. 11 (土)14:00 自由研究 研究方法の検討。 遠藤(平山台)

7 ~8 月中 活動とまとめ。 前海(平山小)

10 9. 6 (上)14:00 研究のまとめ。
機谷 (平山小)

11 10 17 (土)14 :00 第 4単元 電気の利用法を知る。 食 山 口(潤徳小)

12 10.21 (上)14: 00 電流と発熱 スチ ローノレ カッターをi'i=る。 白井(i悶徳小)

13 10.31 (上)14: 00 矢 野 (程久保)
池 谷 ( 平山小)同五(市トー

第 5単元 赤土 ・黒土 ・砂な どを調べ鉱物を 女 田 中(南平小)

28 (上)14・00 土調べ 知る。 !鷲尾(三沢台)

12 5 (上)14:00 南平付近の地層を調べる。 三 木(程久保)
前海(平山小)

溢 谷 ( 平山小)

17 l. 25 (土)14:00 第 6単元 モーターの仕組みを理解する。 食定森(百草台)

18 2. 1 (土)14:00 モータ一作り モーターを{乍る。 高橋(高幡台)

葉脈標本を作る。 宇野 (八小)

19 2. 8 (土)14 :00 開講式 修了証をもらう。 全 員
ひとつのことをやり遂げた成就感

を味わい、自信と意欲を高める。

感想を発表する。
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回数 ) J FI (11荏)Ik'f 

5. 9 (上)14 :00 

2 5. 16 (上)14・00

3 5.23 (土)14:00 

4 5.30 (上)14:00 

5 6. 13 I上)14 :00 

6 6.20(t) 1-1:00 

7 6.27 (t) 1-1 :00 

8 7. 4 (上)14・00

9 7. 11 (上)11:00 

10 9. 6 (上)11 :00 

II 10 17 (t) 1.1 :00 

12 10. 2" (1:) 14: 00 

13 1031 (t) 11:00 

14 11. 21 (上)14 :00 

15 11. 28 (上)14 :00 

16 12 5 (土)14 :00 

17 J. 25 (L) 14:00 

18 2 1 (上)14: 00 

19 2. 8 (L) 14 :00 

6，連絡協議会

委 u 長

|白部七ンタ一長

|司 次長

JiiJ 主任

北部センタ 一長

II;J 次長

liiJ 主任

願 r:n 

北部科 学センタ一 公印は.指導点任者

開講 式

第 l.iji元

鋭物観察と花

粉調へ

第 2iji元

水溶液の性質

一一 一

第 3ri].元

自由研究

m 4 Ji'lJ己
食11121j守色料の

検出

第 5inJ己
フ.ラγ ク

ボックス

第 61f!元
m磁イ1を使っ

た1"YJくおもち

や

開講式

長 F事 三 郎

内 j燦 康

|尚l田品主 f

池谷 義 一

野 村 武 郎

山野美智子

制 地 保

小 沢 イ手電

;，; ) 11 保之

大橋 I(I f 

~+. 内 H七~ 指導員

活動内容を理解し、研究への意欲 全 員

を向める。

新しい友達と仲良くなる。

美 しい花の中にある生命のすばら 食品駐谷 (二 小 )

しい しくみを自分の自で確かめて 佐藤(仲l土l小 )

みる。 福 地(五 小 )

酸、 アノレカ リなどの水溶液の性質 カ盟問(四 小 )

を調べる。 リト マスゴケを自分で 佐藤(六 小 )

作る。 福 地 (五小)

研究テーマの決定、方法の検討 公福 地 (五小)

(夏休みの課題活動) 古 )11 (五 小 )

I-U !Jrf倉 (五 小 )

いろいろな食lFIに使われている合 食鈴木 (五 小 )

Jおお食料について 、突験で調べる。 市 )11 (五 小 )

岡野倉(五小 )

ゆjりのつき)]の違いから、箱の中 カ福 地 (五小)

の配線を当てたり 、自分でその箱 笠 井 (東光寺 )I 
(ブラックボックス )を、作ったりする。 小 )11(一 小 )

例，1qi.な屯敏行(コイノLを巻く)を カ上 僚(旭ケ丘)

つくる。 井 上 (= 小 )

小 畑(七小)

修 [，U[をもらう 。

感想、を発友する。 全 員

ひとつのことをやり遂げた成就感

を味わい、仁l伝と意欲を1:'5める。

"野市教育委日会教育長 TEL 0425-85-1111 

卜|野市立平山小学校ー長 TEL 0425-91-4123 

教頭

!泌託

"野市立LI!J!f第五d母校長 TEL0425-81-0407 

教頭

iJItJi託

"野市教行委n会J行潟常長 TEL 0425-85-1111 

J行ir，(t'Jc 

J行滋_I::'Jj:
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日野市立 公立学
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校 ・幼稚園 一 覧
平成 4年 5片 l日現在
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歩 地 歩 百 歩 歩主J:
沼 草分 十 イ日 公 方 ート 十 方 徒 七 行 十 草 イー 十公
駅 団 五 |羽

、
面 五 分 同 歩 分 /、 五 幽 八 I~司一

下 地 分 分 fj 万. tk 徒 ノ，)、 tA イー ス 分 駅 分 分駅
.tJI fT ，、 分 Jj;: 歩 歩 分 ~・r，J 下 F 、

又 ス 十 ト 幡 事 Eド
徒 i1 Ji. 分

AIa: 、 、

歩 t~ -1'<'，1 分 分 印 徒 徒
十 ケ 久 j也 歩 歩
分 f'"c f~ 下 十 /¥. 

行 分
ノ、 t~ 分
ス ~ 

，ヒ

分
.____ 

一一一一一一
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校 長 ・ 教 頭 事業 担 当一 覧

1. 学校教育部

① 指導室l掲係 。…委員長 ・会長 0・同1)委以長 ・日1)会長 ・...委員 ・担当省

校 長 i!; 教 頭 三コ=与z 

きロコu 工:コユ 名 称
小 学校 中 学校 小 学 校 中 学校

A- 1 教 務 主 任 Aι ~ 。野 村武郎 0高木宏文 .上田沼二 .UI崎妙子

A-2 生活 指 導主任会 0岩下和夫 。北原対附 .li診山 健 -松 様 茂 久

A- 3 進路指導主任会 。阿部 1.1:'，志 .三浦 義 次

A-4 仇と i~ 主 任 i!; 。倉重利恵 0高 僑 和 子 -斉 藤 正 子 -松韓 i主久

A ~ 5 小 学校 体育 主 任 会 。信夫 前EZ ..ii'¥:p=:j 1t;lijl 

A-6 づ中校社会科副読本改訂委員会 。片岡千ぷて「 0木内秀雄

A- 7 '1ヰ校社会科副読本改訂委日会 。阿部忠志 0松樺 茂久

A-8 小学校環境読本作成委員会 。草刈 喜一 0品 田 敏 男

A-9 まどベ 編集 委 員 会 。石川 耀子 0小杉博司 0太回俊鋪

A-IO Il 光 移 動 教 室 。倉重利 恵 -末次久利

0石川 耀子 .難 波 和 子

0小笠原久雄 -品 田 敏 男

-木内秀雄

A-ll 5 年 生 移 動 教 室 0小笠原久雄

A-12 中 学 校修 学旅 行 0高木宏文

A-13 科 学教育センター 。内藤 康 0岡田，ぷ美子

。野 村武郎 0古野美智子

A-14 i苦楽鑑 賞教 室運営委員会 。増賀 従 男 。高橋 布]-f -雨宮 充 -太田俊J'f4j

A-15 ア;J} 初 展 0倉重 利恵 。宮本裕子 -斉藤正チ .山11崎妙子

A-16 小・ rl_'水 泳記録会 。信夫 ii'f彦 。北原 ); ( II~ -森野 世 0浅野 1専
0兼 島政邦 .間宮 充

A-17 人権尊屯教育推進 委員会 。小笠原久雌 0宮本総子 -縦 波 和 子 .深山睦弘

A.-18 心身障害教育推進委只会 0波多野坦 。名塚 三雄 -畑野 元一

-野村武郎 -伴野博夫 -末次久利

-増 賀従男 -岡田ぷ美子

、-- 一 一 一 一
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A-l9 就学 科|談委員会 。地質従男 。名塚 三k$ -知I~牙元一

-波多野坦 -末 次 久利

-中村 孝一 .，荷j回ふ美子

A-20 相談 学 級運営委口 会 。官'* 裕子

A-21 情報教宵舵進委員 会 。名塚 三Ii4t 01高 健郎

A-22 3定1:fi指導改善委員 会 。113木 宏 文 0深山 |陸弘

A-23 l司際理解教育推進委員会 0石川 耀子 。伴 野 博 夫 -鈴本利忠子 -深山 陸弘

A-21 綬業 研 究連絡協議 会 。小幡 建 。宮 本 裕 子 -飯旧 関代 -太田 俊禰

A-25 授業改善委員会 @馬場 武 OJ6木 宏 文 -小j京良雄 -深山 l俊弘

A-26 学 校図占館連絡協議 会 @小幡 建 0斎厳正子

A-27 初 任者 研 修 実 施 協 議会 。野村 武郎 0伴野博夫

A-28 教職JJ.研究資料宅運営委員 。r-IJ.悠 康 Ot'，塚 三雄 . J;~山 健 -浅野 1等

A-29 円野市 小学 校教育 研究会 @草刈 喜一 0江μ 耕一

。イ7川 線-f -八木文夫

A-30 日野市中 学 校教育 研究会 。北原 )~ I紹 。三浦義次 l

A-31 小体述 . 小体 研 @{，J夫 11;彦 0八木文夫

A-32 教a課程研究委n会(.i甜尺教科) 。名塚 三雄

小資
A-33 学 料 泊 穂、 科 。片岡千..;yf 0占野美智子

校作
教 j友
育委 心 障 科 。中村孝一 Oi_[11 耕一
諜 H
程 会

国 di 科 。下〈本裕チ 01111崎妙子

，'， ~ 
A-34 学 料 社 3t三込 和} 。阿部 Jιι 。中根 勉

校作
教 j必 数 学 手斗 @ I':~木宏文 。浅野 博
n委
課 n JI~ 1斗 。 I \'~.m和 f Ot/"b 健郎
組 会

I英 J丹 や十 。人;貯 |挫久 0深山 胞弘

り人出f隆久

'し、 院 来十 @::Y，J家 三雄 。三iIIi ぷ次

[)5 



①学務課関係

B- 1 Aでjt与 校 保 健 コ£=』z 。倉重 利恵 0高橋和子 -斉藤正子 -中恨 勉

B- 3 ~ 校 給 食 ~ 。西田敦子 0大野隆久 -飯田国代 -太 田 俊 測

B- 6 食器 検討委員 会 。西田敦子 0大野隆久 -飯悶国代 -太 田 俊 減

研
一

体

一

中
一:

 

連

一

-
体
一

係

一

手

一

関
一

h

一

務
一

E

一

;
:
 

剛
山
寸
ー
ー
ー
」

-

咽
E

A

-

③

一

一

一

-

F
M

一

10大野隆久 |

2. 社会教育部

① 社会教育関係

校 長 ~ 教 頭 ぷZ与" 

名 称

小 学校 中 学校 小 学校 中 学 校

0-1 社 ~ 教 育 委 員 -有泉 徹郎

0-2 市 P 協 -石川 耀子 -北原氏l沼

-片岡千ぷ子

-兼島政 邦

② 体育課関係

学校体育純設開放運営協議会 |。内藤 康 10北原対i沼|・森野 虫|・4公海茂久

|F-1 I図書館運営審議委員 1・鍋田良 子 |

《

h
U

F
hυ
 



④ 公民館関係

|G-1 I公民 館運 営 審議 委員 |・片岡千ふ子 |

⑤ ふる さと博物館関係

ふるさと博 物 館運営委員 |・小林 繁人|・阿部忠志

3.都校長会 ・都教育委員会関係

校 長 4Z5コ』ζ 教 頭 ~ 
記 号 名 称

小 学 校 中 学校 小 学 校 中 学 校

1-1 青少年 健 全育成委員 -小笠原久雄 -北原 iR昭

1 -2 J3;1境週 間行事運営委員 -西旧 敦子 -名塚 三雄

1-3 人権尊 ifd生育 推 進委員会 -宕下和夫 -宮本裕子 -深山 睦弘

4.そ の 他

校 長 ~ 教 頭 4Z』2ミ

記 号 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

J-1 日 野市環境緑 化 委日 -小林繁人

J-2 市捌蹴1互助会話|陛'JH校長会長) -有泉徹郎

J-3 情 報 公 開 対策委日 -有泉徹郎 -高 木 宏 文 -塙 健郎
L_  
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管理運営規則第八条に基づ く主任一覧表

¥ 学校名 学校長 教務主任
生 活

保健主任 進 路

指 導 主 任 指導主任

1 日野 一 小 岩下和夫 志 賀 由 具 長谷川一彦 長様佳都f

2 日野 二 小 馬場 武 高橋 健 山口 正 夫 渡 辺 敏 チ

3 日野 三 小 増 賀 従 男 長谷剖応美男 諏訪英樹 渡辺三枝子

4 日野四 小 片岡千寿子 藤岡和子 四 俊幸 丸山 幸江

5 日野丘 小 野村 武郎 鈴木 節 子 斉j依弥生 常事室 町子

6 日iJlf'六 小 小幡 建 丸茂洋子 市川 光男 金野峰子

7 lllll ff(il小 香川 善平 西山 正文 間島春美 小林浜子 |

81 ~ IL 111小 内藤 康 石黒芳子 問 中 延 子 駒形富子|

9 日野七 小 小林繁人 河野 千 秋 国崎桑子 関似敦子

10 n iJlf八 小 石川| 耀子 小島義範 宇野有斐子 小樽 和子

11 l与 I¥'i1ム?小 小笠原久雄 定森正治 高 橋 茂 子 船山 陽子

12 沌イ干 小 草刈喜一 林 亀三 i燦薄恵子 戸塚美由記

13 I " ~ 幡ず? 小 兼烏政邦 銭 肢 芳 子 比嘉道子 古 越 富 子

14 創刊λ 小 有泉 微 郎 太田由紀夫 浅田光子 井上久美子

15 程久保 小 倉J1i 利TE 西森恵子 竹内 勝 美 佐 藤 徳 子

16 j也が丘小 信夫前J玄 窪田正チ 赤松昭子 小島典-f

17 、F山 台 小 波多野坦 中村 康成 渡部キヨ 荒居和子

18 *光寺 小 鍋閏 良子 笹本竹司 合同 尚子 笠井祐子

19 三 V~ ii小 西田敦子 山浦 幸子 川田 浩 子 太島真知子

20 十l'fll 小 岩下和夫 吉田 弘 土方久枝 清水妙子

宮本裕子 佐藤至正 浅iJl-f布l也 高崎恵子 千葉英明

2 大野 隆 久 演 本 敏 朗 野 口 英 一 中山ひとみ 加藤弘一

3 七生中 名塚 三雄 瀬川 昭英 大 谷 良 光 根岸智子 大野湾子

4 中 高木宏文 平山 方茂 山口 俊 浩 小林浄子 鈴木 渉

5 l羽 ，* 同情 和子 並木 修 秋山剛徳 似Il回京子 河手達治

6 三 沢 中 阿部忠志 長友良嗣 杉本三郎 三輪ひとみ 野 上 邦 彦

7 大坂上中 イ半野 博夫 中野秀樹 木嶋 健 樋口由紀子 小原俊昭

8 平 山 中 北原長昭 片倉俊秀 北野 一也 阿部n美子 田 中 順 子
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一...，←. 年 主 任

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

風野敏子 矢口由美子 黒川和彦 馬場 俊子 土井 公子 花田僚子

小口 澄代 高木 映子 久保田由子 t真 圭子 高橋孝子 田中和子

秩山 照子 井上文子 院嶋と し子 橋本清明 前悶佐和子 古家 静子

倉津節チ 安西 利江 西 俊幸 安 達 美 武 福田 功 逸見 明男

酒匂由美子 鈴木知英子 御木 茂 鈴木 l決チ 菊 池 和子 大成鈴夫

逸見 事F子 宗近孝子 木村 寿子 和田 雅実 野村 治子 川井田和子

志村 道子 西山 正文 小俣 情江 秋葉秀戊 間島春美 山口 恵久

加藤 和美 池聞旅子 石黒芳子 渡辺 学 金 子 直 子 港 ー 澄江

岩松鋭利 渡辺悦子 小畑由美-f 井浦 ヨム 小坂 克信 落 合 幸 子

酒井 誠 問中 静江 神 ヨ存チ 山下 幸代 三浦理美子 加藤征子

広瀬逸子 宮崎 旦 大鳥ノレミチ 菊池静枝 加藤 l印子 大島真理子

今野すみ子 丹羽亮典 上僚かなゑ 長浜 利子 栗山 洋子 平島孝夫

啄本純f 国領美那子 j悠井 敏附 千葉正美 銭防 芳子 三浦 仁

野口すみ子 吉津佐久子 唱え江恵美千 西川 朝子 永原愛子 山田 栄子

矢野百合-f 問中悦子 他山 千秋 竹内 )隊長 佐藤徳子 西森恵子

告川 都子 田代久子 伊東あき寸 秋野美作子 栗原 は一・一・ー4 山崎信子

遠藤 正 加藤幸子 凹中玲て「 金|凹 和 f 坂井 ミチ子 渡部 キヨ

小林むつみ 背111 幸江 笠井祐て(- 宮沢和て!こ j藤井 義啓 三枝 光子

金丸たか子 川井尚美 桐生雑行 小林美智 F 中江智明 松岡 l重二

字土悦子 古庄l 弘 j飯 森 睦 美 値松久美子 田中 |晴美 土 方 久 枝

寺津義雄 酒井徳行 平沢明雄 ¥よ
三俊 正普 水得光子 僑本幹雄 ¥ 
大坪久美 f 真柴哲子 白沢 修 ¥ 

井上 ~孝 飯島利三 辰巳忠 f ¥ 
荒川 歌作 大庭佐和f 高橋市 f ¥ 
向的 ~ft.子 l京川 康司 補地 平11てj己

¥ 

卜¥
ト一一

¥ 旧 n~ 宇谷 谷丈太郎 阿部隆男

渡過 i字 升川 綾子 阿部比一 ¥ 
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日野市立小・中学校主任

1¥ 学校名 研究・研修主任 研 育 課 題 国語科 社会科 算数・数学 ! 

1 日野 一 小 和田いさを 徳田 崇 花 田 僚 子 寺本喜和 長津佳都子

2 日野二小 田中 和 子 小口澄代 小林恵久子 問中和子 秋葉恵子

3 日野 三 小 馬場延子 長谷部志美夫 前回佐和子 大類英美 古 家 静 子

4 日野四小 逸 見 明 男 丸山幸江 滝島欣子 名取明代 安西利江

5 日野五小 鈴木知英子 越村あや子 菊池和子 川上さち子 本多和美

6 日野六小 高木千恵子 川井田和子 川上智賀子 佐藤静雄 渡辺美佐緒

7 澗 佐;小 五十嵐明子 白井 知子 小俣靖江 志 村 道 子 小林 浜子

8 平 山 小 渡辺 A寸i': 港 澄江 利恨川 燕 IB中 延 子 池田雅子

9 日野七小 斉藤美智守 川原田和子 斉藤美智子 落 合 幸 子 渡辺悦子

10 日野八小 赤絞紀子 宇野有斐子 三浦理恵子 横 山 昌 司 栗原悦子

11 百草台 小 中島志郎 遠藤佐知子 大鳥ルミ子 加藤障子 菊池静枝

12 滝合小 長浜和子 丹羽亮典 柴田佳代子 今野すみ子 栗原典子

13 白幡台小 三浦 仁 千葉正美 国領美那子 藤井敏l清 咲花香澄

14 南平小 依田逸夫 浅田 光 子 吉津佐久子 野口すみ子 西川朝子

15 程久保小 田 中 悦 子 吉野 宏 竹内勝美 吉野 宏 古川 美幸

16 胞が丘小 伊東あき子 菱山 芳徳 赤松昭子 須 藤 春 美 中村光雄

17 平 山 台 小 遠藤 正 加藤 幸子 問中玲子 針 田 和 子 内田 芳枝

18 東光寺 小 佐藤幸夫 市川博子 笠井 祐子 高木 宏 富津 和子

19 三沢台 小 小木美智子 大屋いずみ 山浦 幸子 中江智明 川井尚美

20 仲 旧 小 田中晴美 植松久美子 藤森睦美 佐 藤 民 男 小俣=佳子

11 - Eド 吉田俊明 寺様義雄 花井聖江 吉田俊明 清水 E在

2 二 中 鬼頭 昭 倉橋延男 星 真澄 倉崎延男 鬼頭 昭

3 七生中 犬束正敏 小川桂子 柳沢 宣子 井 尻 郁 夫 .Iill;谷直子

4 三 中 熊谷純子 辻野 良 子 熊 谷 純 子 大谷 浩 j蕗塚 正

5 四 中 柏木 実 柏木 実 岩井ちひろ 中山郁子 伊藤誠治

6 三沢中 磯部博子 山口 律子 高崎雅子 山口 律子 添田田鶴子

7 大坂上中 高橋 陽 子 林田千野 天野節子 倉田 和俊 任I~~ 裕

8 平 山中 坂井 悦子 田中 順子 片倉俊秀 井ノ上節子 小柳津真理
」

nu 
ro
 



及び担当一覧(その 1 ) 

理 科 生活科 音楽 科 図工 ・美術 体育・保健体育 技術・家庭(女)

中野由紀子 風野敏てf 徳間 主芳才Eて~. 山木別L子 黒川和彦 馬場俊子

渋谷一彦 小口 澄代 絞野 宏 川名勝紀 綾部 耕基 松様和代

井上 充 秋山照子 大久保光チ 宗像ゆき f 大西一成 馬場延子

世間 光 倉j:l，t 節子 斎藤富美子 小野絵美子 福田 功 藤岡和f

鈴木節子 茅野とめ子 iliiJIII 恵チ 北野義昭 越地則之 後 藤 絢 チ |

丸 茂洋子 向木千恵子 村上悦子 杉村光チ I!?水良夫 森田隆一f

臼井 知子 市水絢子 中島虫美子 志賀千恵 f 牧野 151Z 41 軍基 恭 f

i盗 韓 正 治 駒形富子 千秋 呑 服部たかし 成井大祐 港 澄江

有馬佳代子 川原田和子 維名 圭寸乙 尾闘いずみ 国安蹄至 闘恨敦子

宇野有斐子 沼削忠美子 鈴木栄一 メL カズ F 害事問 利哉 加藤征子

定森正治 広瀬 j公子 福凹栄子 日尾三枝子 木 附 隆 三 大島真理子

JM回 弘 長谷川まゆみ 鳥山悦子 河 合 肴 子 平i:"h 孝夫 阿部ひとみ

塚本純子 来松官紀子 安j藤美佐-f 岡本完治 鈴 木 克 己 高橋智 f

太田由紀夫 村山 栄チ 稲葉重樹 依田逸夫 生井恵子 永 原 愛 子

矢野百合子 旺1'-1_' 悦子 馬場長作τj乙 木村令f 粕谷吉弘 佐藤徳、f

菱山芳徳 有l栄悦子 翻}幽美千代 野 村 好 仲 上線 茂 鎌田 ii'f_A 

小泉 昇 遠藤 正 二下( 弘美 久 保 雅 子 中村康成 渡部 キヨ

笹本竹司 青山 幸江 洲崎明美 秋葉栄一 佐j悠幸夫 小林むつみ

l艇尾富貴江 金丸たか子 村凹 JJ~智 f 倉林晴夫 桐生雅行 鶴間紀 Jニ

土方久校 八木正f 保坂Tよか子 鶴間久美f 占川 健 小山しおり

千葉英明 1¥ 債総明子 相j京 J克生 奈良佳勿 荒 延江

~~;土 発 ¥ 庁村富美寸己 斉j燦まりえ IIIID 雄次 旧倉正 f

訟井保チ X 大ff 同チ 1市 松 瑞 秘 今井正喜 佐藤 zゐ枝

辻野良子 ¥ 大宅 究 服部圭助 繊務雅之 舟山 i託子

柏木 実 ¥ 村上敏雄 浅川位 f 鈴 木 直也 内僑 i，'J' f 

長友良嗣 ¥ /f池史紀f 及川克裕 井l京千校子 IJJ対日 必 f

~It !llf 11占ー ¥ LlIIIIよし f 日柄陽子 木|日成12 渡辺やす f

波井 悦F ¥ 車問f 智f 阿fflly6ー 鈴木 浩 nl鋒妙子
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日野市立小 ・中学校主任

1¥ 学 校名 技術・家庭(男) 英 号ni仁l' 道 銀"じ五、 特 別 活 動 学校行事

1 日野 一 小 1¥ 長谷川一彦 中野由紀子 志賀 由具

2 日野 二 小 損 圭子 松主宰 和代 渡辺 星野鴻

3 日野 三 小 高野好て「 井上文子 秋山 照子

4 日野四小 逸見明男 安達美武 藤一岡 和子

5 日町 五 小 旧野倉玉典 越 地 則 之 鈴 木 節 子

6 日野 六 小 川井川和子 佐藤静雄 丸茂洋子

71 I1到 徳 小 白井知子 中島豊美子 志賀千恵子

8 平 UI 小 渡辺 ，弓九~乙， 成 井 大 祐 石黒芳子

9 1:1 'J!y七 小 大津裕美 井浦 弘 河野 千平火

10 1:'1 'J!f八 小 斎J悠 悦 チ 石岡房子 小島義範

1 1 丙草台 小 遠藤佐知子 大島真理子 定森正'lti

12 1竜令 小 丹羽売拠 河合香子 林 亀三
一一一

13 日 幡 台 小 千葉正美 高橋智子 銭肢芳子

1tJ 南 平 小 山旺| 栄子 満江恵美子 太田由紀夫

一
15 程久保 小 三木 滋 三木 滋 古川| 美幸

16 j也が 任小 近藤千穂 栗原 茂 野村好伸

17 平 山 台 小 加藤 幸子 坂井ミチ子 中村康成

18 東光 守 小 三枝光子 高木 宏 秋葉 栄一

19 三 沢台 小 川田浩子 松岡隆二 山尚 幸子

20 仲 111 7守旺| 弘 l週中 晴美 小俣三佳子

11 - 中 佐j依至世 木村 守 小田 隆 繊溝明子 浅野和也

2 二 永谷 主主 高橋一江 !藤塚康子 小谷幸二 松本 栄二

3 七 大 谷 良 光 真柴哲子 真柴哲寸こ 井尻有E夫 瀬川昭英

4 三 沢 中 飯島 利三 田中秀幸 原沢和l江 乙黒義夫 平山方j克

51 rm 仁ド 竹|まl 和J~ 富沢 隆 竹間和彦 久山 洋介 並木 修

6 三 沢 中 宮下文夫 江成 利恵 柄沢都世子 柄沢都世子 長友良嗣
トーー

7 大坂上中 =fI1i 利信 林任l 千野 渡辺やす子 星野精一 上地悦子

8 平 山 中 堤 信博 升川綾子 中嶋建一郎 中嶋建一郎 片倉俊秀
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及び担当一覧 (その 2) 

視聴覚 学校同.，If館 食 安全教育 養ー 護

徳1:[1 ~ヨFrf《， 風野 敏て!こ 土井公-f 長谷川一銭 佐藤ーヒサ子

渋 谷一彦 久保田由て!こ 領 圭子 山口正夫 渡辺敏子

中禅 O!-{- 菱悶美恵子 尚野好子 中樺 !u!子 渡辺三枝子

西 俊、戸 玉位 11闘f 倉f-It節 f 陶 山 菜 子 丸山 幸江

北野義昭 茅野とめ子 越村あや子 斎J悠弥生 常 態 町 子

和HI 雅実 垣内奈緒克 森川隆 F rf'i川| 光男 金野峰子

山口 恵久 五十嵐明子 中島世美 f IIJ]島春美 反町麻佐子
一一一 一一一一一

首iJ禅 正tfi 池I~ 1 雅子 金子直 f 旧中延子 加治雅子

河野千秋 桑iK悦 f 大 湾 総 芙 岩車公 親平1] 中山伸子

酒井 誠 沼川忠美 f 栗原悦 f 百有井 誠 小樽平'1.1子
」一ー一一

自l崎 旦 加藤間if 鏑池 l怜校 A11橋 l克f 船山 陽子

小山 隆 I!!:î J~ )"7( f !flj僑紀子 鳥 山 悦 子 戸塚美由記

鈴木克己 若松山紀子 咲花香澄 比嘉道-f 古 越 富 子

13:1 rl~ 理必 庁部佐久 Jニ i/lj) 1 I朝 f 浅IJ~ 光 f 井上久美子

山許Ii Eb~ 中村真理 f 木村令 f 111M 由美 Ef:IC 佳子

入111 純 f 久保 A単位 往 l到~生 斉藤忠45 小 島 典子

i卓j漆 正 針 川 平nf 杉原 Uf 小 林 良 江 旋回不'IJ子

洲崎 切L定 ;五r，~幸和子 三枝光 f イil日志律子 石l丑志作子

倉林J1，'j-犬 小木美智 f 村旧lJll智子 川井尚美 太烏真知子

正;tilJ奇英夫 植松久美f 宇土悦 f 岩 崎 英 夫 清 水 妙 子

浅|まl 敏之 iiiI辺さち f 鈴木あや f 奈良佳功 向 橋 恵 子

加j康弘一 鈴 木 晶 子 水津光-f 僑本 車宇雄 中山ひとみ

船閑伸一 小菅 Jj}f 柳沢立f 4公井 {米 f 般山智子

服部 主叫 熊谷仁一 杉本洋 f L111--l 俊浩 小林浄子

竹口l 平11};;g 森 紀f IJJ野美少:j¥f If~津良幸 仰岡京子

染業仁T，!J 附辺 総 組4公、{f 井原千，1J].f 三輪ひとみ

倉日! 府l俊 イミ下 !If:典 林千忠 f 字問川 修 樋口 E~I紀チ

速j 弘 i卓j飯 弘 r1Ti白集チ 鈴木 治 阿部立美子
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授業研究 主題一覧

111ι 4戸~ 校 名 研 究 ア "7 

1 日野第 一 小学校
一人一人の児童が意欲的に学習に取り組むための指導法の工夫
一 生活科 ・社会科を通して一

2 日野第二小学校 自ら学ぶ力を育てる指導法の研究

3 日野第 三 小学校 一人一人が児童のめあてをもち、生き生きと学溜する指導法の研究

4 日野第四小学校
思いやりある子を育てる指導法の研究
一 性教育を通して 一

5 日野第五小学校 豊かな心をもち、楽しく学び合う児童の育成

6 日野第六小学校 自ら学ぶ子どもを育てる体験学習のあり方

7 tl司徳小 学校 主体的な学習態度を育てる指導法の研究(図工科 )

8 平 山 小 学校 自分で考え最後までやり抜く力を育てる

9 日野第八小学校 児童の主体性を高める指導法の研究

10 百草台 小学校 考えるカを育てる指導法の研究

11 沌 合 小 学校
子どもが意欲的に学ぶ指導法の研究
一地域の素材を生かしてー

12 尚幡台 小学校 子どもが意欲を伸ばす理科の俊業

13 LI ~f 第七小学校
児童一人ひとりが自ら学ぶ学習活動の工夫
一 文学教材の読みを深めるための工夫(国語 )ー

14 |有平 小 学校 児童の主体性を生かす学習活動の研究

15 程久保 小 学校
子どもの意欲を引き出す学習指導
一 地域教材の活用をとおして ー

16 旭が丘小学校 子どもによ く考えさせる授業のあり方

17 平 山台小 学校 めあてを持ち、生き生きと学習する指導法の研究
トー
18 51;[光寺 小 学校 「一人ひとりが生き生きと学習に取り組む指導法Jの研究

ー一一一
19 三 沢台小学校 一人一人の児童が主体的に学ぶ指導の工夫

20 仲 田 小 学校 一人一人を大切に し、 互いに高めあう学溜指導の工夫

21 日野第 一 中学校 生ー徒ーが学主校体教的育にに学お習けにる取ノり組む指導の工夫
ミソコンの活用 ーー

22 日野第二中学校 性教育

23 七生中 学 校 生徒の自主的活動を育てる指導の工夫

24 日野第 三 中学校 個性・創造性 ・自主性を育てる指導の工夫

25 日野第四中学校 人権と生命を尊重する教育の推進
卜ー
26 三 沢中学校 生徒理解と指導

27 大坂 上中 学校 3年聞を見通した進路指導のあり方

28 平 山 中学校 小集団を生かした学級活動、 学習活動のすすめ方
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研究 奨 励 一覧

研 究 ア ー才

1|日野第一中学校 | 生徒一人一人の主体性を育てる学宵指母

21大坂上中学校| 一人一人を生かす進路指導の研究(盟かな体験と広い視野を ・)

団体奨励

l 日野第一小学校 一人一人の主体性を育てる学宵活動の工夫

2 日野第二小学校 命を大切にし、男女が協力する心を育て る

3 日野第四小学校 生命の大切さを子どもの心に響かせる指潟法の工夫

4 日野第五づ学 校 向学年における町'焼きに関する実践的手法の試み

5 日野第六小学校 子どもが意欲的に取り組む社会科学習

6 日野第六小学校 老人と共に心盟かに生きる子どもの育成

7 百草台小学校 体育の活性化 一 「遊びの中に体育のブ}ムを巻き起こそう J-

8 日幡台小学校 児童の絵同表現の特徴につし、て (児童の心を知るために)

9 |菊平 小学校 浅川の白然に親しみ調べることで1I然を愛する心を育てる

10 平 山 台小学校 見JU1しを持って 、意欲的に学刊する-[-の育成

11 三沢台 小学校 一人一人の児市が全体的に学ぶ桁潟法の Fだて

12 仲間小 学校 一人一人を大切にし、互いにJEめ合う学科指噂の工夫 (生活科)

13 日野第一中学校 コンピュータを前月lした小集団によるmm
lt1 日野第二中学校 琢1民話IJ読み;をf古川した理科学刊と開度教育の在り }j

15 七生小学校 fどもが生き生き体験を通して取り創iむ技術料情報基礎の学習

個人 奨 励

IV野第一小学校 体験に似ざした道徳教育(1"1 {，1の促進梨|利及び阻害要因の考察)

2 11野第三小学校 一人一人の位かな読みを 11折した訴し介い活動の工夫

3 11 !llftn五小学校 一人一人を生かす算数科指mの工夫 ・改詐

4 1悶徳小学校 (1ら学ぶ)JをTiてるn数教育

5 11型fW八小学校 放!M;t;uV.肉体験をAlして 、心世かな児mを11てる

6 沌1';小学校 fどもが意欲的に学ぶJ行部法の研究

7 三 gtfT小学校 f>>{!挫折却として行う rnに|対する指羽J

B 11野第三小学校 ，'，学牛ーのIJニ:，7，1';体験をJμこしたおIJf'ノド活動に以lするJ行部のギEり方

F
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東京都教育研究員・教育開発委員会委員

〈教 育 研究員〉

日野第五 小 学 校 教諭 越地則之 算 数 科

程久保小学校 教諭 西森恵子 家 庭 科

日野第四 小 学校 教諭 福田 功 体 育 手ヰ

高幡台 小 学校 教諭 千葉正 美 道 徳

日野第八 小 学校 教諭 小島義範 特別活動

日野第 二 小学校 教諭 慎 圭 子 学 校給食

日野第 三 中 学 校 教諭 山 口俊浩 保 健 体 育

日野第 三 中学校 教諭 辻野良子 道 徳、

日野第 一 中学校 教諭 千葉英明 教育課題

大坂上中学校 教諭 宇田川 修 心身障害教育

〈教育開発委員会委員〉

日野 第 一 幼稚 園 教諭 井上宏子 幼 児 教 育

平 山小 学校 教諭 田中延子 社 ぷ~ 科

日野 第 八 小 学校 教諭 丸 カズ子 図 画 工 作

大坂上中学校 教諭 高橋陽子 美 術 科

平 山 中学校 教諭 遠 藤 弘 特 別 活動

日野 第 四 小 学校 教諭 西 俊 幸 心身障害教育
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日野市立小・中学校使用教科書

1.小学校

国 語 科 「小 学国語」 (日本 書 籍)

「小 学 苦 き 方J (日本 書 籍)

社 会 科 「新訂 新しい社会」 (東京書 籍)

「小学校社会科地図帳 四訂版」 ( 帝 国 書 院)

算数科 「小学 校 算 数」 (学校図 書 )

理 科 「新訂新しい理科」 ( 東 京 書 籍)

生活科 「小学校せいかっ」 (学校図 書 )

音 楽 科 「新訂 新しい音楽」 (東京 書 籍)

図画工作科 「図画 工 作J (日本文教出版)

保健科 「みんなの保健」 (学習研究社)

家 庭 科 「新訂新しい家庭 l ( 東 京 書 籍)

2.中 学 校

国 語 科 「新版中学国語」 (教育出版)

「中 学 占 写」 (光 村)

社 会 科 「社会科中学新地理四訂版世界の人 と々わが国土」 ( 帝 国 書 院)

「中学社会 歴史的分野」 (日本書籍)

「新訂 新しい社会 公民」 ( 東 京 書 籍)

「中学校社会科地図 四訂版」 (帝国 書 院)

数 学 科 「新訂新しい数学」 (東京書籍)

理 科 「新訂 新しい科学 (]. 2分野)J (東京 書 籍)

背 楽 科 「新訂 中学Ef楽」 (教育出版)

「新訂 中学生の総楽」 (音 楽の 友 社)

美術科 「美 術」 (日本 文 教出版)

保健体育科 「改訂 中学 保健体育」 (学習 研究社)

技術家庭科 「妓術 ・家庭上・下J (開 隆 堂)

外 国語科 I NEW CROWN ENGLISH SERIES 省 堂)
NEW EDITION J 
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00 

年

度

61 

62 

63 

フじ

2 

3 

性

5]IJ 

言十

男
女

男
女

計

男
女

E十

男
女

計

男
女

言十

男
女

経:

計

計

2，418 2，341 
( 90.9) 

1，248 1，187 
1，170 1，154 

2，384 2，284 
(914) 

1，201 1.128 
1，183 1，156 

2，398 2，320 
(91.4) 

1，260 1，202 
1，138 1，118 

2，108 2，002 
(95.0 ) 

1，117 1，032 
991 970 

1，983 1. 886 
( 89.9) 

1. 0 18 939 
965 947 

1，782 1，718 
( 91.7) 

961 911 
821 807 

就職・進学状況の推移(昭和 61--平成3年度)

局 等 AすA4」与 校 本 科

高 等 学校全日制課程 高等学校定時制課程 高 高 盲養

公 立 私 立 公 立 就 等 等 . 
専

A寸峠与
ろ護

普 職 普 職 普 職 職
校

言十 進 門
通 う学

通 業 通 業 通 業
A寸uー. 寸~ 戸干主4与

E十 計
信

科 科 科 科 科 科 者 校 制 校校

1，127 174 1，301 984 56 1，040 66 36 16 14 8 2 1 
( 43.7) ( 6.8) (50.5 ) ( 38.2) ( 2.2) (40.4 ) ( 2.6) ( 1.4) ( 0.6) ( 0.6) (0.3) 
554 92 646 502 39 541 50 24(私4)8(な1) 13 8 2 1 
573 82 一 655 482 17 499 16 8 7 1 。。。

1，005 190 1，195 J，O 1 7 72 1. 089 74 46 9 19 4 15 7 
(40.2) ( 7.6) ( 47.8) (40.7) ( 2.9) (43.6) ( 3.0) ( 18) ( 0.4) ( 0.8) (0.1 ) (0.6) ( 0.3) 
483 105 588 487 53 540 52 31(私1) 7 13 4 14 3 
522 85 607 530 19 549 22 14 2 6 。 1 4 

1，092 201 1，293 924 103 1，027 48 35 13 
(01)|(02) 

19 5 
(43.0 ) ( 7.9) ( 50.9) ( 36.4) ( 4 1) ( 40.5) ( 1.9) ( 1.4) ( 05) (0.7 ) ( 0.2) 
594 111 705 432 65 497 36 26 10 1 4 17 1 
498 90 588 492 38 530 12 9 3 3 2 2 4 

871 183 1. 054 864 84 949 67 39 28 13 4 30 4 
(41.3 ) ( 8.7) ( 50.0) (41. 0) ( 40) ( 45.0) ( 3.2) ( 1.9) ( 1.3) ( 0.6) ( 0.2) ( 1.4) (0.2) 
449 83 532 448 52 500 49 27 22 8 4 29 3 
422 100 522 416 32 949 18 12 6 5 。 1 1 

830 195 1，025 802 59 861 67 32(私6)28(私1) 10 10 18 8 
(39.6 ) ( 9.3) ( 48.9) (382) ( 2.8) ( 41.0) ( 3.2) ( 1.8) ( 1.4) ( 0.5) (0.5) (0.9) (0.4) 
440 89 529 375 35 410 57 24(私6)26(私1) 8 10 12 6 
390 106 496 427 24 451 10 8 2 2 。 6 2 

782 172 954 674 90 764 38 32(訟の 3(私1) 9 15 7 4 
(417 ) ( 9.2) ( 50.9) ( 36.0 ) ( 4.8 ) (40.8 ) ( 2.0) ( 1.7 ) ( 0.2 ) ( 0.5) (0.8 ) ( 0.4) ( 0.2) 
409 108 517 339 55 394 28 22(私2) 3(広1) 6 14 5 3 
373 64 437 335 35 370 10 10 。 3 1 2 

)はパーセント

職業教

育機等関 就業・その他 卒

専職 就 無(
業

修業 在 者

各ヨ11 5十 職 業家 総

季練 庭

者 数
校校 者 者)

100 60 36 24 2，578 
(3.9 ) (2.3) ( 1.4) (0.9) 

49 37 23 14 1，334 
51 23 13 10 1，244 

65 49 21 28 2，498 
(26) (20) (0.9) (11) 

31 35 16 19 1，267 
34 14 5 911，231 

96 44 29 15 2，538 
(3.7 ) (1.7 ) (11 ) (0.6) 

45 29 19 10 1，334 
51 15 10 511，204 

59 47 31 16 2，216 
(2.8) (2.2) (1.5 ) (0.8) 

28 26 19 7 1，173 
31 21 12 911，043 

63 52 30 22 2，098 
(2.8) (2.5) ( 1.4) (1.0 ) 

28 44 26 18 1，090 
35 8 4 411，008 

48 44 32 12 1，874 
(26 ) (2.3 ) (1.7) (0.6 ) 

24 35 26 9 1，020 
24 9 6 3 854 



園児・児童・生徒、学級数

116. 小学校名 I年 2年 3年 4年 5年

1 日野第一小学校 71 (2) 72 (2) 85 (3) 78 (2) 88 (3) 
80(2) 72(2) 71( (2) 80 (2) 80 (2) 

2 日野第二小学校 106 (3) 108 (3) 116 (3) 124 (4) 108 (3) 
111 (3) 109(3) 113(3) 115 (3) 125 (4) 

3 日野第三小学校 73 (2) 75(2) 106 (3) 93 (3) 
74(2) 76 (2) 73(2) 75 (2) 101 (3) 

4 日野第四小学校 73 (2) 70 (2) 78(2) 98(3) 94 (3) 
75 (2) 73(3) 74 (3) 78 (3) 104 (3) 

5 日野第五小学校 90(3) 105 (.1) 108 (3) 120 (3) 105 (3) 
119 (3) 90(3) 110 (3) 102 (3) 115 (3 

6 日野第六小学校 97(3) 87 (3) 90(3) 106 (3) 103 (3) 
93(3) 94 (:3) 82 (3) 87 (3) 106 (;1) 

7 il.¥[J;徳小学校 44 (2) 62(2) 50 (2) 60((2) ) 
54 (2) 61 (2) 42 (2) 63 (2) 45(3 

8 平 山 小 学校 叩i
77(2) 88 (3) 

68(2 65 (2) 64 (2) 78 (3) 70 (3) 

9 υ野第八小学校
101 (3) 99 (3) 112((3) ) 87(3) 100((3) ) 
90(3) 100 (:3) 100(3 117 (3) 92(3 

10 百草台小学校
79 (2) 71((2) ) 82 (3) 

叩l70 (2) 77 (2) 85(3 70 (2) 83 (:3 

1 1 滝 合 小 学 校
99 (.1) l17i31 

104 (3) 95(3 111 (3 109 (3) 102(3 

12 ，1，'6幡 fr小 学校 49 (2) 列記l68(2 叩l67(2 75(2 

13 U型fmじ小学校 108 (:3 l叩l97U 
118i31 113i31 91 (3) 
103 (:1 118 (3 110 (:3) 

14 l有 平 小学校 山 j59(2 
83iJ11 
7.1 (2 叩i 叩l87 (:3) 

79(2 79(2 78 (2) 

15 程久保小学校 叩j 叩i
55 (2) 叩l71 (2) 

58(2 59(2 77 (2) 58(2 57 (2) 

16 胞が li:小学校 l刊~I 1 17ilj 151 (!J) 
l叩j

125 (.1) 
138 156 (!J 137 (/1) 145 (4 129 ('1) 

17 平111fr小学校
39 (1) 33(1) 11 U) ，15 (2) 47 (2) 
41 (2) 37 (1) 33 (1) 111 (2) .15 (2) 

18 !.Iミ光 s，小学校 52(2) 73 (2) 67 (2) 60 (2) 50 (2) 
67 (2) '18(2) 69 (2) 63 (2) 58 (2) 

19 =三 il~ f~ 小学校 50 (2) 70 (2) 61 (2) 51 (2) 
41 (2 50(記) 51 (2) 70(2) 60 (2) 

20 仲川小学 校 453 6(21 55 (2) 66 (2) 61 (2) 116 (2) 
(2) 57 (2) 55 (2) 66(2 61 (2) 

----------
I.!)RI (.1ゆ 1.609 (19) 1.700((44?司) 1，711 間 l.6766(53 4) 
1，542 (4紛 1，558 (48) 1，599 1，6R1 1.696 

69 

<平成 4年 5月 1日現在>

上段 3年度
( )学級数

下段 4年度

6年 iEコ』 Z十 心障

96 (3) 490 (15) 
89 (3) 1(75 (131 

149 (4) 711 (20) 
112 (3) 685 (19) 

83 (3) 507 。5) 15((3) ) 
91 (3) 490 (14) 15(3 

90((32 ) 503 (15) 
93 (2) 497 06) 

108 (3) 636 (18) 
101 (3) 637 (18) 

98(3) 581 (18) 
96 (3) 558 (181 

70((2) ) 346 0。32) 
58(2 323 

93((3) ) 460 
0(14 9 85(3 430 

89((3) ) 588 (18) 
101 (3 600 (8) 

96((3) ) 491 。(154) 
77(2 462 

l吋B 671 
008 9 109(3 630 

441 (013 3 
68(2 394 

l叩) 630 (18) 
89 (:3 625 (8) 

叩l501 (16) 
85(3 454 ω) 

叩i
394 ~Æ 72(2 381 

139( 1) 860 (25) 
122 (11 827 (24) 

66 (2) 271 (10) 12 (2) 
46(己) 443 (10) 11 (2) 

365 (12) 
51 (2) 356 (12) 

77 (2) 365 (12) 
56 (2) 328 (12) 

58 (2) 3'12 (12) 
117 (2) 329 (12) 

10， 1 53 (309) 
1，64R 9，7211 (301) 28 (G) 



ノ16. 中 学 校名 1 年 2 年 3 年 心障

225 (6) 241 (7) 248 (7) 714 位。
日野第一中学校 217 (6) 225 (6) 240 (6) 682 (18) 

日野第二中学校
195 (5) 261 (7) 219 (6) 675 (18) 

2 211 (6) 196 (5) 259 (7) 666 (18) 

176 (5) 248 (7) 192 (5) 616 白骨 11 (2) 
3 七生中学校 180 (5) 181 (5) 244 (7) 605 (1行 9 (2) 

日y身第三中学校
242 (7) 297 (8) 256 (7) 795閥

4 266 (7) 240 (6) 298 (8) 804 (2U 

日野第四中学校
276 (7) 269 (7) 280 (7) 825削

5 255 (7) 271 (7) 265 (7) 791 (2V 

三 沢中学校
199 (5) 240 (6) 232 (6) 671 (1カ

6 194 (5) 202 (6) 246 (7) 642 (18) 

大坂 上中学校
242 (7) 240 (6) 243 (7) 725 (20) 9 (1) 

7 214 (6) 244 (7) 240 (7) 698 (20) 11 (2) 

平 山 中学校
181 (5) 177 (5) 195 (5) 553 (15) 

8 173 (5) 180 (5) 178 (5) 531 (15) 

~ 1，736 臼乃 1，973 (5附3 1，865 (50) 5，574 (150) 20 (3) 
1，710(47) 1，739 1.970 (54) 5，419 (148) 20 (4) 

/伝 幼稚園名 4 歳 児 5 歳 児 言十

57 (2) 65 (2) 122 (4) 
第 一 幼稚園 55 (2) 59 (2) 114 (4) 

24 (1) 40 (2) 64 (3) 
2 第 二 幼稚園

30 (1) 28 (2) 58 (3) 

30 (1) 34 (1) 64 (2) 
3 第 三 幼稚園 28 (1) 34 (2) 62 (3) 

29 (1) 25 (1) 54 (2) 
4 第四幼稚園 16 (1) 29 (1) 45 (2) 

23 (1) 1 5 (1) 38 (2) 
5 第五幼稚園 25 (1) 23 (1) 48 (2) 

26 (1) 26 (1) 52 (2) 
6 第六幼稚園 27 (1) 26 (1) 53 (2) 

60 (2) 70 (2) 130 (4) 
7 第七幼稚園 58 (2) 59 (2) 117 (4) 

~ 249 (9) 275 (10) 524帥
言十

239 (9) 258 (11) 497 (20) 
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公立幼稚園児、小学校児童、中学校生徒の数の推移

人

15，000 

10，000 

5，000 

〆

(平成 4年 5月 1日現在 )

一一一一一小 学生

一一-一一中 学生

一一一一一一一幼稚園児

一-__..--_....--ートー・~弘、、

ノ------ -" 
¥泳、----._ 5・439

._ー-.ー『司.

497 ・-_ーー-.同ーーー-ー-----・ーーーー......ーーーー・'ーーーー・-ーーーー・.___.""._----<ト『ーーー咽』ー--.. 

年 56 57 58 59 60 61 62 63 フ巳 2 3 4 
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市立小・中学

番 開校 建 築
校地面積

校舎保有

校 名 年度 面 積 普通教室

号 年度 増改築
m 

宵1 (保有)

l 日野 一 小 M 6 37. 38. 39 20，947 4，370 22 

2 日野二小 M 7 42.43. 48. 53-54 11，640 4，728 24 

3 日野 三 小 S 23 41. 42. 47. 49-50 16，806 6，012 20(3) 

4 日 野 四 小 M 6 40. 44. 49. 15，292 3，839 19 

5 日野五 小 S 34 H2 16，765 6，349 23 

6 日出f六小 S 40 38. 40. 43. 48 19，833 6，025 31 

7 百羽 徳 M 6 39 40. 45 15，376 4，784 28 

8 平 UJ M 6 39. 40. 41. 44 15，845 4.388 22 

9 日野八 小 S 44 44. 47. 49. 17，601 5，102 25 

10 百平台 小 S 45 44. 48 50 15，482 5，248 26 

11 滝 f，- S 46 45-46 20，458 5，544 26 

12 113 幡台 小 S 47 46. 48. 52 16.017 4，983 25 

13 日野 七 小 S 48 47-48.52-53.57 13， 509 4，806 22 

11 l将 >jZ S 49 48-49. 53. 56 16，020 5，254 26 

15 程久保 小 S 52 49-50. 50-51 16，988 4，092 18 

16 胞が丘小 S 52 51-52.56 16，642 5，463 26 

17 平 山台小 S 53 52-53.54 18，536 4，939 18(2) 

18 東光寺 小 S 54 53-54 19.586 4，356 18 

19 三沢 台小 S 55 54-55 15， 170 4，463 18 

20 仲 凶 S 59 58-59 15，660 3，434 12 

1 日野 ー 中 S 22 37. 3& 40. 41. 5~ 58 19，386 6，113 25 

2 日野 二 中 S 29 34.35. 38.41. 49-50. 60-61 21，150 6，596 25 

3 七 生 中 S 22 36 38. -14. -15. 50-51. 59-60 20，367 5，934 21 (2) 

4 日野三中 S 45 45.47.49.58-59 21，520 7，287 28 

5 日野田中 S 48 47. 49. 52. 6 1 -6 2 18，955 6，486 25 

6 沢 ヰt S 52 51-52.58-59 23，623 7， 147 25 

7 大坂上 中 S 55 54-55. 57 19，389 6，630 23 (3) 

8 平 山 中 S 56 55-56. 3 18，200 5，991 22 
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校施設 一覧

平成 4年 5月 1日現在

教

体育館
プール

給食室 学級数特 ~IJ 教 室
大(25Xllm)

理 t日乙 図工 技 ~郡- 視 区| 食 特別 教育 コン m' 
小(lox5m) 

m' ( )心障学級

科 楽 美術 術 庭 覚 書 堂 活動 相談 ヒタュ室ー

1 1 2 1 1 760 大 ・小 179 13 

1 2 1 1 1 1 761 11 172 19 

1 2 3 2 1 i 1 761 11 144 14 (3) 

1 1 l 1 1 765 11 130 14 

2 2 1 1 809 11 349 18 (1) 

1 1 1 1 1 1 795 11 213 18 

1 1 1 1 779 /1 204 12 

1 l 1 1 545 11 147 13 

1 l 1 1 1 710 11 231 18 

l 1 1 1 1 752 11 188 14 

1 2 1 1 701 11 256 18 

1 1 1 1 1 714 11 226 12 

1 1 1 1 736 11 219 18 

1 1 2 1 734 11 188 13 

1 I 1 1 760 11 216 12 

1 l I 1 1 760 /1 213 24 

1 1 1 1 760 大・小12X5m 268 10 (2) 

1 1 760 大 ・小 214 12 

1 1 1 1 1 757 11 215 12 

1 1 1 l 1 760 11 224 12 

2 2 2 2 2 1 1 2 1 842 大 765 18 

2 2 1 2 2 l 1 1，075 11 701 18 

2 2 2 2 (1) 2 (1) 1 1 1 765 11 654 17 (2) 

3 3 2 3 2 1 1 1，067 11 878 21 

2 2 2 2 2 1 1 1.136 11 805 21 

2 2 2 2 2 1 1 1 1，118 /1 718 18 

2 2 1 2 (1) 2 (1) 1 1 1 I 1，118 11 599 20 (2) 

2 2 2 2 2 1 l 1 1，189 11 197 15 
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地 区 割 当 表

号番 避 難 場 所 収容人口 避難地区 番号 避難場所 収容人口 避難地区

第 1中学校 ・市民 人
日野の一部 11 滝合 小 学校

人 東平山1.2.3.丁目
1 の森ス ポーツ公園 28，000 8，500 西平山1.2.3.4丁目

豊 田児童 公 園 東豊田1.2. 4丁目
高幡台小学校

程久保の大部分2 11，000 12 第 = 中学校 22，000 
第 二 小学校 豊田 1-4丁目

明 星 大学
高幡台団地

3第三 小 学校 新町1.2.4. 5丁目
鹿島台公園

23，000 13 南平 小 学校 12，500 南王子1-5丁目
日野自動車グラン ド 日野台1.2.3.4.5丁目

南平体育館

4 日野総合 グラン ド 日野の一部、新井
胞が丘小、 第四中 旭が丘の全部

第四 小 学校
22，500 

石田、下回の一部
14 都立科学技術大学 30，000 西平山5丁目

加が丘東 公 |孟l

多磨間地白書怯国
多摩平 1-6丁目 平山1.2. 3丁目

5 第 二 中学校 21. 000 
東豊田 3丁目

15 平 山台小 学校 7，500 
平山苑

多摩平第一公 園

第七小 学 校
多摩平の一部、神明 栄町 1-5丁目6 日野中央 公 園 23，000 
上区画整理区域内

16 東光寺 小 学校 8，600 
新IUJ3丁目

実 践女子 大

7 第八小 学 校 16，000 
百革、落川、三沢の 17 三 沢台 小 学校 13，000 

百革、三沢の一部
三 沢中 学 校 一部 百草台自然公困 日本信販造成地

8 新井橋際河川 敷 11，000 高幡、新井の一部 18 駒 形 公 闘 10，000 
日野の一部、期之内

潤徳小 学 校 上回、宮の全部

9 平山小 学 校 13，000 平山4.5.6丁目
1 8 個所 286，600 

平 山 中 学 校 南平6.7.8.9丁目

10 百草台 小 学校 6，000 
百草団地、百革、
程久保の一部

と避難場所

Niq十
l

市

市

摩

立

多

国

市
)11 

立

一 74-

_ .....-4. 
~-::'・

{列

.....避難地

数字・・・避難地対照書号

王

子

市

/¥ 

凡



国 名

所在地

電 話

/1頂 路

園児数

園長氏名

1 沿革の概要

昭 40. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置

4.10 

5. 25 

5. 30 

i沼43. 9. 6 

12.20 

昭 44. 6. 1 

ni'J tl8. 3. 14 

10.23 

昭 50. 3.10 

12.20 

さる。学級 7、定員 280名、職

員教諭 8名、用務員 1名。

国敷地 2，700m'、園舎 777m'、

プレハブ 1棟。

開園、園児 280名

創立記念日とする。

園章制定

プーノレ完成 (中庭)

ホ」ノレ増築完成

プレハプ園舎、ベラング土台設工

事完成

東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

向上研究発表会(第二年次 )

10周年記念発表会、 同歌制定

園舎(プレハプ)改築完成

保育室 3、プレイコーナー、図

苫コーナ}各 1、資料室 I、屋

上、 トイレ、物置 I

昭 58. 9. 1 幼児教育センターの開設

附 60.12.17 園舎外周緑化工4完成

昭 61.11.29 ホーノレ屋似改築工4J:完成
平 3.10. ::11 たまだいら保有国との通路完成、

物世移転 ・ホーノレ改修

平 3.3. 31 幼児教育センター廃止

2. 歴代凶長

氏 1'， 年J-J- 年 月

江角正 f l附 40. 4. 1-附 56. 3. 31 

光永久夫 I~{ 56. 4. 1-附 57. 3. 31 

m ~I' 光一 rl{{ 57. 4 1-附 60. 3.31 

上 山 洋一郎 IIs60. 4. 1-附 62.3.31 

向 f，ffi 千飢「 II{{ 62. tI. ]-平 3. 1. 9 

ニ上辺 F 、j7. 3. 1. 1ト現在

日野市立第一幼稚園

日野市多摩平 4-3

0425-81-4124・4105

世出駅より jヒへ徒歩約 10分

男 57名女 65名計 122名

三上道子

3 地域の環境

多摩平団地および周辺住宅地の中心にある。

園舎西側は豊田駅に通じる道路、北側は甲州街

道に平行する道路に面し、騒音と交通丑が多L、
いちょう並木が続き、近くには公凶が点在し、

比較的自然環境には恵まれている。

4 教育目標

教育基本法に基づき 、人間尊重の精神を基調

として、生涯にわたる人間形成の基礎を培い、

社会変化に主体的に対応し、たくましく生きる

心身ともに健康で、 i泣かな↑~r操を育むとともに、

創造性豊かな幼児の育成を目指す。

o明るく元気なチども

0仲良 く遊べるチども

o思いやりのあるチども

5. 本年度の折却のiT!点

0幽児ひとりひとりの特性を理解した上、主体

性、協調性を府い、望ましい友達関係や正し

し、生活習慣の確立をはかる。そして安全を確

保して園生活が楽しくすごせるチ供を育てる。

o四季の自然や飼育栽情物との触合いを多くも

たせ、健康と心情[函の些かさを府う 。

o幼稚凶教育の円滑化と活性化を凶るため、闘

と家庭との連1~~を管にする 。

6. 木年度の研究主題

友だちの中で臼己表現するカをii'てる。

一 幼児たちが、 とりくむあそびを中心にー

7. ノド闘の特色

01隣依する「たまだいら保育園」との保育交流

を棺にして 、地j或の幼児教育としろ広い観点

に立ち改善を図る。

8. その他(数l微uの研究歴)

研究JJ. 開発u

井上宏子(H2年)I井上宏-f(H4年)
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園 名

所在地

電 話

I頂 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

H百40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内に設置

5. 10 開園記念日と定める

5. 30 闘章制定

H百46. 3. 10 日野市研究協力園として研究発

表を行う 。

H召48. 2.21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次 )

日召 49.10. 22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次)

12. 14 創立 10周年記念式典開催

H百51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、改装完成

sB 53 9.30 玄関入口広場を図書 コ}ナ」に

改装完成

sB 55. 9. 1 図書 コーナー本棚設置

sB 56. 4. 6 市水道管引込工事完了

• ~1百 57. 3. 8 屋根 ・ホール床塗装完成

H召57.4. 10 二年保育再開

f昭58.8.23 園舎内装完成

sB 60. 4. 1 新園舎完成移転

2 歴代悶長

氏 名

後藤正太 H召40 4 ~ |沼 42.3

安積利治 sB 42. 4 ~ 昭 47.3 

小 野 晃 昭 47.4 ~ H召51.3 

深 津 真 人 昭 51.4 ~ 日召 55. 3 

林 冗 美 昭 55.4 ~昭 58.3

伊 藤 智 章 昭 58.4 ~昭 61.3 

蓮 池 守 一 昭 61.4 ~昭 62 3 

坂 口 嘉津子 昭 62.4 ~平元 3

槙 島 静 子 平克 4 ~ 
8 その他(教職員の研究歴)

|/阪 内訳| 研究員 | 開発委員

| 1 I I 強矢るり子

日野市立第二幼稚園

日野市平山 4-5-4

0425-91-4125 

京王線平山城祉公園下車徒歩 10分

男23名女 35名計 58名

模島静子

3 地域の環境

市の南西部にあり 、平山小学校に隣接してい

る。南に多摩丘陵がつらなり 、近くには平山城

祉公園、浅川土手、梨畑や田んぼなどがあり自

然環境に恵まれている。四季を通じて野外活動

を楽しむことができる。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、幼児、保護者、

地域の実態及び環境をふまえて心身共に健康で、

豊かな心をもち、主体的に生きょ うとする幼児

の育成をめざす。

0 たくましい身体と心をもっこども

o進んで取り組みよく考えてやりねくこども

o身近かな人や自然を大切にするこども

0 感動する心をもち素直に表現することも

o友達と一緒に仲良く遊べることも

5 本年度の指導の重点

幼児一人一人の個性を生かす指導計画を作成

し、主体的に生きようとする幼児を育てる。

個性を生かす指導計画作成と主体性の育成

4歳児o教師と幼児の信頼関係を築き安定した

情緒で自己を十分に発揮し、心身の調

和のとれた発達を促す。

o基本的な生活習慣、態度を育てる。

5歳児 0 いろいろな活動、友達へ自ら主体的に

関わってし、く態度と協力、思いやりな

ど、相手を尊重する気持ちを育てる。

o自然、なと.身近な事象へ興味、関心を育

て、輩かな心と表現する力を育て る。

6 本年度の研究主題

一人ひとりの幼児を的確に理解するために個

人観察のとり方と生かし方。

7 本園の特色

。平山;域社公園や河原など、園周辺の自然環境

を利用し、四季を通じて自然、に親しめる活動

を、多くとり入れている。
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闘 名

所在 地

~[L 話

11闘 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の慨嬰

!lf{ 41. 4.11 日!llr市立第三幼稚園として 日野

第一小学校内に設I白
学級数 4、凶|児数 l43名

5. 4 I~日凶記念日と定める

IIfj42 5 ブロック塀完成

11 観察池設置

昭 46. 4 市研究協力闘

昭 47 3 屋外飼育舎新設

PF{ 51. 2 区岡整理のため、正門移動

園庭整備 lO周年記念研究発表

昭 53.8 ホーノレ、保育室等床改袋完成

[JF{ 54 8 廊下床改装完成

昭 56 3. 刷歌11判定

日({56 " 2年保育 |与|苅

昭 60.8 保育室内装

[I{{ 63. 8. ホール屋根改装

平 2. 3 正門扉改装

2. I後代凶長

氏 名 年 )J- 年 月

.'.' UI 辰 次 1I{-{41. 4 - 1I{{41. 5 

永野林弘 昭 41. 6 - II({ 42. 3 

庁川辰次 !明 42."-附 44.3

下 LlI 忍 |自44.4-附 50.3

f出白木桂次 1173 50. 4 - II({ 55. 3 

村山安正 附 55." - 11パ58.3 

古 才tr下太 II{{ 58 11 - [1(162.3 

'jZ向邦江 附 62.4 - 11(1 63. 3 

f中山 ~代 n(1 63.4 -平 3.3

111 本 智必 F 平 3. 4 -瓜ギE

日野市立第=幼稚園

日野市日野本D1J2-14-1 

0425-81一7127

J R日野駅下車 以へ 10分

男 24名 k38il，Jl-62名

山本智恵子

3. 地域の環境

交通1止の多い甲州街道、川崎街道、市道に閉

まれた所に位iu.する。 最近、宅地化が進み周囲

の自然、も失われ、こども達の遊び場は限られて

きて いる。その反「師、 市役所、市民会館、 国内

館、公民館、生活保健センター、公園な ど文化

的な広:i境にhE(まれた場所になりつつある。

4 教育 目標

一人一人の例性を尊重し、心身共に健康なか

らだと 臼主 ・自作の精神の育成を図り 、人間形

成の基礎を.1:14うために。

o丈夫なからだで元気に遊ぶ子ども。

0 よく考えて取り組み、自分から進んで行動で

きるて!こども。

O ~1かな心をもち、 思いやりのある子ども 。

5 本年度のJ行部の重点

o幼児の生活実態 ・心身の発達に即してJ行部計

同 ・内容 ・方法の改善、充実に努める。

o 基本的生柄拘伯を身につけさせ、望ましい社

会性のぷばえを縫い、豊かな情燥を育成する。

o地戚の特性を生かし、多様な体験を通して、

:!:1かな感性を汗て、心身共に健康な発達を促

す。

6 本年度の研究主題

遊びを過して幼児底解と教師の援助のあり方

を考察する。

7 本闘の特色

0 クラス同志や民年齢児が交流できる場を多く

設け、互いに育ち合う機会をつくる。

。(1然環慌を生かした闘外保育や親子で共通体

験できるf.l'i!fyJを多く取り入れ、自然に鋭しま

せたり 、幼児WIの経験を豊かにしたりする。

8 その他
~一一

内訳
開発 委員

渡辺明子(63年)
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園 名 日野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田 131-6

電 目活 0425-83-3903 

11国 路 立川一高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

園児数 男 19名 !x27名言1-46名

園長氏名 上野美津枝

1. 沿革の慨要 1 4 教育目標

昭 48. 4. 1 

10. 9 

11. ] 

H召51. 8.30 

昭 54. 9. 8 

Jljg， 56. 9.30 

昭 57.11.]1 

昭 60 8 31 

日召 62.8 26 

玉f2 8.30 

平 3.8.31 

平 4.11.18 

2 歴代|羽長

氏 名

内藤達夫

釜池 博

竹永 秀 雄

田 中光穂

梶 村 和 子

上野美津枝

3 地域の環境

日野市立第四幼稚園として開園

学級数 2、国児数日名

落成式挙行

開園記念日 と定める

各保育室前、テラス完成

廊下床、足洗い場改装完成

各保育室、教材技型棚完成

創立 10周年記念式典挙行

国歌制定

職員室床木製改装完了

廊下改修、屋板、外装塗装

各保育室床、遊戯室床、壁塗装

水道管のとりかえ工事

創立 20周年記念式典

年月~年月

昭 48.1(.1 -IIs 52. 3 31 

昭 52.4.1 -昭 57.3 31 

昭 57.4. 1 - 11自60.3. 3J 

昭 60.4. 1 - IIs 62. 3. 31 

昭 62.4.1 - 平 元 3.31 

平元 4.1-現在

日野橋より東へ約 1km入った多摩川の土手近

くにあって、日野第四小学校に隣接している。

田畑や梨園、農業用水路等自然環境にめぐまれ

ているが、宅地化が進み、子どもの遊べる場所

は少ない。

人間形成の基礎 ・基本を身につけ、主体的に

生活する幼児の育成をめざす。

o明るく元気な子ども

o心の泣かな子ども

0意欲的なてjこども

5 本年度の指導の重点

0 いろいろなことに興味や関心を持ち、積極的

に取り組む子どもを育てる。

o闘外保育、動植物の世話、絵本、童話、音楽

等本物に触れる機会をできるだけ多く持ち、

幼児自身が直接体験をし感動体験をつみ重ね

ることにより感性並かな子どもを育てる。

4歳 。教師との信頼関係を大切にし、 一人一人

が安定した中で自己表出できるようにす

る。

5歳 。いろいろな場で自分の考えを伝えたり相

手の考えも受け入れながら、お互いの個

性や能力を認めあう友達|対係をそだてる。

6 本年度の研究主題

「表現力を育てるための指導法」

7 本闘の特色

o幼小の連携、 9'己年齢との交流を衝にし、互い

に学び合うようにする。

0 自然環境を生かし、閣外保育を通して、四季

折々の動植物への闘心と親しみを持たせ、自

然の中で存分遊ぶようにする。

oひまわり号の活用や、音楽などを積極的に取

り入れ、教師と子どもが共感しあい、自己発

拘iできる環境の設定に配慮している。

8. その他(教職日の研究歴)

れ内訳 1

研究員 開発委員

上野美津枝(5J年)1上野美津枝 (52年)
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園 名

所在地

屯 話

11頂 路

凪 児 数

園長氏名

1. 沿革の概ー要

附 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置

される。

学級数 2、定員 80名

教諭 3名、用務日 1;名

4. 15 第一回入国式挙行 園児数 62名

11. 1 落成式を挙行 同日を開園記念

日とする。

sA 50 120 園庭鉱張される。

H百50. 3. 20 第一回修了式修了児 70名

昭 51. 3.31 飼育用小鳥小屋設置

昭 53.4. 1 1学級増のためプレハプ教室増

築、学級数 3、定凸 120名

昭 56. 4. 1 学級数 2、定貝 80名

Ufq59. 1.17 j&鋤塔の設置 ・フェンス張替

Ils 59. 2.25 創立 10周年記念式挙行

昭 59.3.31 プレハプ教室撤去

U{{60. 4. 1 2年保育開始学級数 2

定員 70名

n{1 61 3.15 教材日量刑設

II{i 63 3.31 同庭整備と側溝 ・危険物倉町 ・

浄化槽 フェンλ設fi1
JI{~ 63. 8.31 幽合外壁と昼恨塗装

ヂ 3.10. 6 ホーノレ虚仮取替 ・トイレ改修

ヂ 3.t1 学級数 2 定U65名

平 3 8.31 保育室流し台改修 ・ホーノレ床改

修

2. r佳代同長

氏 i"， 年 月~年月

岡本字i行 nri t19. 4. 1 - I~{ 53. 3. 3 1 

古谷 f下太 附 53.t1. 1 - JI{l 58. 3. 31 

渋谷 紘 一 fl{1 58. t1. 1 - fl{{ 61. 3. 31 

機 ru 鈴 子 nl{ 61. t1. 1 -平 3.3. 31 

品!l!f'英リj ギ 3.-1.1 -、jL 3. 4. 30 

酒匂熔i史チ 'jl 3.5. 1 -現花

日野市立第 5幼稚園

日野市三沢 175

0425-92-0432 

京王線高幡不動駅下車東へ徒歩 13分

男 23名女 29名計52名

酒匂聡美子

79 

3. 地域の環境

京王線向眠不動駅と百草園駅のほぼ中|詰jの位

置にあり 、周聞はまだ自然に恵まれており、小

学校 、 中学校に隣接している 。 近くには 、 I~ ~幡

不動尊、多摩動物公岡、百草阪!などがあり 、問

季折々の野外活動を楽しむことができる。

4 教育目標

心身共に健全で主体性をもち、人間性豊かな

子どもを育成するために、次の目擦を設定する。

o元気な子ども ・健康で明るく意欲的な子ども

・たくましい子ども

oやさしい子ども・友だちと仲よく遊ぶ子ども

・生命を大切にする子ども

0考えるチども ・ょく見て、気づく子ども

・自ら試し、工夫する子ども

5. 本年度の指滋の重点

幼児の実態を捉え発達段階に即した目標を設

定し、次のことに留意して、学級経営を行う 。

4歳児 o友だちとかかわって遊ぶ楽しさや、満

足感を味わわせ、自らまわりの環境に

働きかけてし、く、意欲を育てる。

o幼児の可能性を十分発海させ、その個

性や能力を、伸びやかに表現させる。

5歳児 o幼児が互いを認め合い、互いに育ち合

える友達関係をつくる。

o U的や課題をもって、意欲的に活動す

る幼児を育てる。

6 本年度の研究主題

。図内研究では 「望ましい教材料選と教師の援

助の在り方」を9'心に研究を進めてし、く 。

7. 本国の特色

。広い凶嵯を十分市川]し、幼児にいろいろな体

験を通して幅広い戸外活動を楽しませる。

0園内外の施設や教材 ・環境を利川した遊びを

)ulして、友だちと遊ぶ楽しさを凡つけ、互い

に刺激しf干し、、育ち合える場とする。



1. 沿革の概要

nA 50. 9. 6 

H百51. 3. J9 

4. 1 

4.10 

5. 29 

II({ 52 5. 30 

園 名

所在地

電 言古

JI慎 路

園児数

園長氏名

園舎新築工事起工

国舎完成、鉄筋平屋建

日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員 80名

霞|長 1名、教諭 3名、用務員 1

名

入図式挙行、園児数 73名

開園記念式典挙行

開園記念日とする

プール (ヤマハ ・キューティメ

イト DX)設置

11自53. 3.12 

II(J， 55. 4. 1 

日行58.8. 5 

I学級噌設のためプレハブ教室

噌設、学級数 3、定員 120名

学級数 2、定員 80名

1I({60. 4. 1 

I.I({ 60. 11. J 

IIf{60.12.14 

I.IA 61. 9. 10 

2. t佳代凶長

氏 名

手代木和夫

近内信輝

津野田昭一

上野美津枝

h反 |二l 嘉津子

3. 地域の環境

フ。ーノレのフェンス、図庭フェン

ス防球ネット完成

2年保育開始、定員 70名、学級

数 2、 4才児30名、 5才児40名

園歌制定

創立 10周年記念式挙行

園庭鉱張、闘舎外壁塗装

年月~年月

I.IB 51. 4. 1 - 54. 3.31 

UA 54. 4. 1 - 58. 3 31 

Us 58. 4.1 - 62. 3. 31 

ss 62. 4.1 -平元.3.31

平冗.4.1-現在

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された

日幡台団地と百草団地との境に位位し、園舎は

緑の森林に閉まれ、起伏にま;んだ所で、ある。

近くには多摩動物公園、百草園、高幡不動尊

などがあり、野外遊びのできる場所も多く 、自

然、に親しむことができる。

日野市立第六幼稚園

日野市程久保 876-2 

0425-92-6330 

)~t王線高幡不動駅より百草団地行きパスで
高幡台団地下車徒歩 5分

男26名女 26名計52名

坂 口嘉津子

4 教育目標

人間噂重の精神に基づき主体的に生きょうと

する、心身共に健康で、感性豊かで人間性に富

む幼児の育成を目指す。

0思いやりのある子

0 自分で考え最後までや りぬく子

0元気な身体で仲よく遊べる子ども

5. 本年度の指導の重点

(ア)一人一人の個性や能力を生かす指導の徹底を

図り 、学ぶことの楽しさや成就感を体得させ

ると共に、感動のある体験活動を多く取り入

れる。

4歳児 o基本的な生活習慣を身につけ、集団

の中で自分の力を発揮し友達と一緒

に遊ぶ楽しさを味わう。

5歳児 o主体的に取り組む態度を身につけ相

手の存在を認め互いに尊重しあう心

を育て、友達と協調して遊びを進め

られるようにする。

(イl学校五日制も考えて、周囲の自然を活用した

アウトドアーの活動を多く取り入れ実体験を

通して泣かな感性と表現する力を身につける。

6 本年度の研究主題

「泣かな心を持つ幼児とは」一人一人の幼児の

見方を考える。

7 本国の特色

o動植物の飼育栽培を子ども達が行い、育てる

ことの喜びを味わわせている。

o園周辺の自然環境を利用した園外保育を多く

取り入れ、思う存分に体を動かし、自然に親

しませている。

8 教職員の研究歴

研究員 開発委員

原口嘉津子(44年)1坂口嘉津子(51年)
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国 名 目野市立第七幼稚園

所在 地 日野市胞が丘 2-42

'，i!話 0425-86-3770

I1回 路 J R盟国駅下I!I u(王バス都立科学技術大学前

凶児数 男 63名 女 54名 計 117名

園長氏名 平向邦 (C

l 沿革の級生E
附 59.10. 6 凶舎新築工札包工

昭 60. tI. 1 日IJ!f市立第七幼稚凶として設i丘
鉄筋コンクリート 2階建

学級数 2 定日 70.1'，

教職日 3名 |主l地而:fi'{2599 m' 

昭 60. 11. 10 第 l回入凶式挙行|羽児数 49名

附 60 6.30 Ij日同記念日とする

昭 62.11. 1 4歳児 lクラス相、定以 100名

(年少 2、年長 1) 

ß~ 63. 3. 11 凶舎増築工事完成

n{~ 63. 11.11 学級数 4( 4歳児 2、5成児 2)

定H1401'， 

平 2 2 20 刷歌制定

2 庇代I~\I 長

氏
一
日
一
山
一
日

名| 年 )J-年刀

ー 士|附 60.11.1 -附 62.3

英代昭 62.4.1 -昭 63.3 
一一一邦江附 63.4.1 -現在

3. 地域の環境

l背の川端に位ii1し、地域の約半分が工業地区

である。級住J妥近による住宅公トHや社宅により、

若年間の人'-1が噌力uしている。 周辺辺脈の交通

fitは多いが迫路は殺utnされ、街路樹や グリーン

ベノレトが四季折々 にs.しし、。大学、中学校、保

育広|、児!tI館 、 障害者や-~人のための施設が隣

接し、文化福祉 ゾーンとして地域のかなめとな

っている。

4. <1攻Tint~l 

一人一人の側性を持;立し、幼児が主体的に生

活する芯;欲をもち、人間性4泣かで、未来にたく

ましく生きょうとする幼児の育成を凶るためVこ。

0 明るく元気で、がんばるチども

0 よく見よく 11'rIきょく考える fども

o心のやさしい素直な fども

5 本年度のJ行現の重点

o幼児理解に勿め、一人一人の発達段附を的確

に把渥し、成長する過程に応じて適切に援助

するとともに、友達関係が深まり 、相手の立

場を考えたり 、認め合いifGめ合える人iUJl刻係

が育つようJ国平を工夫する。

o幼児の興味 ・関心の動向 ・遊びの内容や状況

を的確に但蝦ーするとともに、教師と幼児とと

もに考えを出し合い、幼児が主体的にかかわ

る環境となるように環境構成を工夫する。

6 ノド年度の研究主題

r ~g.:じたことや考えたことを喜んで表現する幼
児を育てる折潟の工夫」

7 本|却の特色

。通|通区域は広く 、住居は高居住宅、社宅等が

多い。["ものごとを深く考え、ねばり強く追

求しよ うとする意欲をもち、自分の力で行動

する幼児を育てるJことを今年度のifl，'主とし
ている。

o幼児が|刻・家庭 ・地域の中で連続した生活を

常めるようにI~~の行事や地域の催しを通して

保護おや地域との連携を深めている。

01刻内のj札没や身近な教材 ・教具を使った遊び

を多くとり入れ、友達と遊びを創 り出してい

く再びを味わわせる。プーノレ遊び、運動会、

遊閑地 ごっこ。

o飼育物の世話や菜園、園庭の花砲の栽精によ

るl任J安体験を通して情操些かな心を育ててい

る。なお菜I~llでは 、 年聞を通して 、 多積多様

の草花や日!f菜の積j脅から収臨まで連続して体

験学刊を行ったり 、虫とり 、草摘み、東;柱踏

み等、|判l峰で経験できない四季折々の遊びに

縦 しんでいる。

8 その他 (教l倣凸の研究!笠)

民 で |研 究日 | 開発 委 U

1 、ド向邦江(49年)1平向邦江(58年)
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学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野本町 2ー14ー1

電話 0425-81-0073・0061

順 路 中央線日野!.ID~ ド車徒歩 6 分

児童数男 234名女241名 計475名

校長氏名 岩下和夫

1.沿革の概要

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。

第一大学区第八中学区第五十四

番小学 日野学校と体す。 (現在

の中央公民館のとなり。)

ゆJ45. 2.11 校歌、校章制定、校舎増改築、

校j也拡張

附 11. 4. 29 校旗寄贈 (古谷剛次郎氏)

lIel 15 日野2800番地(現在地)に土

地 900余坪、新校舎建築開始。

(戦時中、軍徴用 )

昭 23.4.25 新校舎に移転完了

附 25. 4. 1 東京都指定実験学校となり、教

育課程の研究発足

IIB 27. 3. 5 上記の研究発表

附 28 8.22 80周年記念プーノレ竣工

II{::{ 38. l1. 3 日野市制施行により日野市立日

野第一づ母校と校名を変更

II{J， 43. 4. 1 日野市研究協力佼として「教育

環境の整備」を主題として研究

発足

8. 1 日野市集会場を屋内運動場 AIt 
講堂として移管

Us 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備について」発表

5. ] 東京都学校花担協力校となる

昭 46 4. 1 日野市小学校訪問学級設置

H召47. 2 

ilB 48.11 

nR 55. 8 

IliJ， 57. 6 

H白58 8 

niJ， 58 11 

111'7， 59. 3 

sl:1 59. 8 

5月 17日開校

都市計l凶神明上区画整型事業開

始校庭南側一部縮少

創立百周年記念祭

排水構改修、受水槽設置

体育館新設

校内塗装、窓アルミサッシ化

開校 110周年記念集会、式典

仲田小分離

屋上全面防水、 プレハ ブ撤去

教頭氏名 飯田国代

UB 60. 3 

sB 60. Jl 

体育倉庫新設

南 ・北側 ブロックベい撤去、植

込とする

日B62. 2 東京都教育委員会「健康づく り

推進校」として公開発友

平元. 8 

平元.11

平元.11

平 2. 8 

平 3 1 

校庭盤備工事

校舎建具等改修、建築工事

温度保持設備工事新設

放送宰改修工事

日野市研究協力校として 「一人

一人の読みの力を育てるための

指導法の工夫」を副主題として

研究発表

平 3. 8 校庭改修

給食配膳室扉改修

職員玄関前が|水管改修

2. }j世代校長

氏名 年月 ~ 年月

日 野 義11煩 明 6 5 -明 9 7 

2 国府間 学 明 9 7 -1]Jj 1し 3 

3 小川則要 明 11. 4 -明 15 3 

4 鈴木宗也 明 15 4 -I])J 16 8 

5 上 野 兼 松 明 ]6 9-砂ーJ18. 3 

6 二見友二郎 明 18 4 -明 19 4 

7 八木岡先制 明 19 5 -明 21.10 

8 佐野鶴松 明 21.1] - 大 5 3 

9 古谷剛次郎 大 5 4 -大 ]2

10 河 合 平 作 大 ]2. 2- 大 15. 3 

11 古谷剛次郎 大 15 4 -昭 11 

12 宮川 海三 slO 1 2-附 ]8 3 

]3 1't井半蔵 sB 18. 4 -昭 23. 8 

14 小池 嘉一 昭 23. 9-昭 34 3 

15 尾崎半次郎 sB 34 4 -昭 37 3 

16 五 十 嵐 光 昭 37. 4 -昭 38 3 

- 82-



氏名

J7 木村 清

18 吉田辰次

J9 下回 忍

20 務呂木佳次

21 村田安正

22 古谷洋太

23 山口武彦

24 岩下和夫

年月~年月

IIB 38 4 -昭 41

昭 41 4 - IlR 44. 
昭 44 4 -附 50.

昭 50. 4 -昭 55

Ilf{ 55 4 -昭 58.

H百58. 4-昭 62

H討62 4 -平 4

平 4 4 -

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3. 地域の環境

校区は広く 、段地、工場、尚活、住宅により

構成される地域である。本校は日野駅より徒歩

6分の所に位位する。駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげも失われつつある。し

かし、まだ随所に歴史をとどめる史跡も残り、

自然も美しく、心やすまる環境も残されている。

4.教育目標

本校の教育は東京都および日野市の教育目標を受け、地域社会の実態に即し自主的に人格の完成に

つとめる児童の育成、生涯を通じて学び続ける力を持った児童の育成をめざし、次のことを中心に展

開する。

① 科学性を身につける子ども

事実を正しく見るカを養い、正しい判断力 ・11慎序だった思考力を伸ばして基軸拘学習の充実を図

る。

② 豊かな心情を持った子ども

真 ・善 ・美に対する感受性を養うとともに、自然の動物物愛護、他人に対する思いやりの心を育

てる。

③ 強い意志を育てる子ども

目標に向かつて最後までやりとげる実行力を培い、困雌にあってもくじけない気持ちを育成する。

じようぶな体をつくる子ども

節度のある生活態度を身につけ、継続して体力の向上増進を育成する。

ヒ記のr!，から、今年度の重点円棋を②の「虫かな心情を持った子どもJtこ設定する。

5. t行滋のlJI点
(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

生慌にわたって主体的に学び続ける意欲や能力 ・態度の基礎基本を身につける。また、児童の

心を矯さぶる魅力的な授業の創造に勿める。そのため、

o桁母内容の重点化を図り、体験を通して考える ・調べる・艇かめる等の時間を十分にとり、考

える)J・問題解決の力 ・情報r.有用能力 ・友現力 ・創造性の育成を図る。

0 教fiH:¥]・学年間の関連を十分に図り、効率よい効果的な桁訴に勿める。

0 教材 ・教具を整備活用し、児童の学沼意欲の喚起を図るとともに、学習活動を工夫し、児IEが

成就感 ・満足感を持つ岐業の創造に努める。

イ.道徳

社会規範 ・ 生活規範のもととなる道徳的価値の Î~'~鋤 ・ 内面化を図り、道徳的実践力を高める。

そのため、

o道徳、の時間の充実を図り 、立図的 ・計l尚的なmi!+をする。

0 全教育活動を通じて、生命時rr~ ・ 他を思いやる心 ・ 謀本的生前判官iの定~'fをff!:視した桁滋を挑

進する。

ウ.特 lJIJffi動

山-ri!の協同 ・協力活動をJUJして、助け合い ・学び合う 心を行てる。また、児Etの(1主的 ・(1治

的l1i動を通して個性や社会性を培う。そのため、
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0 児童の主体的・体験的活動を促し、望ましい集団活動を行 う中で一小児童と しての遥帯感や好

ましい人間関係 ・盟かな人間|刻係を育てる。

o多様な教育活動を行 う中で、個人の持つ特性の発見に努め、よい面を何lばすように指導する。

0 勤労生産 ・奉仕活動を通して、友達や地域社会のために役立とうとする心を育てる。

(2) その他の活動

ァ.学校裁量のH寺!日]を通して個別指導の充実 ・学級係活動の充実を図り、児童一人一人が学校生活

を円滑にゆとりと充実をもって送れるよう指導する。

イ.水泳初心者指訴の知]間を設け、水泳に関する個別指導を行い、児童の泳力や気力の向上を図る。

ゥ.ふれあいタイムを設定し、教師が児童とと もに遊ぶ中で、児童理解を深める。

ェ.教師の読み聞かせ・すこやかカード ・栽培活動を通して、心と体の健康づく りに努める。

(3) 生活指導 ・進路指滋

ア.生前桁導

① 全教職員の共通理解のもとに基本的行動様式の定着を推進する。そこで、 「五つの約束Jを

ui:点とし、集団の秩序と安全保持の立場から指導を徹底する。

② 校内の教育相談を通して、児童の不安や悩みを聞き、学校生活への適応 ・学習への適応を図

り、 I~J るく楽しい学校生活が送れるように指導する。

イ.進路指導

山li't-人一人の個性 ・能力の開発 ・伸長をめざす。そのため、児童のよい面の発見に努め、認

め ・件め或いは児童のもつ悩みや即応、の相談にのり、励まし力づける。一人一人の児童がめあて

をも って生きる桁議を推進する。

6 本年度の研究主題

一人一人の児童が自ら意欲的に学ぶための指導法の研究をする。そのために本年度は、指導計画の

作成と、新しい学習教材でどのような力をつけるか、指導法の工夫を図ってし、く。新教育課程全面突

施に向けての新しい研究分野であるので、 2~3 年の見通しを持たせる。また集団の中での個に応ず

る 4行ì([.も I~J らかにしていく 。

7 その他(教職員の研究歴)

Pで 中央研 研究員 開発委員 研究生、他

志賀由具(平成4) 
岩下和夫 49 岩下和夫 52 和田いさを 53 

(体育) (体育 ・現代化) (研究生、教育方出

2 志賀由具 59 志 賀 由 具 59 長谷川一彦 平道成徳3 
(体育) (体育) (研究生、 ) 

3 佐藤ヒサ子 60 
(保健)

4 
飯田岡代 60 

(特別活動)

5 長谷川一彦 63 
(道徳)

6 寺木 喜和 平 成3
(社会 )

一 一一
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学校名

所在地

"Ii 言活

III民 路

ノ旧'G ii! ~ 

校長氏名 馬場 武

沿21Eの慨要

明 7. 3 神奈川県 9大区小4区些田村尋

常小学校と して創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする

年月不詳 喜子生寺本堂を校舎とし、上下 2

等級に分ける。

l珂 12.2 盟国 1320番地、普生寺の西隣

に新校舎建築

ゆJ26. 4 東京府に編入される

ゆ]41. 3. 日野小学校盟国分教場となる

IIB 17 住田 218番地に新校件建築、平

屋建6教宅

H行21. 6 南多摩耶~1m同氏マ:佼として再

び独立

11(127. 12 第1次序l築、2階建8教室、日野

町立 日野第二小学校と校名変更

H行31. 4 第 2次上旬築、 2階.ill6教宅

[1(1， 38. 11 日野市立日野第二小学校と校名

変更

11(1， 43. 6. 第 11欠防ff、 4附辿校舎完成

Hパt1t1.3 第 2次防ff、 4階飽校合完成

n(i 46. 2. 体育館工事、 i終成

11('1 49. 3 第 3次防庁、 4附正II校舎完成

11. 創立口周年記念式典を行う

II{{ 55 3 1階建校舎完成

flA 56. 5 新プール完成

9 校庭整制完成

11('1， 57. 8 普通教宅内部塗装完 f

11(1， 58. 12 校l定歩道完成

II(-{ 59 6. 創立円十周年記念式典を行 う

11(1， 63. 8. 体育館改装

IZ元. 8. 目玉|白水制I~取替

、jZ 2. 8. 校舎大規絞改修完 f

ムド 3. 9. 給食室・床(4階)珂:ド(議皆)改修完f

日野市立日野第二小学校

日野市東盟問 2-1t1-1

0425-81-0070・0851

J R豊田駅南口下車徒歩 10分
点王線南平駅下車 徒歩 15分

男 363名女323名 計 686名

教頭氏名 武内忠雄

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

小山茂平 UB 21 6-27 9 

増島光 一 昭 27.10-34. 3 

小 池 指 ー 昭 34 4-38 3 

森久保惣次 U{j 38 4-42. 3 

後 J燦正太 昭 42. 4-47 3 

安積 利 治 昭 47 4 - 50 3 

永井雅夫 昭 50.4-53. 3 

鈴木英夫 昭 53. 4 - 57 6 

篠宵忠男 11召57. 7 - 61. 3 

荒木健治 H召61. 4-平成元.3

馬 場 武 平成フじ・ 4-現在

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては“豊田の里 "と11子ば

れた怖かな段村であったが、近年にな って

急に宅地造成が進み、良家の割合が激減して

いる。それでも、浅川を中心として田畑が広

がり、昼ヒから見る景観はすばらしし、。

・近くにロ ーラースケー 卜のできる駒形公園、

市民プール、市立中央図書館など、公共施設

にも忠まれている。

・保護者は、 学校教育に対する関心が深L、。登

校時の交通桁導を積極的に進めるなど、きわ

めて建設的であり、また、協力的である。

・学校前の都道をはじめとして学区内の道路は

どこも道帆がせまく 、そのほとんどに歩道が

ない。 しかも交通世がしだいに附加し、登下

校の安全が憂慮される状況にな ってきたので、

新たに県道を補修し、 通学路に指定した。

・m在、位且Ii有土地区l虚l雄理事業が進行してい

る。

-85 -



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚を高め国際社会に奉仕できる心身共に豊かな子ども

の育成を目指して次の目標を定める。

0 からだも心 も強く 明るい子

0 みんなと仲よく力を合わせられる子。よく考え、進んで行動する子(重点目標)

o 責任をもって最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・徳・体の調和がとれ社会の変化に自ら対応できる児童の育成を目指し、全職員の共通理解を

大切にし意図的 ・計画的 ・継続的 ・組織的に教育活動を進める。

そこで、次のことを基本方針とする。

① 児童一人一人を大切にし個性 ・能力を生かした指導に努める。

② 教育活動の全体を通して心の陶冶を図り人権感覚を育て高めると共に実践的行動力を培う。

③ 体験的な活動を重視し児童の意欲を高め自ら学ぶ能力を培い基礎的基本的事項が定着するよう

に勿める。そのために授業研究を重視し児童一人一人を生かした指導法の改善に努める。

④ 基本的な行動様式に対する職員の理解を深め組織的に生活規範の高揚、児童の自立を促す指導

の徹底を図る。

⑤ 自己の住む地減への理Mを深め愛着の心を培うために地域の教材を取り入れた教育活動の充実

を図ると共に家庭 ・地戚社会との連携を基盤においた指導を進めることにより社会性を培い地戚

社会の中で自ら学ぶ意欲 ・能力を育てる。

⑤ 児童の自主性を育て、楽しくて充実した学校生活の創造に向かつての児童自身の工夫を大切に

していく。

⑦ 教育活動全体を通して我が国の文化や伝統を大切にする態度を養うと共に、外国の文化に目を

向けさせその立場を理解できるようにする。

③ 心身に障害のある児童などについては児童の実態に応じた指導を行う。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア. 各教科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力・態度の基礎を身に付けさせる。そのため、

0指導内容の重点化、 体験を通した活動、考える時間の確保なと.の工夫により思考力・表現力 ・

創造力・問題解決の力を育てる。

o児童一人一人に学習のめあてを明確に自覚させると共に教材・教具の整備活用、主体的学習の

重視などにより児童の学習意欲を喚起し、成就感・満足感を持たせる授業の創造を目指す。

イ.道徳

全体計画のもと全教育活動を通して 4つの側面について下記の事項を重点として指導すると共

に、道徳の時聞を通して児童の道徳的判断力を高め、道徳的実践力を育てる。

0 自分自身 一・-……・・……・・自分の生活を振り返り良〈考えて行動する。

o他 人…・………………ー…誰に対しても思いやりの気持ちを持つ。

0 自然や崇高なもの一 .........自他の生命を大切にする。

o集団 ・社会・……....・ H ・...…・・・規則 ・きま りの大切さを知り規範意識を高める。

ウ.特別活動

望ましい集団活動を通して心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図ると共に、協力してより

C
0
 

0
6
 



良い生活を築こうとする自主的 ・実践的な態度を育てる。そのため、

0 学級活動の指導の工夫を図る。

o児童の自主的な取り組みが盛り上がる活動を行 う。

0 学級 ・学年の枠にとらわれない見学年集団の活動を行う。

(2) 特色ある教育活動

o各種の運動ゃ遊びなどを通して自ら健康っく りに励む児童の育成を図る。

0 体験的な活動を重視し、地減の自然、や社会を教材化 したり 、地域の人材を活用するなど地域で学

ぷ教育を定める。

o家庭や地域社会と連掛し、地域の環境美化など地域に密着した所助を推進する。

(3) 生活指噂 ・進路指滋

ア.生活指導

。全職員の共通理解に第め組織的に基本的生活習似の定着を推進すると共に家庭 ・地域社会およ

び保育園 ・幼稚闘 ・中学校等との迎般を図り児童の健全育成を進める。

0 日常の生活の中でよく考えて正しく判断し行動できる児童の育成を図る。

o児童の健康と安全を縫保し、事故防止に努める。

イ.進路指導

児童一人一人の個性 ・能力の開発 ・伸長を目指す。そのため、児童の良い函の発展に努め、認

め誉めるあるいは児童の持つ悩みや願L、の相談にのり励まし力づける等なよ り、自分の良さを児

童に自覚させ一人一人の児童がめあてを持って生きる栴導を推進する。

6. 本年度の研究主題

自ら学ぶ力を育てる指導法の研究

7 本校の特色

本校は創立 118年とい う歴史と伝統のある学校である。 59年度は創立 110周年記念式典およびそ

の思い出をつくる活動として「米づくり Jrし、もづく り」の体験学習を行い生産にまつわる苦労や自

然とのかかわりあい、さらには憐造的思考力育成など、物心両面で大きな収腫を得た。 学校が子ども

のために傍力すれば、 それに対し全面底解と協力を図ってく れる地域である。そこで、これらのこと

をふまえ、地域の教育)Jを十分に活用するため、地域の (1然や文化財 ・人材の教材化を進めてきた。

このことと併せて児童がより主体的に、しかも意欲的に学習に取り組むことができるようにするため、

本年度は、 「自ら学ぶ力を育てる桁滋法の研究」を主題として研究に取 り組んでいる。

また、本校は市内有数の大規模校である。それに反し、校庭は狭少である。このことから、日常の

運動量の不足や運動伎能、能力の低下につながらないよ う、綬業を通して子どもが主体的、意欲的に

学習していくように指導している。

PTAや地域の活動も活発であ り、 クリーン作戦、サマーナイトフェスティパル(二小まつり)、

相撲大会などには多数の児童、保護者、地域の方 hが参加している。

8 その他(教職員の研究燈)

〉々空 研 究 員 現代化委員 ・開発委員 研究生 ・海外研

馬場 武 (48理科) 馬場 武 ( 50理科) 馬場 武 (54ヨーロッパ)

2 高木映子 (50教育方法) 武内忠雄 ( 59体育)

3 武内忠雄 (52体育)

4 組 圭子 ( 4学校給食)
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学校名 日野市立日野第=小学校

所在地 日野市日野台 2-1-1 

電 口百 0425-81-0101・0850

児童数 男 257名 女249名計 506名

(内ひばり 15名)

校長氏名 増賀従男 教頭氏名 江口耕一

1 沿革の概要 備 ・プール内シート防水 ・排水

sB 23 4. 1 日野小学校日野台分校として設 パノレプ改修・消防水利設備

置される。児童 1-3年 340名、 日召 60. 3.31 裏門拡張・門扉改修

教室 4、全学年 2部授業 日百 61. 3.31 道路側防球ネッ ト生垣完成

H召25. 6]0 日野台小学校として独立する 8. 31 体育館内部塗装

児童数 696名、教室 9、 4年生 10.31 北校舎屋上改修

迄 2部授業 sB 62. 7. 7 プーノレ更衣室等照明取付

7. 18 校章制定 8.31 ひばり教室改装

9.19 4教室増築、教室数 13.、 3年ま 9. 8 体育館外部塗装

で 2部授業 H召63 1. 20 体育館屋根塗装・北校舎外壁修理

11827. 4.15 4教室増築、教室数 17、2年ま 8 20 体育館床塗装・渡り廊下外壁修理

で 2部授業 8. 31 屋外幹線改修 ・校庭整備

6. 10 校歌制定 平元.3.3] フLノレフェンス ・フヒーノレ-<Mド改修

H召28.6. JO 校地 850坪拡張、 6教室増築、 平 2. 8. 21 南校舎玄関塗装

教室数 23、 2部授業を解消 平 2. 8.30 理科室床研磨、 実験机交換

日召 30. 4 日野第三小学校と校名を変更 平 3. 9. 30 北校舎改修( 1年次)

11832. 3 4 旧教室 4を取除き 6教室を増築 玉JZ 3 9. 30 ランチルーム開設

教室数 25、児童数 869名

H召33. 8. 3 給食調理室完成・大小プーノレ落成

日召 34. 3. 校地 1，100坪拡張

rlB 35. 4 日野町特殊学級が併置される

昭 38.Jl. 3 日野市制施行に伴い日野市立日

野第三小学校と校名を変更

ilB 42. 4. 7 防音校舎新築起工式
2 歴代校長

H召-1311.15 校地地番変更、日野市日野台 2 氏 名 年月~年月
丁目 1番地 1号

ill1 46 2.16 体育館'1ft成式、校章制定
角 野忠正 昭 25.6.10-26.3 12 
(若手務取扱 )

H召48. 4 鉄筋新校舎 9教室増築落成

II&， 50， 2. 25 鉄筋新校舎竣工

6. 1 校旗制定

昭 54.4. 1 東光寺小と分離

H召58. 4. 2 ひばり学級教室増設

局野忠正 昭 26.3.13-27.9.30
(校 長 )

尾崎半次郎 昭 27. 10. 1-34. 3. 31 

五十嵐藻光 sB 34 4. 1 - 37. 3. 31 

日召 58.4.20 無人化(夜間・日曜・祝祭日等) 塚 本 正 昭 37 4. 1 - 41. 3. 3 1 

機械空警備始 池田瑞男 sB 41 4.1-47.3.31 

H召59. 3 10 藤だな改修

3.25 給食調理室天井塗装

体育館渡り廊下天井改修

体育館ステージホリゾント幕改修

岩井圧ニ H百47 4. 1 - 50. 3. 31 

平松健太郎 H召50 4. 1 - 54. 3. 31 

竹 永秀雄 昭 54. 4.1-57.3.31 

8 29 音楽室床全面改修・ 黒板灯設備 古田秋介 昭 57 4.1-62.3.31 

用務員室改修 内藤 康 sB 62 4. 1-平2.3.31 

12.20 南校舎非常階段手すり改修

日目 60. 3.20 給食雑排水経路改修・浄化糟整
増賀従男 平 2 4. 1-現在
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3 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿し、に位置し、海放 80mの日野台地を中心とした地戚であ

る。

日野自動車工場とともに発展した地域で-あ り台地のため公害も少なL、。

日野台地 (学区域)の北部は多陛川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望できる

す ぐれた環境に恵まれている。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法及び教育基本法に幕づき民主的社会人としての人間形成の基礎づくりを目ざし次の目標を定

める。

0 じよ うぶな子ども

0 よく考える子ども

0明る く思し、やりのある子ども

(2) 学校の教育目傑を達FVtするための幕本方金|

人間尊重の教育の立場にたち、心身ともに健康で心豊かな人間の形成の基礎づく りをめざす。

特に 「よく考える子ども」を重点目傑に錫げ、知 ・徳 ・体の調和のとれた子どもの育成を基線にす

え、綬業の改善充実に心がけるとともに調和のとれた教育活動を推進する。

0具体的な学年学級目標を設定し、その具現化をめざし学年学級経営に創意と工夫を生かし、 一層

の充実をはかる。

0子ども達一人一人の個性能力をひき 出し、 生涯学習の視点に立った学び方を学ぶ学習指導を推進

する。

o創立ある教育活動を展開し、地域の教育力、教材を生かした指導内容、体験学習の充実をめざす。

0生命を大切にする子供の育成をめざし、心身障害児とともに手をと り合って活動する機会を設定

し、思し、やりの心の育成を図る。

0健康づくりと体力の向上を年r:¥Jを通して計画的意図的に実践し、たくましい子どもの育成に努め

る。

5 指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o教材教具を工夫し、課題をねばり強く追求させる学習指諒を推進し、基礎的基本的学習事項の

定着をめざした指導の充実をはかる。

0体験的学習を)UIし気づかせ発見させる学宵を推進し、 学轡を意欲的にし、思考力、判断力を培

う。

0達成感、成就感のある授業を確立し、立欲的に学び万を学ぶ態度の育成を図る。

0個人差を的艇にとらえて、学習形態や学判過程を工夫し、学習効果を高める学習方法を工夫す

る。

イ.道徳

o子どもがすすんでやりぬく道徳的実践刀の育成をめざし、全教育活動における道徳教育の充実

を図る。特に心陣山との交流、全校菊づ くり、特別活動を通して人間愛自然愛を培い盟かな心

を育てる。

o道徳のJ受業の改善を図 り、各教育f，f，動で‘培われた道徳的突践力の深化、補完、統合を図る。
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ウ.特別活動

0子どもの自主的実践力と連情感を培うことをめざし、集団活動を充実する指導を行う。

o集団活動を通して、集団の成員としての自覚を高め共に向上してし、く気持ちを高める。

o所属する集団を自主的に建設しようとする態度能力を高めるとともに、他者にない自分を自覚

し、個性的な実践力を高める。

(2) その他の活動

0遊びの時聞を設定、いきいきとした楽しい教育の場とし、体力の向上をめざす。

o火曜日六校時を児童会活動の日と設定、集団活動を通して心身の調和のとれた発達を図る。

0学年の日を有効に使用した学年経悩・の充実をはかり、個別指導の徹底をはかる。

0心身障害学級と普通学級との教師相互児童相互の交流の場を積極的に設け、障害を持つ児童に対

する理解を深めるとともに連帯感の育成に努める。

(3) 生活桁導 ・進路指導

0心身ともに健全な子どもの育成をめざし、指導体制を整え、全職員の組織を通じた指導を徹底す

る。

o児童且IlP鮮につとめ心のふれあいを大切にする指導を充実する。

o父母、地域との連鋭を深め、協力補完しあって指導にあたり、児童の健全育成を図る。

0社会に多様な生き方があることに気づかせるとともに、児童一人一人の良さを発見し、その良さ

を将来にわたって生かすことのすばら しさに気づかせ、社会人となるための基礎となるカを育て

る。

6 本年度の研究主題

児童に与える力をつけるための指導の工夫

7 本校の特色

児童は191るくすなおであるが、やや主体性を欠き、ねばり強くやりぬこ うとする力がたりなし、。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童に考える力をつける授業研究を実施している。また、

心陣学級(ひばり学級)があり、交流教育にも力を入れている。

8 その他 (教職員の研究歴 )

〉尽t研 究生 研 究員 開 発委員 中 央 研 海外派 遣

I 
増加 従男 56

(国語 )

2 
江口耕一 53

(特活 )

3 
俸坂俊夫 63

(心隣教育 )
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学校名 目野市立日野第四小学校

所在地 日野市石田 430

電話 0425-81-0038・3076

11闇 路 日野駅から立川行パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から高幡不動駅行パス四小前
下車 徒 歩 3分

京王線高幡不動駅から立川北口行パス四小前
下車徒歩 3分

児童数 男 263名タ 234名計 497名

校長氏名 片岡千碍子 教頭氏名 森野 車

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 

明 21.11. 

明 41. 3 

flB 29. 8. 18 

sB 30. 4. 4 

12.22 

12. 25 

H白31. 3. 5 

昭 35. 7. 20 

日召 36. 11. 1 

日召40. 3. 31 

IIs41. 3.31 

7. 9 

Us 43.11. 27 

iljq 45. 3. 31 

日百 54. 3. 20 

3.25 

6. 22 

H召55. 2. 2 

6. 20 

11召56.8. 25 

I]s 56. 8.27 

8.30 

下回学舎

下回小学校

日野小学校下回分教場

校地決定4，259.14坪

務成式遊びに開校式 この日を

|淵校記念日とする

校'4t制定

第三j切校舎後工

校旗完成

プーノレ為成式並祝賀会

校歌発表会、以後この臼を開校

記念日とする。

防1T校舎 9教室完成

防下f校舎第 2WJ工事完 f

下111学舎創立 92周年記念式典

統J十教育研究指定校として研究

発表会をする(臥市桁定校)

体行館泌成

防7.f校舎 7教宅地築完成

受水柿改修、渡り廊 F改修

防火戸改修、非常放送装置設備、

フ.ーノレサイ ド全面コンクリー卜

塗装工事

給食宅作業場及び休IID宅改修『

司

プール内塗装工事

新校舎への親千万式T V配線、

放送室内のスタ ジオ形式の改装

出上向l白水柑改造

都市ガス化にともな う配竹取替
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日B57 3.27 

ss 57. 4. 4 

9. 4 

IItl 58 3.27 

sB 59. 3.31 

9. 28 

ss 60. 8.31 

目白61. 2. 28 

8. 4 

旧校舎屋上ネッ トフェンス貼替

プール使所の水洗化、 更衣室等

の改修

非常階段設置

自転車位場設置

仲田小学校分離 141名転出

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(窓枠 ・天井張替等)

給食室改修工事

体育館玄関 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フェ ンス張替工事

給食調理室、配繕空間壁撤去工

事

Us 62. 2.23 プールシ ャワ ー、 目洗い場等工

司王

昭 63.3. 27 プーノレ内塗装工事

U{163. 7. 31 小プーノレ排水工事完了

8. アスベス ト撤去工事

8. 3 ~7j(桝工事完了

8. 8 放送室調整卓取替工事

平元. 8.31 校庭改修工事

平元. 8 校舎外塗装工事

F元. 8 1・2階トイレ扉取替工事

平 2.3.17 体育館自動巻き上げバスクッ ト

取り付け工事

平 2.7.-10 体育館内外壁 ・床工事

平 2. 8.31 1階職員 ・3階トイレ扉取持

事

平 2.9.-10. 消火栓ポンプ取替工事

平 3. 3. 1 保健室エアコン設位工事

平 3. 3. 17 体育館消火柱工事



2 歴代校長

¥ 氏 名 年月 ~ 年月 ¥ 氏 名 年月 ~ 年月

l 浦上増太郎 昭 30.3. 29 - 36. 3. 31 6 竹 永秀雄 昭 57.4.1-60.3.31

2 田 中善次 日夜36.4 1 - 44. 3. 31 7 田中光穂 昭 60.4.1-63.331

3 森 厳 昭 44.4 1 - 47. 3. 31 8 波多野 畑 昭 63.4. 1-平3.3.31 

4 内藤達夫 昭 47.4 1 - 52. 3 31 9 片岡千需子 平 3.4.1-

5 釜 池 博 sjg 52. 4 1 - 57. 3. 31 

3. 地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地;舟 9地区である。甲州街道から約 1伽南にへだたった多

摩川あたりに位置する。近年、万願荘の集団住宅をはじめ、万願寺、新井地区の区画盤理 ・宅地造成

化がすすめられ、田園地域より住宅化しつつある。また、モノ レールの工事も着々と進んでいる。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、生涯にわたる学習の基礎を培い社会の変化に自ら対応できる心豊か

な児童の育成をめざして、次の目標を定める。

o自分のカで考える子

0 じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

。みんなと協力する子 (重点目標 )

o最後までや りぬく子

地域社会の特性や児童の実態をふまえ豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成をめざし、

「みんなと協力する子」を重点目標とする。

・教育目標を学年学級で具現化し日常の実践活動を通して人間尊重の教育の徹底を図り、人として

の生き方を学ばせる。

・児童の I~I ら学ぶ意欲を育てるために学習の基礎的基本的な内容と体験的活動を重視し個性と 能力

をひき出す教育活動を展開し授業改善に努める。

・生命を大切にする児童の育成をめざし、すべての児童の交流を大切に し集団活動を通して共同協

力の態度を身につけ創意を生かした教育活動を充実し国際社会に貢献できる日本人としての素地

を養う。

・|淵かれた学校をめざして児童、教師、保護者、地域の交流と連携を密にして学校の教育目標に対

する理解と協力を得て全人的な児童の育成をめざす。

5 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・指導内容の重点化、 体験を生かした活動を重視し、思考力・表現力 ・創造力 ・問題を解決する

力を育て、児童に成就感、満足感を味わせる授業の創造をめざす。

イ.道徳

・全教育活動を通して児童相互の人間関係、児童と社会 ・自然、とのかかわりを深める中で児童の

内面に根ざした道徳性の育成を図り、人としての生き方を学ばせる。

ウ.特 別 活動

・異学年集団活動の充実を図 り、 協働する中で思いや りの心と連帯意識を育てる。

・クラブ活動では、自発的、自治的な活動を通 して集団の一員としての自覚を深め、自主的、実

践的な態度の育成を図る。学級活動では、男女仲良く協力することの楽しさを体得する。
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(2) 特色ある教育活動

・先生と遊ぶ 日を月 2回設定し、児童相互 ・教師と児童とのあたたかみのある生き生きと した教育

の場とし、体力の向上をめざす。

・学年、学校、地域社会の諸行事に主体的に参加する態度を培い、体験的な学習をと り入れ、 なす

ことによって学ぶ基本姿勢を育てる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・集団生活の中で必袋な基本的な生活溜↑貨の指導徹底を図るo

・家庭 ・地域との連防をい っそう 深め児童の健全育成をはかるとともに自然や文化を大切にする

態度を育てる。

イ.進路指導

・児童の発達段階に)lrJして主体的な学び方を身につけさせるとともに進級進学への適切な指導を

行なう。

6. 本年度の研究主題

『思いやりのある子を育てる指導法の研究 』

一一一一性教育を通して 一一一

7 本年度の特色

(1) 児111の実態を泊してヒ記のよ うな研究主題を設定し思いやりのある子、男女お互いが認め合う児

輩の育成をはかるため全教職員で、桁羽にあたる。

(2) 児童と児童、児竜と教職員のふれ合いを大事にする教育を推進する。第一 ・第二金曜日を先生と

遊ぶ日にし、 また、 )~年齢活動でのオリエンテーリング ・ 手作り祭り ・ たこづくり 、 たこ上げ大会

・ゲームなどの活動をjillして忠L、や りのある心些かな児童を育て、人間性豊かでうるおいのある学

校づくりをめざしている。

(幼 児主埋解を深め、教職員の共通.I!Il解をはかり 、さらに指導の手だてを得るため、学期一回の生活

指導全体会を開き、事例研究や講師をfsいての研修会を行なう。

抜本的生活習仙の行成をはかるため、 II三問中行導委員会を核として1JJ土曜日の朝会時に生活朝会を

もち生活指導ヒも問題を話し合い、共通:f!ll.解をはかり 一目した教ff)J針で指導にあたっている。

期発見 ・早期治療 ・早期桁導により 、児lilの健全育成を図っている。

(4) 近隣の民家の則を併用し、体験的学刊を各学年で取り組み. il然とのかかわりを深めてし、く。

(5) 環境整備委員会を機能させ、校舎内外の安全点検を全教職員で行ない、先を見通した環境づく り

を推進している。

(6) 学校での取り組みを学校、学年だよりをはじめ、保護者会、地区懇談会、PTAの諸行事などの

機会を通して家庭 ・地以へ広めてし、く 。字い本校は、倉IJ立119年雌史と伝統を持つ学校であり PT

A・地域との結び付きも強い。また、幼小のj車扱も図っている。

今後も学校 ・保護者 ・地域との連防を-1¥_1深めながら、本校の教育の充実を図ってL、く。

8 その他(教職員の研究l箆)

/阪¥内訳 研 究 品 Df~ 発 員

片岡 千碍子 ( 57・給食) 西 俊幸 ( 4・心障)

2 玉位 )1関 子 ( 61・給食)

3 i包見 明 男 ( 3・道徳)

4 福 岡 功 ( tI・体育)
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1 

学校 名 日野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平 6-21-1

電話 0425-81-0407・0445

11頂 路 畳間駅北口より京王パス 日野駅行き
五小前にて下車徒歩 3分

甲州、|街道を通るパス (京王 ・都)に乗
り日野自動車工場前下車 徒歩 5分

児 童数 男 341名女 298名計639名 (病弱児 2名 )

校長氏名 野村武郎 教頭氏名 青野美智子

沿革の概要

日召34. 4. 1 

4. 6 

6. 8 

昭 35. 9. 13 

sB 36. 5. 31 

8. 28 

sB 38. 2.20 

sB 39. 3. 11 

3. 25 

H召40.4. 1 

昭 42. 2. 23 

sB 43. 5.20 

昭 44. 3. 3 

si3 50. 4. 1 

H自51. 3. 31 

H自54. 3.31 

H自55. 3. 31 

H召56.3.31 

nB 57 3.31 

昭 58.3.31 

昭 59.3.31 

日召 60. 3. 31 

昭 61. 3 31 

日召62. 9. 

昭 63. 4. 18 

平元.3.29 

平元.7. 17 

平 2.3.26 

平 2. 4. 5 

日野町立日野第五小学校開校

日野第二小学校、 日野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

第 1WJ工事完成新校舎にて授

業開始 (現在地)

第 2期工事完成 2部授業解消

第 3期工事完成

大プール、小プール竣工

校章制定

校歌発表会

校旗制定 (卒業記念寄贈品)

芝山分校日野六小として独立

都、市研究協力校発表会

体育館竣工

創立 10周年記念式典

訪問学級設置

校舎全面的改修着手

校舎 5教室改修

校舎5教室改修

校舎 6教室改修 (H校舎 )

校庭側旧校舎サッシ改修 (外恨の

南側旧校舎サッシ窓改修 (1階)

理科室改修、玄関ドア取付

体育館床研磨

渡り廊下屋根取替

校舎新築本決まり

改築設計予算決定

校舎改築工事予算承認

校舎改築工事着工

一年校舎取りこわし工事

さやか学級車fi校舎に引越し

平 2. 7. 24 バスクットゴーノレ設置工事

平 2.7 30 新校舎へ引越し

平 2. 8. 1 旧校舎解体工事

平 2. 9. 1 新校舎で授業始

平 2.11.30 30周年記念・校舎落成記念式典

平 2.12. 1 航空写真撮影

平 2.12.5 校庭工事検査完了

平 4.2.25 「さやか学級」公開研究発表

2. 陛代校長

氏 名 年月~年月

土開島光 一 u召34.4. 1-昭 36 3. 31 

iI1i上 地 太 郎 昭 36.4.1-昭 39.3 31 

福寿文雄 昭 39.4.1-昭 42.3. 31 

星野正男 昭 42.4.1-昭 47.3 31 

荒井一男 昭 47.4. 1-昭 49.3. 31 

二 井知夫 昭 49.4.1-昭 52.3. 31 

多 昌 直之 昭 52.4. 1-昭 56.3 31 

問中光一 昭 56.4.1-昭 60.3. 31 

上 山 洋一郎 昭 60.4. 1-平 3.3. 31 

野村武郎 玉1'- 3. 4. 1-現在

3. 地戚の環境

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。この一角に

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道 20号線 (甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近には日野自動車など 4つの大会社があり近

代工業地械に接している。

- 94-



団地内は公園、緑地、広場などが整備され立木、芝生に阻まれた空間は静かな住宅地としてよ い教

育環境とな っている。

4 教育目標

人間尊重の精神を基調に、これからの社会において児童一人一人が心身共に健康で主体的に生き、

個性を発締し、自ら学ぶ意欲と学習の仕方を身に付け、国際社会に貢献で・きる児童を育成する。

児童像として -健康でたくましい子ども

・心豊かで 明るい子ども

-進んで学び工夫する子ども

・認め合い 助け合う子ども

5. 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.人間尊重の精神を基調に教育活動全体を通して、あらゆる偏見や差別をなくす教育を展開する。

(人間尊重)

イ.自ら進んで健康の保持 ・増進や体力の向上を図る能力や態度を、教育活動全体を通して育てる。

(健康でたくましい子ども )

ウ.自ら学ぶ意欲や思考力 ・判断力等を学力の基本とし、学ぶことの楽しさや成就感を体得させ、心

豊かな学習を展開する。 (心豊かで 明るい子ども)

ェ.内発定な学習意欲を生かし、学習病動が主体的に学び合え るよう指滋 ・援助をする。

(進んで学び 工夫する子ども)

ォ.児童一人一人の特性や個性を認め、自分の持てるものを発締できるよう考えや思い等を生かすよ

う指噂を進める。 (認め合い 助け合う子ども)

ヵ.家庭ーや地域と連併し、教育目標に掲げる児童像の実現に向けて鍔力する。

6 指滋の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・指導内容を基礎的 ・基本的な事項に精選し、個に応じた指導の工夫を図り学力の定着に努める0

・重点研究「位かな心を持ち 楽しく学び合う児童の育成」の実現にむけ、学級 ・学年単位の指

滋を充実したり 、体験学習を取り入れ主体的に学ぶ力を育てる。

イ.道徳

. (l然、や人身との触れ合いを深める体験や動棋i物を育てる直接体験を通して、児童の内面に桜ざ

した道徳性を育てる。

・教師と児童及び児Tif相互の人間以l係を深め、他への思いやり等の心情を陶冶し、その実践力を

ffてる。

ウ.特別活動

・学級前動 ・児霊会活動 ・クラブr.可動等に呉年齢集団の活動を取り入れ、豊かな学校生活を展開

する。

・児童の興味 ・関心のある多様な集会活動を主体的に実胞させ、自主性を育てる。

(2) 特色ある教育活動

・ 集会r.可動を企Iil lj し、 5'~年齢集団の r.可動を通し淡しい学級 ・ 学校生活にする。

・多n的ホーノレ ・多11的教室 ・視i聴覚機保等の新しし、施設 ・設備の効栄的な活用をIJ.Uして学習活動

の充実を図る0

.学校行郡に削;立あるm動を取り入れr.有力のあるm動にする。

p
h
u
 

Q
d
 



(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・ 毎月の指導 I~I棋を具体的に設定し、 毎週出曜日に教職員の共通理解を図り指導を徹底する0

・教師と児童が密度の濃い接触を通し、児童の心身の安定に努める。

イ.進路指導

児童一人一人の特性を十分程解し、その個性や能力を仲ばし、将来の希望等について教育活動

全体を通 して指導する。

7 本年度の研究主題

「蛍かな心を持ち、楽しく学び合う児童の育成J 一一一子どもに豊かな体験を 一一一

8 本校の特色

住宅公団の進出に伴い、新しい建築様式により建設された。当時は少ない児童数と広く静かな校域

の中で理想的教育活動をめざしていた。 しかし児童数の急増により 、 8回に亘る増改築を行ない様相

は一変したが、校地内には手入れの行届いた樹木が多く 、静かな環境の中で学習ができるよ う環境の

整備ができている。児童は身長が高く胸囲が狭いという都市型の体位のものが多く 、肥満児は放近減

少している。学校では、地域や児童の実態に即 し、貧IJ意をも って 日々 実践し、成果をあげている。

本年度は特に、 心身ともに健全な児童の育成をめざし、 望ましい基本的行動様式の習tJ'-~化・ 定着化

をめざし、指導の徹底を図るため「みんななかよし、楽しい学校をつくりますJを重点目様にとり上

げた。さらに具現化させるため、学級の 日や学校行事では体力づくり ・運動会 ・音楽会 ・演劇教室や

兄弟学級による教育活動を設定した。

o各学年では発達段階に応じ、学習意欲を高める指導法の研究を主題に校内研修活動に力を入れ、自

主協力学習を進めていく。

0 児童相互、児童 ・教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指導 ・創意ある教育活動を実践してL、く 。

o兄弟学級の活動を通じ、児童の創立や発想を大切に、似顔絵かき ・七夕行事等を通じ、最後までね

ばり強い活動を推進させる。

o体力調査を基に、児童が自分の目標をもって、最後までねばり強く 挑戦する児童を育成する。

9 その他(教職員の研究歴 )

〉ぐ 研究員 開発委員 中 央 研 修 研究生 教育課程委

野 村 武郎 野 村 武 郎 野 村 武良rs 聖子 村 武自rs 鈴木節子
( 4 6 体育) ( 5 1 体育) ( 60 ) ( 4 8 体育) (平 3 理科 )

2 
越地則之 北 野義昭 大熊孝子
(平 4 算数) ( 60 図工 ) (平 3 生活 )

3 音野美智子
( 62 道徳)
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学校 名 日野市立日野第六小学校

所在地 日野市多摩平 3-21

電話 0425-8ト 4686・0366

順 路 中央線些悶駅北口下車徒歩 13分
京王パス 小西六艮門下車 3分

児童数 男 280名女 278名計 558名

校長氏名 小幡 建

1. 沿革の概要

昭 39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置児童 1 年~ 3 年

7学級 263名

昭 40.4. 1 日野第六小学校として開校

14学級児童数 515名

教職員 21名

9. 6 プーノレ完成 (6コース 25m ) 

昭 42. 2.21 校歌の発表会

昭 43.2.22 児童の体力づくりの研究発表会

6.17 南校舎(普通教室 11、l隊員望、

校長室)完成

昭 45 2. 28 屋内体育館完成

3. 陥 落成式挙行 (学校、PTA共催)

昭 47 2.28 正門前舗装、北西門取付

3. r児童の社会性育成の実践栴導J

教頭氏名 鈴本利恵子

附 58. 3.~ 体育館屋根等の塗袋、大プール

ビニーノレ張り、南校舎内装改修

|昭 59. 7. 北校舎廊下の張 り替え

8 中庭の舗装及び排水溝の整備

I1B 60. 6.29 創立 20周年記念六小子どもま

つ りを行う

円形花寝完成

11~1 61. 9. 北校舎窓枠交換工事完成

12 校庭南側生垣完成

H白63.8 体育館の床 ・壁面改修

1 J. 12 第 l回音楽会開く。この年より、

学芸会、展覧会、音楽会を順に

行う

平 1. 8 北校舎玄関、下駄箱新設

平 2. 3. 1 ランチルームが新装なる

発表 (市研究協力校 ) I 2 雌代校長氏名

4. r考えさせる綬業への手だてJ

発足

昭 49. 4 南校舎 3階上旬築(普通教室 5、

7T楽室、竹思宅tI) 

5 南門完成

昭 50.3.18 49年度者I1愛鳥モテソレ校に指定

tI. 1 32学級にまで児童が地加

6. 28 開校十周年を祝う会

12. 22 東京都選挙管盟委員会より感謝

sB 52. ]. 10 

4. J 

n召54. 9. 

昭 56.11. 18 

HG581116 

27 

状を受ける(永年選挙ポスター

コンクーノレに協力したため)

体育倉庫完成

日野市胞が丘小学校分雌

北校舎非常階段完成

六小こどもまつ りの実施

展覧会開催(昭和42年以来 16

年ぶり)

氏 名 年月~年月

)JII々 美良英 昭 40.4. 1 ~昭 43. 3. 31 

自軍伴敬次郎 附 43.4. 1 ~昭 46. 3. 31 

新海 圭 ニ nB 46. 4. 1 ~昭 50. 3. 31 

安積利治 昭 50.4. 1 ~昭 53. 3. 31 

光永久 夫 昭 53.4. 1 ~昭 57. 3. 31 

石井 ニ 土 昭 57.4. 1 ~昭 62. 3 31 

rl7 水七郎 昭 62.4.1-平成 4.3.31 

小幡 建 平成 4.4.1 ~現在

3. 地械の環境

日野市開発の先駆けとなった多摩平団地とi怖

かな住宅地域の中に位位し、近くにコニ カ、 富

士電機、帝人、千代田自動車等の工場がある。

1f桁機の騒Tfはあるが教育的環境は比較的よL、。
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4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

本校の教育は法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、民主的社会人としての人間形成の基礎づ

くりを目指し次の目標を定める。

0 身体と心をきたえる子

0 考えながら学ぶ子

oみんなと 仲ょくする子

oがんばりぬく子

o進んで働く子

o生きものを大切にする子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.豊かな心をもち、たくましく生きる児童をめざす。特に「身体と心をきたえる子Jr進んで働

く子」を重点目標に掲げ、知・徳・休の調和1のとれた児童の育成を基盤にすえ、自己教育力を高

める教育活動の充実を図る。

イ.児童の自ら学ぶ意欲を育てるために、 学習の基礎的基本的な内容を重視すると ともに、個性と

能力をひき出す教育活動の充実を図る。

ウ.具体的な学年 ・学級目標を設定し、その具体化を目指す。学年・学級聞の協力体制を強め効率

の高い教育活動の展開と、教師の研修・研究を惟進し、学年・学級経営の充実に努める。

ェ.生命を大切にする児童の育成をめざし、すべての児童の交流を大切にし、相互理解ーと協力の機

会を設定して、思いやりの心の育成を図る。

オ.聞かれた学校を目指して、児童 ・教師・父母の交流と地戚の連けいを図る。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o研究主題「白から学ぶ子どもを育てる指導法」について追求する。特に生活科重点とした体験

的活動を中心に学習指導法の改善充実を図る。

o研究や日々の授業を通して体験的活動を重視した学習や問題解決的学習を推進する。

o児童のつまずきをな くし、基礎基本の学力を充実するため、学年を中心とした研究を推進する。

イ.道徳

0 心ゆたかで、助けあい、認めあ う、人間関係の育成をめざす。

o進んで‘はたらき、最後までがんばる態度の育成をはかる。

o動摘物を愛護することを通して、生命の尊厳についての意識を育てる。

o直接体験や活動体験を通じ道徳的実践力を高める。

ウ.特別活動

0 学級活動の充実を図るため、児童の自発的・自治的活動を促すとともに進んで働く機会を多く

する。

o児童会活動を楽しい学校、規律ある生活をめざす児童の自主的な活動の場とし、特に委員会活

動、学級活動との関連を強める。

0 楽しいクラブ活動をめざし、児童相互に協力し、助け合う自主的な活動を大切にする。

(2) その他の活動

0 たてわり集団を組織し、呉年齢集団における助け合いや遊びの機会を多く し、 責任や協同等の自

覚と意識を育成する。

0 児童の創意を大切にし、自発的に参加できる行事を企画実践する。

no 
n
H
d
 



o福祉福読本の活用や地域の福祉施設との交流を深め、福祉教育の充実を図る。

(羽 生活指導 ・進路指樽

〈生活指導〉

o進んで働く態度とがんばりぬく力を育てる とともに、基本的な生活習仙の定着化をはかる。

o心身に陣害のある児童に対し、共通理解をはかり、学校全体で見守り、育成にあたる。

0家庭や地域との連燐を深め、協力しあ って児童の健全育成にあたる。

6 本年度の研究謀題

今年度綬業研究のテーマを「自ら学ぶ子どもを育てる栴導法の研究」と定め、特に体験学習のあり

方を追求し、豊かな心をもち、たくましく生きる児童像の具現化をめざす。

又、 日常の学習態度を育てるために、特に「聞くこと」の栴噂も全校で取り組んでし、く。

7 本校の特色

(1) 児童、教職員一体となって、花担、 自然、林、情操池を整備充実し、学校緑化と情操教育に効果を

あげている。また、都の愛鳥モデノレ校となり野鳥の愛護にも務め直接体験活動の充実の一環として

いる。

(2) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

・多摩平団地の造成に伴って新設された団地校で-ある。

-児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強L、0

・保護者の教育的関心は高く、保護者会の出席状況はよし、。

8 その他(教職員の研究腔)

川そ 研 究 員 海外派遣

村上悦子(45梓栄) 小 幡 建(57 ) 

2 小幡 建(53埋科)

3 清水良夫(54 地)

4 鈴本不lJ.m、子 (59国語)

5 川井田和子('jZ2道徳)

6 佐藤静雄仔2社会 )
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学校 名

所在地

電 言百

11煩 E各

児童数

校長氏名 香 川 善平

1 沿革の概要

明 6. 5 三沢医王本堂を仮校舎として

開校、潤徳学会と 称す

明 11.11 三沢 701 番地に移転し、 ìl!fl~@

学校と称し校舎を新築する

明 20.4. 校名をif!fj徳尋常高等小学校と変

更

明 26. 4 校名を潤徳尋常小学校と変更

明 34. 4 校名を潤徳尋常高等小学校と変

更

明 42. 5 分学校昭最尋常小学校を廃止し、

落川分校とする

昭 16. 4 校名を世l徳国民学校と変更

昭 22.4 校名を七生村立j悶徳小学校と変

更

昭 27 5 創立 80周年記念として、白鳥

省吾作詩、信時潔作曲の校歌を

作成する

昭 33. 2 校名を日野町立潤徳小学校と変

更

H百34.4 給食調理室完成

昭 37.10 大 ・小プーノレならびに更衣室完

成

昭 38.11 校名を日野市立潤徳小学校と変

更 (90周年記念式典挙行、記念

事業として水棲動物園、河川模

型完成)

11召40.12 安全教育優良校として者11教委及

昭 41. 3 

昭 44. 2 

9 

び都学校保健会よ り表彰される

現在地に鉄筋コンク リート 三階

建防音校舎完成、落川分校廃止

屋内体育館落成

日野市立日野第八小学校分離開

校

日野市立潤徳小学校

日野市高幡 402番地

0425-91-0409・0410

京王線高幡不動駅下車北へ徒歩 5分

男 180名女 143名計 323名

教頭氏名 影 山

IIB 45 4 

H召46. 2 

4 

AB 48 5 

昭 49. 4 

H召52. 4 

sB 55. 9 

昭 55.-57 

H召58 2 

5 

sB 60. 2 

昭 61. 8. 

sB 62. 1 

昭 62.7.-8

sB 63. 3 

昭 63. 8.-

平元.3 

平元.7.-9 

平元.7.-8

平 2. 8 

司z 3. 8 

2. 歴代校長

健

日野市立百草台小学校分離開校

日野市研究協力校として 「学級

指導の計画と実践」の主題のも

とに研究発表協議会を開催

普通教室 9教室、学校図書館噌

築

開校百年記念式典挙行記念碑植

樹完成

日野市立南平小学校分隊開校

日野市立程久保小学校分離開校

校庭整備完了

校舎内の塗装完了

研究発表会(国語)

開校 110周年記念式典挙行

研究発表会(全学級公開、 国語)

体育館ノ〈スケッ トゴーノレ新設

プールのフェンス工事完了

家庭科室、音楽室改修工事完成

フ.ーノレ ・シート防水完成、図書

室本館に移動 ・新設

外壁、放送室、体育倉庫改修工

事完成

体育館補修工事完成

理科室のガス ・水道工事完成

3階普通教室 ・廊下塗装、 ロッ

カー改修

音楽室 ・21潜普通教宅 ・廊下塗

装、 ロッカー改修

氏 名 | 年 月~年月

大塚四郎右衛門 | 創 立

覚弁論 l見|明 9.J2-明 1L 11 
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3 平11 山 作太郎 明 11. 11 ~明 1 5. 1 1 17 広井博昭 昭 3 4~昭 7 9 

4 土方高久太郎 明 15. 11 ~明 17 2 18 重松正顕 昭 7 9~昭 14 7 

5 宮倉保五郎 明 17 2~ 1別 1 9. 10 19 鈴木皮蔵 H召14 7~昭 22 2 

6 小宮太之助 明 19. 1 0~別 20 10 20 赤坂冗春 Hs 22 2 ~il~ 27 9 

7 須 山o和欣 rYl 20. l O~別 3 1. 3 21 塚 Aに 正 昭27. 1 O~fI自 3 7， 3 

8 小宮浦一良11 明 31 2~別 34 4 22 尾 崎 半 次郎 昭 37 4 ~1Ii'1 41 3 

9 加 l悠菊次 郎 i別34 4~明 36 23 塚本 正 昭 41 4~1沼 43 3 

10 佐 l放良輔 IYJ 36. I ~別 42 4 24 1体J国木桂次 日召 43 4~昭 47 3 

1 1 f中倉与 一 ゆ142. 4 ~明 43 4 25 足野正男 昭 47 4~昭 5 1 3 

12 荒木田 大夫 明 43 5~明 45. 3 26 村 l坦守正 昭 51 1~昭 55 3 

J 3 小宮淵一良11 IYl "5 4~大 1 2 3 27 黒沢{米紙L u召55 4~昭 6 1. 3 

11 平 杉』友 大 12. 4 ~大 1 3 3 28 篠宮忠男 ili?r 61. 4 ~il~ 62 3 

15 矢沢久司 大 13 3~大 1 4 9 29 石 J込 健 u召63 4~平 4 3 

16 小泉栄 一 大 14. l O~附 3 3 30 朽: 川 善平 平 4. 4 ~ 

3 地j或の澱境

南に多j窄丘陵がAなり、北は浅川が流れ、東西に!日国が広がり、1'1然環境には恵まれていたが、放

近急激に団地や住宅がふえ、ベッ ドタウンとしての綴相を呈するに至った。

*1'9にメtる川崎街道の交通世も激庁lし、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践!J:子大学、r!j:j.li大学、中央大学生の通学に、休日には、高幡不動噂、多摩動物公園、多摩テック

等の行来に If~幡不動駅を小心にその乗降筏:でにぎわっている。

4 教育 FI-e's

敬愛

II LO 

勤 労

0考える子

0はたらく子

0心ゆたかな子

o健康なチ

学校の教育日傑を達成するためのぷ本万針

人IHJJ?<J.霊の精神に微し、心身ともに健康で人間性泣かな児置の育成をめざすと共に、教育同標達

成のため、 r n主的に問題に取り組み、やりぬく子どもを1守てる」ことを指導の重点として、生慌

にわたる学宵の恭礎を培う教育を推進する。

① 児ri!の実践に日11して具体的な学年 ・学級日棋を設定し、その只現化をめざして学年 ・学級経'白

を充史する。

② 教育所動全体を)ulして、山首Tが(iJ三的 ・ci発的に参加できるように配慮する。

③ 児童が主体的に学宵する能)Jの育成をめざし、段業研究を全員の協力のもとに推進する。

④ 保護者、地域とのA悦を深め、教育内容の充実につとめると共に、聞かれた学校をめさ.す。

5 指導の誼点

(1) 各教科、道徳、特別所動

7.科 教科

① 児TEひとり一人の個性、能力をノi三かす学習桁滋法を工夫し、法縫的基本的な内鮮の徹底を図

る。

@ 地域の(l然や文化をノ1::かした体験的学習をとり入れ、 (1ら侠きる力を育てる。
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③ 自主的 ・意欲的な学習態度を育て、生涯にわたって学ぶ力の基礎を培う。

イ.道徳

① 教育活動全体を通して、生命毒事重 ・他を思いやる心を育て、基本的生活習伯を身につけるよ

う指導する。

② 道徳、の授業の充実を図り、道徳的実践力を育てる。

③ 児童相互 ・児童と教職員との信頼関係を深め、望ま しい人間関係を育てる。

ウ.特別活動

① 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達を図り、個性を伸長する。

② 主体的な活動を通して、集団の一員としての自覚を深め、協力してより良い生活を築こうと

する自主的・実践的な態度を育てるo

(2) その他の活動

① 学年を越えたたてわりの交流により、社会性や連，治感を育てる。

② 委員会活動やその他さまざまな活動の場を通して、すすんで働き、物事をな欲的にやりぬく態

度を培う。

③ 「読み聞かせ」の時聞を設け、豊かな情操を高める。

④ 地域の豊かな自然、や文化に親しませ、自然、や文化を大切にする態度を育てる。

⑤ 国際的な視野を持ち、進んで国際理解の教育をすすめる。

(3) 生活指導 ・進路指導

① 教師と児童、および児童相互の心のふれあいを大切にする。

② 教師と児童との信頼関係および児童理解にもとづき、児童の個 に々応 じた指導に努める。

③ 全教職員の共通理解のもとに、基本的生活習聞の定着を図る。

④ 児童の健康に安全を確保し、危険防止に努める。

⑤ 家庭および地域との連携を深め、協力して指導にあたる。

6 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究(図画工作科)

7. 本校の特色

創立119年の歴史と伝統をもっ学校である。間徳小を母校とする父母、新しく住居を備えた父母、

集団住宅に住む父母等がおり、教育に対する関心や立識が多様である。

o保護者、地域との述枕を強め、教育力を高め、児童の健全育成につとめている。

0一つ一つの教育活動、経営の意義を全職員で共通理解し、教育目原の具現化につとめている。

0 とくに本年度は、教育目標の「考える子Jr心ゆたかな子」に重点をおいた校内研究及び生活指導

を推進し、教育目標の具現化につとめる。

8 その他 (教職員の研究歴)

教 育 研 究 員 そ の 他

香 川 善平 ( 4 9特活) 香 川 善平 (55. 56兵教大大学院留学 )

影山 健 ( 47算数) 香 川 善平 (58.59多摩研推委)

丸 山 まり子 ( 57給食)

反町麻佐子 ( 2 保健)
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学校 名

所 在 地

電 話

11関 路

児童数

校長氏名 内藤 康

1. 沿革の慨要

W:J 6. 5 

l児 17

明 35.5 

明 41

f沼16.4. 

IlB 22. 4 

H召32.2. 

UB 38 11. 

sB 42. 5 

H自46.3. 

UA 53. 4 

H召57. 8. 

昭 58 5 

8. 

sR 59. 1. 

11 

H召60.3 

8 

IlB 61. 7. 

H召62. 1 

宗印寺を仮校舎として開校(真

心学舎とし、L、修業年|船主 8カ年)

平山 598番地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める

校名を平山林常高等小学校と改

める

尋常科を 6カ年、高等科を 2カ

年とする

国民学校令の施行により七生村

立平山国民学校と改める

新学校教育制度の突胞により七

生村立平山小学校と改める

日野町、七生村合併により日野

町立平山小学校と改める

市制施行により日野市立平山小

学校と改める

平山 4-8-6に移転する

滝合小の新設に伴なう学区変更

平山台d旬新設に伴なう学区変更、

平山苑と京王住宅地区を分離する

校舎窓、昼上、体育館内部補修

開校 110周年祝賀式典挙行

本館南似脹矧1 特B噸嘩~t強略取替

本館北~lô1ß'用階段設置

体育館外壁改修

第二幼椛闘修転校庭鉱張

教室廊下側窓改修

正門改修

校庭蜂l也

本館北側窓アルミサッシに改修

事本館防火シャ ッタ ーお

び郎改修工都本館外壁全面塗

装工事

日野市立平山小学校

日野市平山 4-8-6

0425-91-4123・0512

京王線平山滅祉公園下車徒歩 7分

男 240名 !J:220名計 460名

教頭氏名 岡田醇美子

代 氏 名 年月~年月

初 架 義 伯 明 6.5-明 12.1 

2 大沢教之助 明 12.1 -明 20.3 

3 石井芳丸 明 20.4-明 30.5 

4 吉永信丸 明 30.6 -明 35.5 

5 小宮淵一郎 明 35.6-明 45.3 

6 古屋障司 明 45.4 -大 2.5 

7 勝又房太郎 大 2.5-大 4.5 

8 平 杉蔵 大 4.6-大 9.3 

9 上田富弥 大 9.4-大 15.3 

10 杉山 喜知太郎 大 15.4 -昭 6.3 

11 石 川雄丸 昭 6.4-昭 11.2 

12 鳥羽照司 昭11.2 -昭 13.3 

13 石谷倉太郎 昭 13.4 -昭 21.3 

14 飯塚節 三 昭 21.3 -昭 22.3 

15 田宮五郎右衛門 昭 22.4-昭 28.3 

16 森久保惣治 IlB 28. 4 -昭 34.3 

17 高橋本義 昭 34.4-昭 37. 3 

18 方日々美良英 昭 37.4 -昭 40.3 

19 後藤正太 昭 40.4 -昭 42.3 

20 安積利治 昭 42.4 - IlB 47. 3 

21 小 野 晃 昭 47.4 -昭 51.3 

22 深沢真人 昭 51.4 -昭 55.3 

23 林 元美 昭 55.4-昭 58.3 

24 伊 l燦智章 昭 58.4 -昭 61.3 

25 蓮池守 一 昭 61.4 -平 2.3 

26 内藤 E長 平 2.4-現在

- ]03-



3 地域の環境

(1) 浅川と多摩丘陵に挟まれ、西は八王子市に接する平地、旧んぼ、畑等の農地もいくらか残り自然

に恵まれた環境である。

(2) 近年は、団地、都営住宅、造成地住宅が建造され、学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道路や

続も拡張され市街化されつつあり 、他地域からの転住者が多L、。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法に基づき (特に人間尊重の精神を基調に )知・徳 ・体の調和のと

れた人間性豊かな児童の育成をめざして、次の教育目標を設定する。

①すすんで学びやりぬく子

・自ら学ぶ意欲をもち、主体的に生きる力を育てる。

-自分の目標をもち、失敗や障害を乗 り越えて最後までがんばりぬくカを育てる。

② 思いやりをもち助け合う子

・自他のよさを見つける目を育て、支え合い励ましあ う気持ちを育む。

・相手を尊重する態度 (あいさつ、言動など)が実践できるカを育てる。

③ からだをきたえ 元気な子

・すすんでからだを鍛え、たくましく生きる力を育てる。

-自他の健康 ・安全に気をつけ心身共に健全な子を育成する。

なお、本年度は「すすんで学び やりぬく子」を重点とし、自分で考え行動できることを指導の力

点とする。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

前記の教育目標達成のため、児童一人ひとりのめあてを常に明確にし、 一人ひとりの児童が、個

性や能力を発部し、自分で考えて最後まで粘り強くやりぬけるような教育環境を整えることを基本

とする。そのため、次のような方策で教育課程を編成する。

① こども主体の授業

② 教育環境の整備

③ 自他の尊重と社会性

④ たくましく生きる力

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳 ・特別活動

①各教 科

・基礎 ・基本を重視し、児童一人ひとりの発達段階に応じた指導計画をたてる。

・指導内容の精選を図り 、系統化と組織化により 、楽しく豊かな授業の創造に努める0

・児童の諜題意識を大切にした授業計画をたて、主体的探究的学習をすすめる。

②道 徳

・教育活動全体を通して、自他を尊重する態度を養い、自己抑制力をもった心を育てる0

・言語環境を整え、相互に認め合い励まし合い支え合う実践カを育てる。

-基本的行動様式の定着を図り 、社会性を育む。

③ 特別活動

・児童の兜哲、学年の発達に応じた指導を適切に行い、楽しい学校 ・学級づくりをめざす0

・児童の主体性、創造性を生かした活動を通して自主的実践的態度を育てる。

-地区班等縦割りの異年令集団を生か し、児童相互の触れ合いを広げ、豊かな人間関係を深める。
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(2) 特色ある教育活動

① 児童が主体的、 創造的に取り組む集会活動等を活発化し、 学校生活に変化と出]~、を持たせる。

② 学級 ・学年の時IUJを特設し、教師と児童、児童と児童の相互の触れ合いを通して人間関係を深

める。

③ 地域の特性を生かした様々な体験学習と地域の教育カを導入した活動を展開する。

(3) 生活桁務 ・進路指導

① 生活指導

・1'1己を縦立し、社会集団の一員として希望を持って明るく強く生きる力を身につけさせる。

• J也城や学校での生活のあ り方を白ら考え、基本的行動様式と社会規範を守った行動がとれるよ

うにする0

・1'':1他を時重し、正しく判断し行動できる児童をそだてる。

③ 進路桁導

. I'J己を見つめ、(1己実現できる児童を育てる0

.メ|三きがし、を見つけられる児童を育てる。

・常に自分の生き方を考えられる児玉tを育てる。

6 木年度の研究主題

自分で考えて最後までやりぬく力を育てる。

7 本校の特色

(1) 本校は開校 110余年の歴史と伝統を持つ学校である。児1itの巾には曽祖父母、祖父母、父時と 4

世代にわたって在校したおもあり 、地域の学校に対する愛新が強L、。又一方、学校周辺の開発が進

み、新しく肘住する者も多L、。 したがって、地以からは多憾な盟:11が多く 、また期待も大きし、。こ

の'1-'で、伝統としてt比されてきた占き良きものを大切にし、そして新しいものを取り入れることに

より 、良い校風をつくることに励んでいる。

(2) 児置は素直て、あるが、やや主体的な活動力を欠 き、ねばり強さが少なし、。そこで、今年度は 「す

すんで・学び やりぬく子」を教育 同様の重点に定め、教育をすすめている。

(3) 校内には、 130m'余 りの広い花邸、 100m'余 りのITIんぼと I，.J様の飼育小屋 ・広場があり、花や稲

の級将号、がちょうやあひる等の飼行、又、学校周辺の1'1然、を活用した体験的学消を.IU1して、児童の

心と体の育成に努めている。さらに、地棋の旧家を修築したい、ろ りの部屋(和主 )Jでの古必ーに

よる|お話会」や、 そこに版示しである 日=の段緋機A~を使っ た雌史学刊など地域の教育力を生か

したf，f;即Jを行っている。この r ~ 、ろりの部屋」 はPTA f，f;fl!I)にも山政 し、 i也械に聞かれた学校づく

りを IIj行している。

8 その他(教職員の研究舵)

〉々 :研究生 研究員 中央研 海外派巡

内 1ft J，~ 49 |付 Iffi 康 45 内 i篠 康 56 内 l綾 康 58
(体育) (体育)

2 港 澄江 59
(同語)

3 |刈 lJl ，;'~l美子平2
(学校保健)
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学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市三沢 200

電話 0425-91-2411・2412

順 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

児 童 数 男 286名女 3J 7名計 603名

校長氏名 石 川 耀子

l 沿革の概要

昭 44.1. 2 I消設が決定工事に若手

4. 1 八小関係の教員並ひVこ児童を分

縦し、 ，授業をI}H始

8 16 日野第八小学校|淵校

校長金子武夫教頭長井新

次郎着任

教諭 16名事務主事 1名が初iせ

られる

9. 1 415名の児童に転入学通知が出

されたが、校舎未完成のためそ

のまま潤徳小で段業を行う

11. 1 開校式を挙行開校記念日と決定

11. 25 校舎落成祝賀式挙行

昭 45. 1. 15 公必により校章決定

4. 1 14学級となり、 プレハブ2教室

増築

7. 15 校旗ができる

7.1625m6コースの プーノレが完成し、

プーノレ聞きを行 う

9. 7 校歌完成作詩米津千之、作

曲 渡辺浦人

昭 46. 4. 1 15学級 プレハブ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する

9.15 体育館工事着工

昭 47. 2.15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プレハブ 2教室増築

プレハプ 5教室使用

6.20 西武百草団地入居のため250名

の児童転入

昭 48 3 本校舎 8教室の噌築完了

5 校地前程久保川の工事完了

昭 49. 3. 1 校門が完成

教頭氏名 小杉博司

ue， 49. 4. 1 学級増のため、 プレハブ 5教室

を使用

8. 15 プレハブ 2教室が増設され、図

書室、教材室として使用

9.10 都水道に切替え

昭 50. ]. 20 校地鉱張西門整備完了

2. 20 第 3矧増築完了 普通教室 6、

教材室 2、非常階段、吏衣室、

自転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板

7. 15 プール市水切替工事完了

10. 25 体育館床塗償え

12. 20 砂防 (10X8m)完成

昭 52. 4.16 プレハブ教室、制理室改修工事

完了

昭 53 4. 15 プレハブ2階建工事完了教室 8、

図書室、音楽室と して使用

昭 54.3.31 プレハプ 2階建 2教室上首築工

事完了

11. 17 開校十周年記念式典

昭 55 3 31 三沢台小学校を分隊

プレハフ'全教室を撤去

1Ie， 57. 9.10 運動場全面改修完了

昭 59. 8.31 防球フェンス (5X90m)完成

図書室 (2教室打抜き)完成

昭 60. 9.26 花担防球フェンス(5x35m)完成

花庖i曽設 (5x1.5m，3ク所)

フ.ーノレ更衣室通路舗装

昭 61. 3. 24 体育館屋根塗装 ・雨どい工事完了

8 27 体育館照明設備新設

昭 62. 1.31 プール機械室改装

平元.8.31 西校舎屋上改修

平元.11.25 創立 20周年記念式典

平 3.10.7 ランチルーム完成使用開始
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2 歴代校長

氏 名 年 月~年 月

金 子 武 夫 昭 44.8 - 48. 3 

岡本省 吾 昭 48.4 - 53. 3 

古 谷 洋 太 昭 53 4 - 58. 3 

糠谷 義 一 昭 58.4 - 63. 3 

草 苅 和 志 昭 63.4-平 3.3 

石 川 耀 子 平 3 4 - 現在

3.地減の環境

学校は、 J~l王線高幡不動駅と百草園駅の中間に位位 している。学区は東西に細長く 、 学校まで徒歩

で 40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上にあり、田をつぶして住宅 ・商広が建設され、都市

化が著しL、。 通学路の殆んどは、旧農道のため細長く 曲りくねっていて危険な所もある。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法に基づき、人間尊重の精神を基調として、本校の教育を行う。 社

会の変化に対応して、主体的に判断や行動ができ、個性豊かで、生涯を通して学び続ける人間の育

成をめざし、次の教育目標を定める。

ア.健康でたくましい子ども

イ.美しくゆたかな心の子ども

ウ.深く考えやりぬく子ども

ェ.力を合わせはげみあう子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための北本万針

ア. r深く 考えやりぬく子どもJを重点門標に、広く国際社会に役立つ児童、生徒学び続ける児苛

の育成を図る。

イ.全教育活動を通して人権時危の精神を培い、互いに認め介い、 支え合い、励まし合う態度を育

成する。

ゥ.児?置の実態にJ1IJした具体的な学年 ・学級 日棋を設定し、その具現化をめざし、一人一人を大切

にした学年 ・学級経'出・を充実する。

ェ.校内研究 ・研修を充実し、格羽力を高め、児?itに学ぶ楽しさや喜びを蜘つわせる。各教科の基

礎的 ・基本的内容の定清を凶 り、 一人一人の児童の個性 ・能力を仲良:する。

ォ.家出 ・j也戚との連似を深め、1ω耳目の特性を生かした教育活動や体験的学習活動を工夫する。

カ.心身に障苫のある児童のsJlj砕を深め、f行滋を充実する。

5 指却の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o児Titの発述段階に即して、)，!;鍵的抜本的内特の桁蒋を徹ほし、一人一人の能)J・適性をイ11'長す

る。

o児j'111'lらが乍ぶ学習がi動や桁部法を工夫する。

0 地域の特'JtEをやかした体験的なfi号車bをrn似する。

イ.道 徳
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0 全教育活動を通して、豊かな感性や自主性を涌養し、人間としてよりよく生きぬく心を育成す

る。

o道徳の時間の充実を図り、道徳的実践力を高める。

0 学校や地域社会を見直し、郷土や自然を愛する心を育成し、人と人との関わりを深める。

ウ.特別活動

o児童の主体性 ・創造性を生かした活動(八小祭、全校遠足等 )を通して、自主的 ・実践的態度

を高める。

0 児童の共働 ・協力活動を通して、助け合い学び合う 心、八小の一員としての連帯感や豊かな人

間関係を育成する。

(2) 特色ある教育活動

0異年令集団による活動で、連待感 ・責任感を育成する。

0 家庭 ・地域 ・関係諸機関との連肢を深める。自然環境 ・文化財の愛護 ・活用を図り 、老人福祉な

どの指導にも目を向ける。

0心身に障害のある児童に対し、共通理解を図り、 学校全体で見守り、育成にあたる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0 全教職員の共通理解のもと、基本的生活習慣の定着を図る。

。 「八小八つの約束」を拠所に、集団の秩序と安全に対する指導を徹底する。

0 家庭、地域、関係諸機関と緊密な連携を図り 、児童一人一人の成長過程における課題に的確に

対応する。

イ.進路指導

o児童のもっているよさを認め、励まし、 一人一人の児童の個性や能力を開発する。

o全教育活動を通し、児童が課題をも って生涯学び続ける態度を育成する。

6 本年度の研究主題

「児童の主体性を高める指導法の研究」

7 本校の特色

① 「きれいな学校JI明るいあいさつJI正しいことば」が、本校の努力目標である。全教育活動

を通して、学習 ・生活 ・言語環境の整備に努めている。

② 思まれた地域の自然環境や文化財を活用し、 フィ ールドワーク等の体験学習を日常の教育活動に

取り入れ、 学習に対する興味 ・関心を高め、郷土を愛する心を育てている。

③ 地域と連撹のもと、 3~6 年児童のサッ カ ークラブ員が、 放課後、練習に励んでいる。サッカー

技術の向上、体力づく り、 チームづく りを通して、健全育成の面で大きな成果をあげている。

8 その他(教職員の研究歴)

な崎空 研究 員 開発 委員 研究 生 道徳助言研・ その他 |

丸 カズ子(52・図工) 小杉博司(61・社会) 石川 耀子(53・幼児) 石川(61耀・道子徳助言研)

2 小杉 博司(57・笹会)字野有斐子(元・道徳) 小(6杉3・教博材限司再発社会)

3 石岡 房子(63・国語)丸 カズ子(4・図工) 宇野(3有・斐道子徳、助言研)

4 小津 和子(元・保健)

5 小島 義範(4・1持活)! 
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とど' 校名

所 在 地

~l! 話

I1闘 路

児童数

校長氏名 小笠原 久雌

1 沿ltiの概要

昭 44.8. 2 校舎新築起工

12. 1 日野市立澗徳小学校1:J1立台分校

として制徳小学校内で、段業開始

1I?1 45. 4. 1 日野市立口草台小学校と して新

校舎に移転開校する 学級数 8、

児童数 118名、教職員 16名、市

職員 3名

6. 1 開校式挙行、 6月l日をIJ日枝記

念日とする

昭 46. 3. 8 校旗、校歌発表会をI，Mき、 3月

8日を制定記念日とする

4.30 校舎北側の埋立工事完了

7. 31 プール工事完了、大プール、小

プール、 シ ャワ一、 ~A-:;室、 機

械室竣工

昭 47.2. 12 調理宅火入れ式、調理開始

6. 17 体育館完成

昭 48 9. 26 校舎新築工事開始

fI{J， 49. 3. 31 桶築 7教寝竣工

n{:{ 51 3. 20 地築校舎完成普通教宅 9、図

工宅 1

昭 54.5 31 l}f~校 10 周年記念式挙行記念

誌、タイムカ プセノレ作成

10.31 校庭l有sWの附段上に正門戸高成

IIA 4. 1 学区域変~により、仰が丘団地

が本校ヴ:1)(:に制人される

UB 58. 8. 6 底上フェ ンス取持完 f

9. 7 校庭改修工都完 f

nR 61. 4. 3 

H討62.3.19 

n{1 63 2. 8 

6. 25 

小プールl伝改修工事完 f

校庭刊I"J改修工郡完了

本校舎南1m外壁修.I!ll及び骨盤装

A V l~i設FI工事完了

日野市立百草台小学校

日野市百草 999

0425-91-0997・0998

京王線両幡不動駅より百草団地行きパスにて
lヨ草センター下 車 徒 歩 5分

男 238名女 22;J1"， ~-j- 462名

教頭氏名 上田沼 二

fI?l 63 9. 10 外壁塗装工事完了(ぶ校舎北面)

平 1. 2.21 プール管理棟外壁修理塗装完了

1. 10. 3 体育館、補修、改修工事完了

(床面、外壁塗装含)

.ip: 2. 3. 10 新校舎漏水配管修理完了

5.18 アメ リカンスクール訪問

7. 21 屯動バスケットポール設置

8. 3 給食室シャッター取り付け

10. a プール、足洗い場設置、とびこ

み台撤去

1116 開校 20周年記念式挙行 記念

誌発行

IZ 3 3.29 クーラー設世 (保健室 )

8 30 給水管改修工事完了

~f 4. 3. 31 飼育舎新設

2 1:1世代校長

氏 名 年月~年月

附本省吾 45 4. 1 - 48. 3. 31 

村[fl安正 48. 4 1 - 51. 3. 31 

rn '-1-'春リJ 51. 4 1 - 55 3 31 

竹内朽ー汗? 55. 4. 1 - 58. 3. 31 I 

志賀~治 58. 4 1 - 59. 9 8 

村松微 ー 59. 10 1 - 63. 3. 31 

.. 立 刈 舟 ー 63 4 3. 3. 31 

小牧lJR 久 雄 3. 4. 1- 現 在

3. 地械の環況

11野市のl句点fmにあ って、多摩丘陵に造成さ

れた、行革団地と悔が丘団地とが主な学区域で

ある。
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団地の内外ともに起伏が多く 、まわりには緑豊かな、静かて-変化に富んだ高台がある。

眼下には、浅川がゆっくりと流れ、その向うには日野市外に続いて立JlIまで一望することができる。

近くには多摩動物公園や百草間等があり、日眼目には都塵をさけたリクレーションの人々でにぎわ う。

自然にし、だかれたよい環境といえよう。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法の精神に基づき、児童 ・地域の実態をふまえ 、これからの社会を担う児童に、

健康な体と、自ら判断し主体的に行動するとともに思いやりとたくましさを持った心を育てるため

に、下記の四つの目標を設定する。

o元気な子ども o考える子ども

0働く子ども o助け合う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育目標の達成に向けて、自らよく考え行動できる児童の育成を指導の重点として、創立を生か

した教育活動の充実を図る。

・全教職員の共通理解のもとに組織的計画的に全教育活動をすすめる。

-基礎的基本的内容を身につけさせ、児童が自ら学ぶ力を培う授業の創造に第める。

・自ら、健康の保持、体力の向上をはかる能力 ・態度を児軍一人ひとりに育てるとともに、思いや

りとたくましさを持った心を育む指導の充実を図る。

-児童の個性や特性を教師、 児童相互が認め、更によりよい伸長をめざして、励まし協力していく

姿勢を大切にする。

-児童の学びの場として、落ち着いた、目整理整頓された環境の美化、 整備を図る0

・聞かれた学校をめざし、家庭、地減、 学校の連扱を衝にし、相互の理解と協力のもとに児童の教

育にあたる。

5 指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各 教科

児童自らが考え、主体的に取 り組む学習をめざす。

-基礎的基本的事項を児童一人ひとりに身につけさせるとともに、児童の興味、関心を大切にし、

児童の学習過程や学ぶ姿勢に視点をあてた授業の展開に第める。

・指導に体験的学溜を取り入れ、その体験に基づく 児童一人ひとりの学習への闘わりを大切にす

る。

イ.道徳

虫かな体験を通し、自他の生命の尊さや人と人の心のつながりを大切にする実践的態度や行動

を、道徳の時間の指導だけでなく全教育活動を通して育み、人権を尊重し平和を希求することの

大切さを自覚させる。

ウ.特別活動

児童の個性 ・特性、体験、創立が生かされ、児童が喜びをもって主体的に参加する望ましい集

団活動をめざす。また、活動を通して、心身の健康や安全、泣かな情操、望ましい人間|刻係等、

人として調和のとれた発達を図る。

(2) 特色ある教育活動

・都立七生養護学校との心身障害児埋解教育の推進協力校として、交流教育の発展、充実をはか り、

児童に豊かな人間性を培う。

nu 

旬
4
4

旬

B
A



-読書指導を通して、思考力や鐙かな情操を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・よく聞くことを重点として、教職員の共通理解により児童の成就感、達成感を大切にした指導

を基に、基本的生活習tcrや集団生活におけるきまりの遵守、安全な行動等を児童が主体的に身

につけるよう努める。

・教育相談に関わる問題には、正しい児童理解の基に組織的にあたる。

イ.進路指導

・生活全般の体験を通して、児童自 らが自他の長所、短所、相違を発見し、 その長所は伸長し、

短所は改めるなど自己を向上発展させる意欲や態度を育てる。

6 本年度の研究課題

「考える力を育てる指噂法の研究」

一一一教科指導を通して一一一

1 本校の特色

在学児童のおよそ 85パーセントが、住宅公団百草団地から通学する児童であり、いわゆる団地学校

である。そのため通学路は整備され、専門の遊歩道が通学路となり、安全性は極めて高いが、学区域

は狭い。変化を求め土のにおいに無I~艮の魅力を感じているのが本校児童の実態である。

特色ある行事

o毎週木曜日を児童集会とし、勤労体験的内容(草とり集会、石ひろい集会他)も加味した児童主

体の活動をする。

o心隙理解教育推進協力校として、近隣の養護学校との交流に力を入れている。

8. その他(教職員研究歴)

7々を 研 究 員 開発委員

小笠原 久 雄 (49.特活) 小笠原 久雄 (55.特活)

2 上回憲 二(62教育謀題)

3 高橋茂子(3 特活)
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学校名 日野市立滝合小学校

所在地 日野市西平山 2-3-]

電 話 0425-83-5172・5173

11頂 路 京王線平山城祉公園下車 徒 歩 10分

児童数 男 329名女 301名計630名(4月 7日現在)

校長氏名 草 刈 喜 教頭氏名 八木文 夫

1 沿革の慨要

昭 44.12.26 敷地附入(仮称第 11小学校)

昭 46. 3.31 南校舎(A棟)完成。プレハプ

校舎仮設使用

4. 1 日野市立滝合小学校開校

20学級編成、教職員 27名

市職員 6名

4. 6 第 1回入学式、始業式

4.30 運動場体育固定施設の設置

5 30 北校舎 (B棟)完成

6 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足洗場完成

6. 30 給食室竣工

7.20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花檀 ・池完成

12. 1 校章、校歌制定

昭 47.1. 21 エル ・サルバドル国教育局次長視

察

2. 20 体育館 ・校内通路完成

2. 25 落成式

3.25 第 l回卒業式(卒業生 78名)

昭 50.2. 18 体力作り研究発表

4.~ 校庭植樹 250本

昭 51. 8. 動物園完成

3 旭が丘小分離 (児童 201名)

4 校庭内に学童保育庁i完成

昭 53. 9. 26 校庭全面整備完了

昭 58. 8 中庭舗装排水工事完了

昭 59. 8. 30 給食室タイノレ ・壁修理完了

昭 61. 5. 6 体育館内工事完了

昭 62 1. 29 プールシート 防水加工工事完了

2. 6 シューテイングボード工事完了

8.31 A棟外装工事完了

昭 63. 8.31 B棟外装工事完了、校庭南側フ

平 元.8. 31 

平 2. 8 

平 3. 8 

ェンス移設工事完了

給食室ダム、ウェータ工事完了

校舎北側舗装

外部水飲み場改修、 A棟 1階廊

下塗装

2 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

峰岸敬次郎 昭 46.4 ~ 50. 3 

鈴木英夫 昭 50.4 - 53. 3 

梅田 茂 昭 53.4 - 56. 3 

鈴木敏郎 昭 56.4 - 59. 3 

野口昭平 昭 59.4 - 62. 3 

有泉徹郎 昭 62.4-平 3 

草 刈 喜一 平 3.4-現 在

3. 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南に

浅川が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く。

周囲に回畑が多く、屋敷森等も残る田閣の中に

位置している。小鳥のさえずりも聞かれ、冬に

は浅川周辺に数多くのわたり鳥がみられる。

しかし、 学校周辺には数多くの住宅が建ちつ

つあ り、児童数は多く 、日野市の学校の中でも

一二といわれるほどになっている。学区成は、

中央線の南側まで広がっており、通学時間で30

分ぐらいの児童もいる。

近年、学校前の道絡を通過する自動車が増え

交通事故の危険は桶大しつつある。

ヲ
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4. 教育目標

本校の教育は、 日本国憲法、教育幕本法、学校教育法に基づき、東京都教育委員会並びに 日野市教

育委員会の基本方針である人lirl尊重の精神を基調と し生慌にわたって学び続けるための基礎を培い、

地域社会の特性や児童の実態をふまえ、白ら進んて、人格の形成に努める児童を育成する。

ア.健康でτたくま しい子ども(心と体の健康 )

イ.勉強に努力する子ども (本気で取 り組み、恨気よく努力する)

ウ.進んで協力し、実行する子ども (心のふれあいと友情の育成 )

ェ.生きものをたし、せつにする子ども (思いやりと信頼 )

・学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・情 ・;芭 ・体の調和lのとれた児童の育成をn析し、日常の授業の充実を図 り、 児童一人一人の個

性、能力を尊重した桁導を推進する。

ア.教育目標を具体化するために、学年、学級の:tf態及び児叢の発達段階に日Ilした具体的 目標を設

定し、 日常の実践ff，動をすすめる。

イ.学習梢導においては、児?をに学習諜題をつかませ、その議長題解決にあた っては、個性を生かす

授業の展開を工夫してし、く 。

ウ.法本的生活習慣、仁|主的生活態度について、教職員の共通浬解を深め、相互指導体制を縫立し

児童の栴導にあたる。

ェ.個々の教師の特性をノ1::.かし、協力的で創立あるffi動を重視し、学年、学級経営を推進する。

ォ.地域の自然や文化財を採り入れた教育所動の充実を図 り、家庭、地域との連燐を深め、児童の

社会性を育てる。

5 梢ifiのm:点
(J) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

1 )各教科の 11棋をふまえて、児童の実態にJ1IJしたiH11刊を立て、必本的基礎的事項を権実に身に

つけさせる。

2) 児竜一人一人の能力や特性を十分にJ巴握し、一人一人を生かした桁導を行う。

3) 児取が，t，心になる学習桁~qを展開してし、くために、 教材教民を整備活用 し、 学習意欲の喚起

をはかる。

イ.道徳

教育活ÚYJ全体を通して、 児 ~i1にi:JEかな体験を さ せ、心の内面にある道徳、性を伸長する。

道徳の時1/¥1の充実を凶り 、各教育r.t;!fYJで府われた道徳的実践力を史に伸長する。

ウ.特別活動

1 )児童の思考力、創造力、表m.力を113め、 (1t.性を仲ばし、一人一人を積極的にさせ、感動と

再びのある活動を行 う。

2) 集団の成μとしての11党を向め、CI}三性、社会性を縫い、個性の伸長を図る集団活動を吏に

充実させる。

3) 児Tiiの1'1}三的実践)J と_lli，H r感を向めるために、 ~bÍ!Ïf，-十 IIJÜ を作成し、 協力し合いながら実践し

ていく態度を育てる。

(2) 特色ある教11活動

1 )地域との行事との供1.i!ßを凶るなど創立ある~lÏ'活動を充実する。 稲作や学校闘での栽培活動な

ど勤労生産的な体験学科'を推進する。

2) 委品会所助、 グラフ'所動、 集会活動を充実し、 )'~年附集団での r.可動、 交流を意図的に行う 。

3) 学校の教行環境の戦術、長化を右'i極的にすすめ、勤労の精神を培う。j:也戚にも 円を向けさせ、

113ー



開かれた学校づくりをすすめる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

1)基本的な生活行動様式や規律ある生活態度を定着させながら、地峡及び家庭と密接な連携を

とっていく。

2) 児童一人一人のよさを発見し、互いに認め合う 心的環境を整え、より一層個性を伸ばそ うと

する意欲を高める。

イ.進路指導

1 )自分自身を見つめ、将来を考えられる児童を育てる。

6 本年度の研究主題

子どもが意欲的に学ぶ指導法の研究 一一 地戚の素材を生かして 一一

昨年度作成した副読本を使用して研究授業や協議を行いテーマにせま ってし、く 。又、研究をすすめ

ながら、副読本の足りない部分の資料を集めたり、訂正を加えたりして、よりよい副読本の改訂をす

すめてし、く。

7 本校の特色

校地面積 20，458m2

とい う恵まれた校地の中に 1周 200mのト ラック、バスケットコ ー ト二面、 二

の字形にならんだ校舎、周辺部に動物園、プーノレ、体育館があ り、落ち着いた空間を作っている。

児童は全般的に素朴・純情・ 素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多い。保護者の学

校教育に対する理解は深く、極めて協力的である。学校行事には積極的に取り組み、大いに内容を盛

り上げてし、る。交通安全指導ではPTAと協力して主体的に計画実施するなど、 学校と家庭との協力

の突をあげている。

0たてわり班での全校遠足

o児童会主催、学区オリエンテー リング

o児童の意見を生かしたク ラブ活動

8 その他

沢更 研 究 員

1 草 刈 喜 一 (51止Tと合U 言 ) 

給食

2 八 木文夫 (59体育 )

3 林 亀 三 (57体育)

4 平島孝夫 (平3算数 )

o児童会実行委員会の活躍による運動会

日自 発 員

林 亀 三 (63体育 )
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学校名

所在 地

電 話

JI闘 路

児童数

校長氏名 J長島政邦

1 沿革の慨要

昭 46.8. 7 校舎新築工事起工

昭 47.3. 10 日野市立高幡台小学校と して開

校

鉄筋三階建校舎普通教室 12、

特別教室 4、特別室 9、学級数

12、児童数 402名、教職員 18

名、市職員 2名

5.27 高幡台小学校 PTA設立総会

6.24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プール完成、プール開き挙行

昭 48.2.24 校紙、校歌制定

3. 24 第 l回卒業式

卒業生 1学級 33名

10. 6 体育館孫成式

昭 49. 3.25 第 2回卒業式

卒業生 2学級 461可

4. 1 第一期地築工事完成

普通教室 9、図3宅 l、職員室

改造工

昭 50 3.25 第 3回卒業式

卒業生 2学級 55名

昭 51. 3.25 第 4戸|卒業式

卒業生 2学級 63名

昭 52. 3.25 第 5101卒業式

卒業生 3学級 97:fC， 

sB 53. 3. 25 第 61可卒業式

卒業生 3学級 78:fCr 

4. I 第二WJ工事完成

普i泊教5長9、特別占攻守宅3

昭 54.3.24 第 7回卒業式

卒業生 3学級 98:fC， 

昭 55.3. 25 第 8回卒業式

日野市立高幡台小学校

日野市程久保 550

0425-91-7011・7012

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスにて
5分高幡台団地下車

男 210名女 184名計394名

教頭氏名 山 下法昭

卒業生 3学級 108名

H召56.3.25 第 9回卒業式

卒業生 3学級 1J 6名

st{ 57 3.25 第 10回卒業式

卒業生 3学級 127名

PB 58. 3.25 第 11回卒業式

卒業生 3学級 109名

I1R 59. 3.31 非常階段(旧館 )完成

I1B 59. 3.25 第 12回卒業式

卒業生 3学級 137名

PB 60. 3.25 第 13回卒業式

卒業生 3学級 134名

l明61. 3. 25 第 J4回卒業式

卒業生 3学級 J20名

ilR 62. 3.25 第 15回卒業式

卒業生 3学級 109名

i1R 63. 3.25 第 16回卒業式

卒業生 2学級 84:t， 
平元.3.25 第 17回卒業式

卒業生 2学級 9J:名

平 2. 3.24 第 18回卒業式

卒業生 3学級 89名

3jZ 3. 3.25 第 19回卒業式

卒業生 2学級 82名

平 4.3. 25 第 20回卒業式

卒業生 3学級 90名

2. 1佼代校長

氏 :fC， 年月~年月

平松健太郎 I1A 47. 4. 1 ~ 50. 3. 3 J 

手代木 和 夫 附 50.4. I ~ 54. 3. 31 

近 内伯質11 附 54.4. I ~ 58. 3. 31 

f-I!!trflEl 11A 二 I1R58. 4. J ~ 62. 3. 31 

小 泉 宣 jミ 11{{ 62 t1. I ~平t1 .3 . 3 I 

，Ht山政当iI jp: 4生土~

1 J5 



3 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵に造成された高幡台団地が、おもな学区である。高幡台団地は、 5階か

ら 11階の高間鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分けられていたり、郵便局、ショッピングセ ンター

が住宅内にあるなど住み良く作られている。団地のまわりには緑の森林をめぐらし、西方には丹沢、

関東山地の山々を越えて富士が望まれ、北西方には日野市街、日野台、八王子市街から遠く秩父の山

々が連っている。学校から眺める景観はまことに美しくかっ壮大である。

近くには、多摩動物公園、百草園、高幡不動があ り、都民に親しまれている。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目標

個性輩かで調和と統一のとれた人間形成をめざして次のような児童を育成する0

・たすけあう子ども ……・・一 あたたかい心で助け合う子ども

・かんがえる子ども ・・….... よく考え自分から進んでやりぬく子ども

・はたらく子ども …………… 働くことの素晴らしさを身につけた子ども

・たくま しい子ども ……・・・・ 健康で明るい子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 自然愛 ・人間愛に板ざした教育を推進し、優しく思いや りのある児童の育成をめざす。

② 社会の変化に主体的に対応できる能力の育成や創造性の基礎を培うことを重視するとともに、

自ら学ぶ意欲や態度を養う。

③ 生涯にわたる学習の基礎的基本的事項を確実に身につけさせるとともに国際社会に生きる日本

人としての資質を育てる。

④ 全教育活動を通して道徳的心情を培い、 自主的・自律的な態度 ・勤労を尊ぶ実践的な態度を養

う。

⑤健康安全へのl持心を高め、健康づくりと体力の向上に努める。

⑥ 個々の教師の特性を生かし、協力的で創意ある学年学級経営の充実を図る。

⑦ 保護者 ・地戚との連防を密にし、聞かれた学校をめざして、地域の自然や文化・ 伝統を教育活

動に生かす。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

7.各教 科

・指導内容を精選し、ゆと りある授業の展開につとめ、基縫的基本的な内容を確実に身につけさ

せる0

・体験的な活動を通して、自ら学ぶ意欲や態度を育成するとともに、豊かな心情を育てる0

・教育機器の活用、学習形態の工夫につとめ、児童に分かりやすく楽しい授業を進める。

イ.道徳

・集団行動のきまりや望ましい行動の習悩化を図り、公徳心の内面化を図る。

・相手の立場を認め合い、カを合わせてものごとをやりぬく態度や思L、やりの心を泊養する。

・人や自然を大切にする態度や公共心の育成を図り、ものを大切にする実践的態度を身につけさ

せる。

ウ特別活動

・各種の活動を通して、児童の自主的・ 自律的な実践力を育成する。特に児童会活動では、日常

活動の充実を期し、児童の主体性の育成に努める。

(到 特色ある教育活動

《
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-学年を越えた児玉下船集団(たてわり班)活動と校外地区班の連防を図り 、地区児童の連帯意識を

高める。あわせて、学校生活における望ましい人同関係を育成する。

・学校生活全体を通して、言語に対する意識や関心を高め、言語環境を整え、児童の言語活動が適

性に行われるように努める。

・校内 ・校外の奉仕活動を通して、地域社会の一員としての自覚を高める。

(3) 生活折導 ・進路桁導

ア 生活指導

・日常生活に必要な基本的な行動機式を身につけさせ、安全で秩序ある学校生活を送らせる。

・全教育活動を通して、温かい人11¥1関係を矯い、児童一人一人が意欲的に学校生活が送れるよう

に努める。そして、学校生活が望ましい 白己実現の場になるよう、児童一人一人の個性や能力

.特性を相互に噂mし合う態度を育成する。

イ 進路指滋

・児童一人一人が、正しい勤労観、職業観を身につけるよう努める。

・児なが自己の個性を生かし、円己実現に向かつて努カする態度を育てる。

6 本年度の研究主題

子どもの立欲をのばす桁訴法

7 本校の特色

団地校であるから家庭の生活程度は平均してお り、児屯の知能程度も比較的高く較差が小さい。反

面閉鎖的傾向が見られ、他の人との;@f)，述'rl干;立識に剥さがある。また、団地の中だけに回まりがち

な傾向が、子どもの遊び等に顕著で-ある。こ のような実態を考え、子ども相互の縦横の連りを深め、

広げることを、また、隣t妥J也械の風にふれさせることにより広い視野を持つ目を育てる意味等から次

のことを重点にして:だ践する。

0たてわり活動

たてわりミニ述足

子ども祭り 六年生をj去る会

o隣接校 (程久保小)との交流

クラブ交流

8. その他(教職員の研究歴)

〉々と I'ilS・文部省委員 海外派 ill 研 究 員

j氏烏 i改}fS( 6 J科学側部) j伝島政邦(58. 鹿科)

2 j配島(59政.手都[1研究奨励~，J(B ) 山下法iljq(51.体育)

3 
(56.~兇撒育)

岡本 美子 (62 図工)

4 塚本純子(元. 埋科)

5 向橋智子 (63 保健)

6 千葉正美( ~ . 道徳)
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学校名

所在地

電 百E

11慎 路

児童数

校長氏名 小 林 繁 人

l 沿革の概要

昭 48.4. 日野市立日野第七小学校として

開校 12学級 児童 384名

トラックを除く運動場全面に洋

芝の植付け

6 校章制定

9 

12 

sB 49. 3. 

4. 

H百52 4 

]0 

H百53. 4. 

5 

日百 54. 4. 

sB 55. 4 

日召 56. 4 

昭 57. 4 

sB 58. 4 

日召 62. 4 

校旗制定

校歌制定

日野市立日野第七小学校「校舎

体育館落成記念式」 及び 「校歌」

発表会

3月 1日を開校記念日に制定

第 1回卒業式 45名卒業

開校 2年めの入学児童 77名

開校 5年め入学児 79名、 13

学級となる。教室不足のため、

プレハプ 2教室増設

校舎の増築工事着工

学級数 14となる

増築工事竣工 普通教室 6 図

書室 1教室

第 7回入学児童 93名

15学級と なる

第 8回入学児童 111名

17学級となる。

第 9回入学児童 128名

転入児童 2年以上 82名

18学級となる

第 10回入学児童 128名

19学級となる

増築工事竣工、普通教室 4、教

材室等 3、昇降仁l、使所

創立 10周年記念式典

第 15回入学児童 103名

臼野市立日 野第七小学校

日野市神明 3-2 

0425-83-3907・3908

JR 中央線日野駅下車 徒歩約 10分

男 326名女299名計625名

教頭氏名 畑野 元一

sB 63 4 

平元.4 

平 2.4. 

平 3.4 

平 4.4. 

2 俊代校長

~ 氏

第 16回入学児童 115名

第 17回入学児童 120名

第 18回入学児童 102名

第 19回入学児童 96名

第 20回入学児童 108名

名 年月~年月

初代 星野武之 48. 4. 1 - 52. 3. 31 

2代 上 部 正彦 52. 4. 1 - 56. 3. 31 

3代 侮回 j克 56 4. 1 - 58. 7. 27 

4代 和国 国平 58. 9. 1 - 63 3 31 

5代 小幡 建 63.4. 1 - 4. 3 31 

6代 小林 繁人 4.4. ] -現 在

3 地域の環境

本校は、中央線日野駅から四へ線路そ'¥，、に徒

歩で約 10分。日野台地に設置されている。本

校の所在地は、日野市神明にあり 、校舎の周囲

は、住宅が建ち始め、昔ほどの緑は眺められな

くなっている。

屋上に登ると、南には多摩丘陵、聞には秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀麗が眺めら

れる。また、この日野台地には、遺跡が発掘さ

れるとし、う。まことに環境に恵まれた場所に設

位されてL、る。

本校の児童の約 60'?らは中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地に居住している。この地域は

ここ 10年余りの問に、旧甲州、|街道ぞいに急に

増設されてきた新興住宅地帯で、都営住宅・分

譲住宅が主である。なお、本校の周囲阿久大学、

市庁舎、日野ふるさと 博物館、消防署等、子ど
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もが学習するに最適の地域として忠まれている。しかし、最近、南側を東西に走る道路の交通量のピ

ークが、児童の登校時刻と合致し、 しかも中央線をまたぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的に多いこと

から、交通事故発生の心配がある。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

生命及び人権尊重の精神を基調とした心身共に調和のとれた人間性些かな児童の育成を目指し、

次の教育自棋を定める。

0 自分の力で考える子

o思いやりのある子

o力いっばいやりとおす子

o じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

学校生活全般を通して、力いっぱし、や りとおす意志カと活力に満ちた行動 ・態度を培うと共に、

児童の伺性や能力に応じた教育活動をすすめ、児童 ・教職員が互いに啓発しあい、父母及び地域社

会の協力のもとに学校の教育 目標の具現化につとめる。

1) 学校の教育目標に基づく学年 ・学級の目標を設定し、児童の実態に即した学年 ・学級経営'を推

進し集団生活の充実を図る。

2) 豊かな体験の場、感動を与える機会、教材、指導方法の創立工夫により、心身共に健康で・たく

ましい児童の育成を図る。

3)生経学び続ける児童の育成をめざし、そのために各教科等の基礎的 ・基本的内容の指導、並び

に個性 ・能力に応じた指滋を推進する。

4) 教師と児童、児童相互聞の人間関係を深めると共に、全教育活動の特質を生かし自律心を高め

る道徳教育を推進する。

5) 地域社会に根ざした教育活動を推進し 「心のふるさと」となる学校 ・郷土の形成者としての特

質を養う。

5 本年度の指滋の重点

本年度の電点目標「力いっぱし、やりとおす子」

(1) 各教科、道徳、特別柄動

7.各教科

01走縫的 ・基本的事項を身につけさせるために、学習指i!+の充実をはかる。

o児童が自ら学ぶ学習所動のあり方を工夫する。

0 綬業の充実をめざし、教育環境の整備に努め、活用を図る。

イ.道徳 、

0 学校教育活動全体の中で行 う。

oカいっぱいやりとおす子にむけて、自主自立、貧IJ;u:、勤勉のこころを培い、思いやりの心を育

てる。

o実践体験を盛かにし、道徳の時間には、それを補充、深化、統合する。

ウ.特別活動

学級会活動を法継とし、児童会活動 ・クラフ'所助への一人一人の参加意識を高めることによ り

自主的 ・実践的な態度や)Jいっぱいや りぬ く力を打て、他康で明るい充実した学校生活をおくら

せる。

(2) その他の活動
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0 奨学年班での活動を通して児童の連帯意識を育てる。

o特別活動との関連を図りながら、高学年児童の指導力を高めてし、く 。

o老人福祉読本「ふれあし、」を活用し、老人との関わりや理解を深める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o基本的な生活習慣を身につけさせるとともに、相手の立場を考えて行動できる児童の育成に努

める。

o力いっぱし、やりとおす子の教育を推進し、児童の健全育成をはかる。

0 校外生活指導の充実をはかるとともに、父母 ・地域の協力を得、連帯感を高める。

o小学校 ・中学校の連燐を街にし、生活指導のいっそうの充実をはかる。

イ.進路指導

o自己の個性を自覚し開発させ伸長させるために、児童の特性を把渥し、認め励ます指導を通し

て、自ら目傑を決め、努力できる力を育成する。

6 本校の研究課題

「児童一人ひとりが自ら学ぶ学習活動の工夫」

o豊かな読みを深めるために文学教材の特質に応じた授業研究をしてし、く。

o児童の自主的、主体的な学習を深めるための指導計一匝l・教育課程の改善に着手する。

o各学年と専科の七分科会を存在成し、授業研究を中心にすすめる。

7 本校の特色

(1 ) 中規模校の特性を生かした知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を進める。そのために、①具学

年班活動を通して児童の連帯意識を育てる。②児童 ・教師の相互の交流を倉IJ意ある活動を通して深

める。③個性尊重の教育を通して自ら学」ぶ意欲を高める。

(2) 自然、に学び、自然に働きかける学習を通して力いっぱL、取り組む子を育てる。そのために、①自

然、を取り入れた全体学協言j'i函の作成 ・実施。②校外 ・校庭 ・屋上等の活用により勤労生産学習意欲

を高める。③池・ 学級園の整備、動物との触れ合いを通して自然、への関心を高める。

8 その他

内 訳 研 究 員 研 究 生

1 小 林 繁人(53・教育課題) 小 林 繁 人 (44・経営 )

2 驚藤美智子(56・国語)

3 小 坂克信(元 ・社 会)
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学校名

所在地

電

I1国 路

児 童 数
じI

校長氏名 イi jg 徹f，!lS

1. 沿革の概要

附 48.12.27 日野市教育委員会において、南

平d洋:校を設置決定

sjg 49. 3. 25 仮設校舎完成、プレハブ教宅 1J 

職員宅 l、校長 ・事務宅 l、特

別教弔 l、他にilll徳小新館に 4

教宅、~に保{住宅、 期務民宅を

クラブハウスに設置

4. 1 日野rlil匂平小学校DH校

学級数 15、児童数 535t'1、 教

職員 22、di職員Ij1う
4. 5 仮設校舎校j也縫製完 f

5. '1 本校伶工ヲç~''f工

総工自 220.166jj円

敷地面的 26.535 鉄筋コ ンク

リー 卜問階住防庁校舎 4.456m' 

5.22 1有平小学校PTA設立

11. 15 本校舎完成

普j泊教宅 20、特別教~5 、 i利住

宅、給食前、校長京、職u索、

事務布、 m務員宅等

11.22 校樹として「ス ズカクの木 lを

決定。校駅 ・校iIの図案のもと

とし、校歌 ・校腕 ・校むの制定

および発点会を挙行

当日を本校|湖校記念日として1#IJ

定する。

11. 29 本校舎へ移転

11.30 校庭整備完 f、進入路舗装、疋

門 ・フェンス取千l完了

12.3J 体育館完成

IIB 50. 4.30 大 ・小プール完成

昭 53.3. 15 校舎 3教宅刑築

昭 54.12.2J 体育倉邸(プレハブ)完 f

日野市立南平小学校

日野市南平 4-18-1 

0425-92-2021・2022

京王線南平駅より徒歩 15分

男 2 1j 3~1 女 2 11 名計 154 名

教頭氏名 末次久利

fll-'l 56 3. 27 校舎 3教室 ・図苫室増築

9.15 NHK全国学校音楽コンクール

東京地区において優良校として

受性

II({ 57. 2. 4 体育科「児童が主体的に取りく

む学習指導法の改善」 研究発表

会を全部にむけて行う

11(-'1 58. 3. 31 学校圃盤備を行う

II(-{ 59. 11. 22 十)~J年記念式典、 祝賀会を行う

IIA 61. 8.25 校!伝i有側金網フェンス工事完成

11[{ 62. 11. Ij 体育館照明'?号具設位

II{{ 63. 1. 23 体育館屋恨塗装

3.19 体育館椴帳改修

3. J9 校合北側万年ベいの改修工事

8.31 家庭科室机新設

12.20 体育館北側防音壁完成

'1'-元. 8.30 体育館床面、家庭科室改修工事

陶芸釜設置完了

10.16 ランチルーム開設

ヰL 2. 1.21j ランチルーム机 ・精子新設

平 3.2. J3 プー ノレ槽塗装、更衣室昼彼塗装

平 4_3.17 ランチノレーム床、壁面、窓等全面改修

2 }佳代校長

氏 名 年月~年月

l込 V< I~ ~~ H自49.4.1-55.3.31 

松 n楽敬治 l明 55.4.1-59.3.31

鈴木敏郎 附 59.4. 1-62. 3. 31 

石井 三 土 |沼62.4.j-平 3_3_ 31 

有 jg 徹郎 平 3.4.]-現在
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3 地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、前面に多摩丘陵をきりひらいた南平台 (なんぺいだい)

みなみが丘、 鹿島台、 川崎街道をはさ んだ南平中下 ( 昔からの唯一の集t~ )京王線と浅川ぞいにはさ

まれた向島の六地区で構成されている。比較的まとまった学区成で、あり 、地区の把慢がしやすい。

南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住宅地であり 、父母の社会的、経済的地位は比較的安定して

いる。 従って学校教育によせる闘心も高〈 、学校に協力的である。

学区域には、自然、林あ り、 田畑、果樹園等、自然条件にめぐまれている。西方に丹沢連峰から秀麗

富士を仰ぎ見、施設、設備、校庭等の完備と相まって、教育的環境としては、最高の条件を具備して

いる。

4 教育 目標

( 1) 学校の教育目標

本校の教育は、 憲法、教育基本法の精神に基づき、児童及び地域の特性をふまえ以下の児童の達

成をめざす。

0自ら考え学ぶ子

0 目あてをもってや りぬく子

0おもいや りのある子

0 健康でたくま しい子

(2) 学校の教育 目標を達成するための基本方針

・主体的に学習する 児童の育成を図るため、体験を通して意欲や興味 ・関心を高める指導法の研修

に努める。

・個性の伸長を図るため、児童の興味 ・関心を基にして基礎的基本的能力を育成する授業の実践に

努める。

・児蛍相互および児童と教師、 保護者との心の交流を図 り、人権尊重の精神を泊養するため、学年

・学級経営の充実に第め、社会性を育む0

・体力の向上、 健康安全の保持地進を図るため、 地域および校内の環境を整備 し計l凶的に指導する0

・互いに尊重し合う 人間関係の縫立を図り、 あわせて国際理解の基艇を培 うため、地域およびわが

|云lの文化、 伝統の理解に努める。

5 本年度の指導の重点

(1) 各 教科

・児童の相互に磨き合う活動を通して、 自ら考え正しく 判断できる能力を養う。

・体験的活動を通して、意欲、興味 ・関心を高め基礎的基本的内容を主体的に獲得させる0

・ひと りひと りの個性を生かし、 課題に向かつてねば り強く追求する態度を育てる。

(2) 道徳

-人間尊重 ・生命噂重の精神を生活の中に生かす道徳的実践力を育成する0

・相手の立場に立って考え、行動できる思いやりの心を育てる。

・善悪についての判断力を育てるとともに、真善美の価値についての感性を育てる。

(3) 特別活動

-社会性を育むとともに、協力してよ り良い学校を築く態度を育てる0

・学級活動の充実に努め、主体的、 意欲的にと りくむ態度を育てる。

・学校行事への主体的な関わ りを通して、連待感、所属感を育てる。

(4) 特色ある教育活動

地域や児童の特性を生かし、 学校や教師の創立工夫により充実した学校生活を体験させる。
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-生産体験活動を通して、自然、の忠みや勤労の尊さ、地域の文化伝統への型解を培う。

・心身の健やかな成長を図るため、水泳、縄跳び、持久走等の活動を通して、生涯に波って健康な

生活を営む素地を養う。

(5) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・児童一人一人の成長への意欲、願いを的確に把握し、自己確立を援助する0

・自己を厳し く見つめさせ、進んで生活を改善してし、く意欲をもたせる。

・家庭、地戚と連批し、望ましい生活習tnをi'iてる。

イ.進路指導

・児童一人一人の実態を把握し、長?Jrを認め援助し、生涯に渡って学び統けることの喜びを持た

せる。

・自己の特性、長所に気付かせ、意欲的に自己実現を図る態度を育てる。

6 本年度の研究主題

今年度の研究主題を「児童の主体性を生かす学習活動の研究Jと定め、:aかな体験を通して科学的

・論怨的な思考を育てると共に新設される生活科ゾーンを活用しながら体験的な学習を組み立て、自

主的 ・実践的態度を育てる授業研究に取り組む。

7 本校の特色

(1) 本校の児童は、素直で、礼儀正しく落ち若いている。物事に熱心にとりくみ、しっかりできる。

(2) 児童 ・父母ともに学校を信頼し、協力的である。

(3) 父母の経済的、社会的地位が比較的安定している。

(4) 学校生活の主人公は児童である認識のもとに、教職員が一致して教育活動にあた っている。

(5) めぐまれた学校施設 ・設備 ・校庭の完備、 自然条件等、教育環境は、最高である。

(6) 体験学習を重視している。米づく り、いもづく りを!側!として、地以と連俄を保ちながら、生産荊

動を行い、収磁を祝う会、わら細工等を突胞している。

8 その他

コ週土 研 究 員 現代化委員 ・開発委員

1 有泉徴郎(54国語) 末次久 利 (60算数)

2 末次久利(57算数)

3 井 k 久美子(55保健)

4 太 回由紀夫(63理科)

q
J
 

q
L
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学校名

所在地

電 ~li 

JI頂 路

ノ旧し 予2主主主手 厳混入r 

校長氏名 倉重 利恵

沿革の概要

本校は潤徳小学校の規模の過大化を解消する

ためと、高幡台小学校の学区の変更に伴って程

久保地区に新設された学校である。

昭 52 2. 1 程久保小学校開設潤徳小学校

に開設準備室を設置

初 代 渋 谷義一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数 18 児童数 652

教職員 26 市職員 8

7. 15 体育館竣工

10.20 落成式挙行、この日を開校記念

日とする。校歌 ・校章発表会を

開く

昭 53 4. 4 学級増によるプレハブ教室設置

( 1教室 )19学級

flB 55 1 18 体育倉庫竣工

11 11 飼育舎竣工

昭 56.12.17 受水槽竣工

昭 57. 5. 13 校庭フェンス側散水栓着工

5. 13 校庭フェンス側散水栓竣工

日野市立程久保小学校

日野市程久保 }-504-}

0425-92-5014・5015

京王線高幡不動駅より動物屋l行きノミスにて 5分
中程久保下車徒歩 3分

男202名女 179名 計381名

教頭氏名 小 原良雄

sB 62. 11 6 開校十周年記念式典を行う

11. 14 第 4回開校十周年記念展覧会を

行う。

日召 63 8 普通教室黒板改修

平元.6 30 エアコン設置 (事務室 )

8. 1 放送室AV卓取替え

11 7 市の研究奨励を受け研究発表を

行う テーマ「豊かな心を育て

る体験学習」

平 2. 6. エアコン設置 (校長室)

8 花壇防球フェ ンス完成

職員室流し台移動 ・修繕

10 プ.ーノレ道路側フェンス (目かく

し用)完成

平 3. } ランチノレーム用テーフソレ椅子腕

入

2 球技場 (テニス コー ト)フェン

ス改修

昭 58 6. 1 校庭砂場新設着工 I 2 歴代校長

6 15 校庭砂場新設竣工

1 J. 4 球技場 (テニスコート )工事着工

12 20 向上工事竣工

昭 59. 2. 15 プール改修工事着工

2 29 向上工事完了

7. 27 校庭除石工事を行う

8. 14 体育館ステージ照明設備工事

昭 60.7. 21 校庭整地着工

8 29 校庭ー整地完了

昭 62.10.4 第 11回開校十周年記念運動会

を行う

氏 名

渋谷 義一

大島昭子

三 浦勝 也

倉重利恵、
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年月 ~ 年月

昭 52.2. 1 ~昭 58. 3. 31 

昭 58.4. 1~昭 62. 3. 3J 

昭 62.4. 1 ~平 2 3. 31 

平成2.4.1 ~現在
L 



3 地域の環境

日野市の南東部にあ って八王子市と接しており、明星・ 三井 ・電建の新興住宅地が主な学区戚であ

る。住宅は多摩動物公園の両側の起伏に富んだ傾斜地に建てられている。西側には勤物公園の園舎も

見られ、遠足時には子と.もの集団が遠望できる。東側は高i幡台団地に接している。緑が多いわりに、

子どもの遊び‘場が大へん少ない。

最近は、住宅地域内を通過する車が増加し、児童の笠下校時の安全対策も急務となっている。

4 教育目標

本校の教育は教育基本法、 学校教育法に基づき、生命・人権の尊重を基調とし、個性豊かで主体的

に学び国際性を身につけた児童の育成をJtJIして次のよ うな教育目標を定める。

元気(健康で生き生きした子ども)

本気(自ら考え進んで行ilY.庁る子ども ・心豊かで思いやりのある子ども)

般気 (目標に向かつて努力する子ども)

5 本年度の指導の重点

( 1) 各 教科

o児童の関心・立欲・態度の育成をめざし、指導と評Ii国の一体化を図る。

o教材研究を深め、白己学習力を育成するとともに個性 ・能力に応じた綬業を追求してし、く。

0 地戚教材を開発し、その活用を図る。

(2) 道 徳

o教師と児童、児宜相互の人IU]関係を傑め、日常生活における基本的行動様式を身につける。

o体験学習を通して人間性能かで、思いやりの心を持った児童の育成に第める。

0 教材研究に取り組み、桁等法の創立工夫をはかり、道徳性の内面化及び実践的態度を育てる。

o道徳教育の全体育|ー幽のもとに、各教科、特別活動等、全領域のなかで道徳的実践力を高める。

(3) 特別活動

o体験学習を過して主体的な態度を養い、協力して楽しい学校生活を計画 ・実践できるようにする。

o学級活動の充実をはかり、 実践的な態度を育てる。

0 学校行事に自主的に参加で きる児童を育て、学校生活に うるおいと変化をもたせる。

0 地戚と連脱して体験的な活動を行い、日常生活の中で実践する態度を養う。

(4) 特色のある教育活動

0 朗の 10分川運動の時IIJJを設定 して、体力づくりに力を入れ、 「活力のある子ども」を育成する。

o ~定年齢集団を編成して、集会活動やii'f :M活動等を行い児童相互の社会性を培う。

o 1やまゆ り」の時11:¥1を設けて、児童一人一人の個性能力に応じた指導を工夫し、諸々の体験学醤

を計画 ・実践して L、〈。

o隣接校との交流を深めるための諸f，Tiyj)Jを計同し、 実践してL、く。 (グ ラブ活動他)

o 教師、児賞、保護者の一体と な った実臨活動を通して相互浬W~ と 心の交流を図る。

o n然環境を愛護・保全する態度を育てる。

(5) ア.'1ミ許可桁瀞

0 みんな仲よ く個性を認め合って山けf干し、、連術感のある楽しい学校づくりに努めさせる。

o Il 的意識をも って、 主体的に活動でき る児童を育てる。

0 学校、 家厄、 j也戚が述脱を深める'-1'で4本的生活習trtを身につけ、行動できる児童を育てる。

o児童の発達段階にE!IIして安全教育の徹底をはかる。

。特に配慮する児宜には、研修を深め組織的に指噂を行 う。

イ.進路桁導
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o児童の個性 ・能力の伸長をはかり、将来にわたって自己実現のはかれる意欲と態度を培-う。

o家庭 ・地成社会での勤労の実態を学習し、望ましい勤労観 ・職業観を育てる。

6 本年度の研究主題

子どもの意欲をひき出す学習指導

一一一地域教材の活用を通して一一一

7 本校の特色

(1) 児童の意欲をひき出し、一人一人が生き生きとする学習指導を研究の重点、に取りあげ、地域教材

の開発に取り組むとともに、教師と児童が一体となって体験学習を実践している。

(2) 児童と教師、児童相互の人間関係を深めたり、集団活動を通して主体的態度を養ったりするため、

l年生から 6年生までを 12のたてわりによる異年齢班を編成し、次のような活動をしている。

毎日の清掃活動。児童会活動。たてわり遠足。 ドッ ジボーノレ大会。防災訓練の集団下校。

(3) 児童の多くは家庭環境にもめぐまれており、いろいろな面でみたされている。明るくすなおであ

るが、たくましさに欠ける。そこで、体力づくりのため次のようなことを行っている。

初]の 10分間運動(ラジオ体操、程久保体操、程久保音頭、固定施設の活用、持久走、なわとび

等を、季節に応じて行う。)スポーツテス ト。夏の水泳楕導。持久走大会。

(4) 外来者から、 「校舎内がよく跨かれていて明るいjとよく 言われるほど、全校をあげて校内美化

と清姉活動に熱心に取り組んでいる。

(5) 隣接校との地の利を生かして、高幡台小学校との交流を深めている。特に体力っくりの-l'tとし

て、 クラブ活動 ・スポーツ交流をはかっている。

8 その他 (教職員の研究際 )

〉々: 砂f 打ノ作U司 員 開 発委員 道徳、助言研・その他

1 倉重 利恵(54国語)

2 小原良雄(62道徳)

3 田島佳子(平3保健)
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学校名

所在 地

電 話

11領 路

児童数

校長氏名 信犬ii'i'彦

1 沿革の慨聖書

昭 51. 8.18 起工式

市議会は、 日野市旭が丘小学校

の設置を決定

昭 52.2. 1 初代校長 小野寺東雄発令

3. 31 教頭、教諭等25名、市職員8名

計 33名発令

4. 6 第 1回入学式 149名 4学級

全校 18学級 7071'， 

5.20 校舎完了

6.30 プール完成

7.20 校章制定

8 15 体育館完成

11. 21 校歌制定。開校式典

昭 53.3. 25 第 1回卒業式 110名

4. 6 第 2回入学式 163名 4学級

全校 20学級 758:1"， 

昭 54.4. 6 第 3回入学式 156名 4学級

全校 21学級 833名

明 55. 4. 7 第 4回入学式 193:1'， 5学級

全校 23学級 916 i当

10. 13， 体育館ボーダーラ イト 工事

11{356. 4. 6 第 5匝l入学式 145名 4学級

全校 2'1学級 904名

RR 57 2.27 r雑木林の小道」完成式

4. 6 第 61口l入学式 136i奇 4学級

全校 2'1学級 8951'， 

昭 58. 2. 7 音楽宅廊下防1Tドアー完成

4. 6 第 Hol入学式 1351'，

全校 21学級 863:1'， 

8 11 給食主排水工郡完成

昭 59.4. 6 第 81nl入学式 1tJ 4 ::r， 
全校 21学級 850 :1'， 

日野市立旭が丘小学校

日野市旭が丘 5丁目 21番地の 1

0425-83-3733・3748

中央線盟旧駅北口下車徒歩 25分 京王 ・省1¥パス
(石川入口)下車 10分

男 432i奇女395名計827名

教頭氏名 品田 敏 男
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|自59.12.10 堆肥小屋とプール塗装工事開始

昭 60.1. 20 プールフェンス工事開始

4. 6 第 9回入学式 123名 3学級

全校 20学級 823名

昭 61. 1. 13 プール排水工事 ・シューテング

ボード工事

4. 7 第 10回入学式 139名 4学級

全校 20学級 764名

6. 4 .@科室天井工事(了 )

8.31 A V調整卓が入る

理科室 ・図書室の暗幕取替え

Ilrl 62. 1. 7 プーノレの平板工事 (了 )

4. 6 第 11回入学式 116名 3学級

全校 20学級 737名

11.22 開校 J0周年記念式典

12.23 大備校長御逝去

il{3 63. 1. 7 体育館屋根塗装

10 周年記念日日時計工事

1. 30 故大熊校長献花式

4. 6 第 J2回入学式(男 55 女 76

計 133名)

8.25 Ji!，(送宝 ・図書室工事 ・洗浄機取

りつけ完了

10. 16 5学年地級 4学級(男 79 y_-

57 ~十 J 36名 )21学級

12.23 故大熊校長追稿集発行

、|λ尤-4. 6 第 13回入学式(!ilJ 78 9: 68 

計 146名)

5. 26 給食宅クーラー設位

平 2. 6. 25 校長室エアコン設位

7.28 体育館パスクットゴール取付

平 3. 1. 16 学|足変更説明会

4. 6 始業式、入学式児童数860:1"，



2 歴代校長 半 3.8. 7 体育館床張りかえ工事

4. 2.29 旭小 15年を語る会

4. 6 入学式始業式 827名
氏 名 年月~年月

小野寺 東 雄 昭 52.2-昭 58 3 

大熊喜一 昭 58 4 -昭 62.12 

飯 沼 宏 昭 63.1 -平 3 3 

信 夫 m'ffi 平 4.4-

3 地域の環境

本校は、日野市西南部八王子市との~~に位置している。学区は、 浅川の第一河岸段丘と第二段丘の

二段にまたがっている。東西2km南北 1.5幼1と広く 、学校が西に偏在しているため、通学時IUJ30分

以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場が占め、その周辺に個人住宅や集合住宅が混在する。主

要道路には歩道があるが、通学路の交通安全施設は援備中である。また、工場が多く 車公害が多く な

ってきた。学校の周辺には、 畑ゃ雑木林が多く 、公園もあり 、自然に恵まれている。父母は会社員が

多く、学校教育への関心は深し、。 集合住宅が増加中で、 学区変更が策定されている。学級増の傾向が

ある。

4 教育目標

(1) 学校の教育目標

人l/jJ尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、知性と感性に富み、人間性豊かな児童の育成を

目指し、次の教育目標を設定する。

よく考える子ども

なかよくする子ども

がんばりぬく子ども

からだをきたえる子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 「よ・な ・が ・か」を地減ぐるみの合い言葉とし、旭が丘小 15年の成果をふまえ、今日的視

点から教育活動を見直し、教育目楳の達成を目指す。

② 学校教育目標の第 1項 Iよく考える子ども」を重点目標とし、系統的有機的に諸研究を推進し

教育目標の達成を目指す。

そのために、

・基礎基本の重視と個性を生かす教育の推進

.体験的な学習活動

・児童の似uにたった学習過程 ・学習活動の工夫

・地域を生かした教育問動の推進 ・・・… ・ー…・・を図る。

③ 共感的児童理解をもとに、人間昨重の精神と基本的生活習慣の確立を図るとともに、豊かな人

IUJl企を育てる心の教育を推進する。

④ 児童 ・保護者から信敏される教師含めざし、 一人一人の児童に「わかる授業 ・楽しい股業」を

行 うため教職員の研究 ・研修活動を充実する。

⑤ 保護者や地域の声に十分耳を傾け、緊密な連筋のもとに、児童の学習環境 ・生活環境の充実を

図る。

5 指導の重点
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(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・基礎的 ・基本的な学習内科を確実に身につけ、個性を生かす教育活動を進める中で学ぶ意欲と

学留の仕方を判得させ、思考力 ・判断力 ・表現力の育成を図る。

・児竜の主体的な学習活動を促すため、体験的な活動を取り入れ、学習活動の多様化を図る。ま

た、J也減を生かした教育活動を大切にし、地域の人身やl也減の環境を教育活動に生かしてし、く。

イ.道徳

・児紅の実態に即してねらいを重点化し、教育所動全体をjJftして白ら考え、正しく判断し、行動

する主体的な道徳的実践力の向上に努める。

-道徳、の時l1Jlf:tt行蒜計画に基づき多様な指母資料を活用するとともに指導方法を工夫する。

ウ.特男Ij所動

・ ~rll活動に杭極的に参加し 、 望ましし、人I/ \J凶係を築き、 ( 1 ら考え、行動する児童の育成に努め

る0

・学校行事では体験的な活動、個性を生かす百円動をifi視し、日常の学習の総合的発展の場とする0

・目指生活への適応、健康 ・安全のと1::.活態度の桁噂では教師の意図的 ・計画的指導を強める。

「全校活動」の時間を通して、たてわり集団の'1コで生き生きとしたまとまりのある交流を図る。

(2) 特色ある教育活動

. r制所の時間JJを確保し、個別指導、飼育 ・成培活動、中ft木林の活用、 学年 ・学級の交流等によ

り、児童一人一人に自然愛護、勤労意欲、連帯7感を育てる。

(羽 生活桁滋 ・進路指噂

・基本的な生前世苦悩を身に付け、手|立心 ・1'1fI!心を I':~める力を育てる0

・教育相談の機能を応め、|問題をもっ児童への組織的対応を進める。

・体験的な活動を通して、成就感 ・達成感を味わわせ、(1ら考え、判断し、決定する能力を育成す

る。

- 各障のH~ し物 ・ 競技会への参加を働きかけ、個性や特性を伸ばす援助を行う。

6 本年度の研究書~題

o子どもによく考えさせる授業のあ り万

7 本校の特色

(1) rよく与える子どもJの行成をif;(点n棋に設定。

(2) 綬業の活性化をめざす校内研究体制lづくり。<rよく 身える子」の育成を大テーマとして〉

(3) 雑木林を宝として、その保存と罰則への桁向。維木林の付加価値を高める思考。

(4) 体験的学問の場の充実を |刊行して。一人一鉢の街づくり、椎茸栽培 ・茶摘み用苗木の育成、小動

物との交流の場づくり等への桁向。

(5) 地域教lÏ力との大いなる述悦。スポーッ保険をII~li として学校と地域が一体化 し、 元且マラソン ・

八ク岳ジャンポリー ・胞が丘少年野球リ ーグなど学校創立以米の組織的な健全育成への着実な展開。

8 その他(教職員の研究!笹)

~ 研 究 日 IJ日 発 委 品 研 究 生

信夫前彦(54・体育) "II~ 1刊 敏児(2・社会) 信夫打~rTJ; ( 57・体育)

2 1171田敏男 (63・社会)

3 長田美枝子 (50・給食 )
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学校名

所在地

電 話

JI慎 路

児 童 数

校長氏名 波多野 加

1 沿革の概要

昭 53. 1. 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校として開

10.24 

11. 22 

H召54.3. 9 

H召55. 3 20 

8.15 

sB 56. 3 

H召57. 8.30 

sB 58.10.30 

H召60.12. 9 

H召61.12. 8 

~I召 62. 3. 30 

日召 63. 2. 5 

昭 63. 8 

日召 63 11. 19 

平元.3. 17 

平元. 4 

平元. 5. 2 

平元.8.30 

平 2.10. 26 

平 3.12 

平 4.4. 6 

校、平山小学校の学区から新た

に平山1.2. 3. 6丁目を平山台小

学校の学区域と定める。児童数

男268名、女 282名 計550名

17学級 (心障 2学級含 )の規

模で開校する。

校舎落成式校章発表

開校記念展覧会開校記念日

開校記念校歌発表会

校舎増築 8教室完成

中庭排水溝、飼育舎完成、遊戯

室床張替え、ガス配管一期完成

屋上フェンス完成・校舎増築完成

図書館改装 ガス配管工事完了

屋外バスケットボーノレ施設完了

プール全面塗装

研究発表公開 (体育を中心)

体育館どん帳取替

研究発表公開(心障)

体育館照明装置取付け

開校十周年記念式典挙行

体育館バスケットゴール設置

日野市研究奨励校

文部省心身障害児理解推進校指

定

多目的教育工事完成

文部省心身障害児理解推進校研

究発表

校長室照明工事完了

第 15回入学式 42名入学

学級数 10+ 2 (心障)

日野市立平山台小学校

日野市平山 2-1-1

0425-92-6381・6382

京王線平山城祉公園下車徒歩 15分

男 131名女 121名 計 252名
(内わかくさ学級 11名)

教頭氏名 競藤正子

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

小 }'I 格 H召53 2-昭 57. 3 

蓮池守 一 昭 57 4 -昭 61.3 

野村武郎 H召61 4 -昭 63.9 

馬淵金男 昭 63 10 -平 3 3 

波多野 加 平 3 4 -現在

3. 地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きを開発

して建設。北側は、日野市はもちろん八王子、

立川 も一望でき、巨大な鳥鰍図を眺めるようで

ある。また、南側は、 多摩テックから平山城主上

公園に遥なる雑木林が四季折々の風物を語る。

このような、景観だけでなく児童が学習する

上での生きた教材を得た学校で‘ある。

学区は、京王電鉄が造成 ・分譲した平山 1.2.

3丁目に加えて、平山 6丁目を含んだ、まとま・

りのある地減である。また、この地に住む人々

は相互に環境の美化、浄化に心している。故に

静かでおちつきのある雰囲気が維持されている。

4. 教育目標

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自ら

を考え正しく判断し実践できる力をもっ児童を

育成する。

0よく考え くふうする子 (本年度重点目標)

o力を合わせて、やりぬく子

o心豊かなやさしい子

0明るく たくましい子

〈目標達成のための基本方針 〉

① 児童一人一人の個性や能力を生かし、 学

ぶことの楽しさや喜びを感得させる。
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② 児童一人一人に自尊と敬愛の心を育て、人権を尊重する精卵IJを培う。

③ 児童一人一人の成長 ・発達を促す場として、教育環境の充実 ・向上に努める。

④ 教師一人一人が自ら研修に励み、校内の指導体制を維立するとともに、家庭 ・地域との連悦強

化に傍める。

⑤ 年度の重点、目棋を柔軟な思考力とともに、豊かな創造力、表現カを身に付けた児童の姿ととら

え、その具現化に努める。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各樹斗、道徳、特活の指導の重点

ア.各教科

自ら諜題を設定し、児童が意欲的に取り組む授業の創造を目指す。

① 基礎的 ・基本的事項の定着を図るため、体験的な活動を重視する。

② 柔軟な思考をもって取り組む、課題解決の過程を重視する。

イ.道徳

心虫かに、よりよく生きょうとする児童の育成を目指す。

① 道徳の全体計画を装に、道徳的突践の指導にあたる。

② 年間指導計画を基に、道徳の時IMJの多様な展開を試みる。

ウ.特別活動

児童が集団社会の一員としての自覚を高め、楽しく落ち着きのある生活の展開を目指す。

① 児童一人一人の個性を尊重し、創立を生かして活動できる学習の場をつくる。

② 児童が学校生活に闘する諸問題を自発的 ・自治的に解決する力を高める。

(2) その他の活動

① 学校生活に喜びと澗し、と充実感を与えるため、創立ある活動の時間を設定し、豊かな心を育て

る。(花づくり、七夕祭り、オリエンテーリング等)

② わかくさ学級との交流で、全児童に障害のある児童について正しい理解と認識を育てる。

③ 学校がコミ ニュティーセンターとしての役筈IJを果たすことにつとめ地域の教育力を高める。

(3) 生活指滋 ・進路桁導

① 児童が集団の中で生き生かされる喜びの場を通して、個性や能力を伸長し、個の確立を目指す。

@ 職業、勤労に対する正しい理解と判断力を育て、労働の大切さを理解させる。

6 本年度の研究主題

「めあてを持ち、生き生きと 学宵する桁導法の研究J

t 本校の特色

0開校 15年目。市内全成がほぼ見渡せる。 1iE、まれた地域の自然環境の教材化を図っている。

o小規模校の特徴を生かし、和やかな雰間気と協働の委の実現を図っている。

0心障児と健常児との交流をすすめ、ふれ合い学ぶ体験を通して 「心強かなやさしい子の育成を目指

す」心の教育を推進している。

0地域の要請に応える教育力の提供について具体化を図っている。

8 その他(教職員の研究歴)

〉ぞを 初f 究 .n I}fj 発委員

波多野 坦(45国) 久保雅子 (57.図工)

2 中村康成(55体、61道)

3 務雌正子(63岳写)

4 青木利夫(元.心障)
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1 

2 

学校名 日野市立東光寺小学校

所在地 日野市新町 3丁目 24番地 1号

電話 0425-84-6200・6201

順 路 中央線日野駅下車徒歩 10分

児童数男 184名女 172名 計 356名

校長氏名 鍋 田 良 子 教頭氏名 木内秀雄

沿革の概要

H召52. 9.30 学校用地買収予算市議会議決

昭 53. 3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8 21 校舎建設工事着工~ 54. 5. 31 

Ila 5<1. 3. 10 体育館建設工事着工

~ 54. 10. 31 

4 日野市立東光寺小学校と して開

校。日野第三小学校の学区から、

新IlIJ3丁目と栄町 1，2，3，4，5丁

目を東光寺小学校の学区域と定

める。児童数 545名 (男 287名

女 258名 )15学級の規模で開

校する。

7. 18 校樹決定「さくら」

11. 17 PTA創立総会

11. 20 校章 ・ 校旗 ・ 校歌t~IJ定

校舎 ・体育館 ・プール落成記念

式典、校章 ・校旗披露 ・校歌発

表

IlB 57 2~3 校地緑化、 小鳥舎新設

Il{!. 62. 11. 20 東京都図画工作研究会南多摩研

究大会会場となる。

平 4. 3. 3] 飼育舎 (ログハウス)新設

卒業生総数 1，076名となる。

歴代校長

氏 名 年月~年月

r ... -(・I 回 智 昭 54.2. 1 ~ 58. 3. 31 

近内信輝 昭 58.4. 1 ~ 60. 3. 31 

志村桂次 昭 60.4. 1 ~平4.3. 31 

鍋 田 良 子 平 4.4.1 ~ 現在

3 地域の環境

本校は、 日野市北西部にあ って学区域の一部

は多摩川と八王子市に接している。学区域は新

町 3丁目、栄町 1，2，3，4，5丁目で、東西 1.8伽、

南北o.8伽と東西に長く、 学校は学区域の中央、

南側に位置している。通学時聞は、速い児童で

15分である。

学区には、天正 16年、 {曽永海が旧東光寺の

あと地に建てた万松山成就院がある。また、多

摩川と日野用水にはさまれた低地には農家が点

在していたが、都市化にしたがって兼業農家が

ふえ、まわりには宅地造成が進み、他人住宅や

集団住宅が混在している。

学校の裏側には自然林、 正門近くには田知1や

果樹園等があり、自然条件にめぐまれている。

また、施設、設備、校庭が完備され、教育的

環境は優れている。

父母の学校によせる関心 も高L、。

4. 教育目標

憲法及び教育基本法の精神に基づき、自ら考

え正しく 判断できる児童の育成をめざし、 次の

ような教育目出を定める。

0明るい子ども-.......... (教育重点目標)

0考える子ども一一う|進んでやる子ども |

o強い子ども / 

〈学校の教育目標を具現化するための基本方針〉

教育重点目標「進んでやる子ども」を主軸に

全教育活動を整合化かつ一貫させ指導のいっそ

うの充実を図る。

( 1) 各分掌とも「進んでやる子ども」の達成を

軸に、年間指導計画をたて、学年 ・学級と連

携をと りながら指導の徹底に取り組んでいく。

(2) 各学年 ・学級は、発達諜題 ・学級の実態を

- 132-



ふまえながら「進んでやる子ども」の達成を図るべく経営方針をたて、各分掌との連隊をもと に日

々の指導に取り組んでいく。

(3) 運営委員会は各分掌 ・学年 ・学級の緊街化を絶えず図るとともに、職員会議の機能向上に努め、

「進んでやる子ども」の達成に全教職員が一体となって取り組むよ うに働きかける。

(4) PT Aを中心に家庭や地域との相互理解を深め「進んでやる子どもJの達成を図るべく連般を強

めてL、く。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・児童一人ひとりの学習への興味 ・関心を高め、自ら進んで学習に取り組む事ができるよう 、自

主的な学習態度を育てる。

・一人ひとりの個性や能力に応じた学習の指導法を工夫し、各教科の基礎的、基本的な内容を身

に付けさせるとともに、発表の場を篠保し表現力の向上に努める。

・地域や学校の特性を生かし、生活科をはじめ、各教科を通して盟かな体験学習を系統的にさせ、

学ぶことの楽しさや成就感を体得させる。

イ.道徳

・思いやりの心を持ち、相手の立場にたって考え、行動できる様に全教育活動を通して指導する0

・ 自他の生命、 人格を~1重し、自然、を愛し、 美しいものに感動する豊かな心を育成する。

・勤労の尊さを底解させ、学校や地域への奉仕の気持ちを深め、進んで働く態度を育成する。

ウ.特別活動

・ 児童の発想、や創立を生かし、 I~ I ら進んで活動し、 集団の一員としての自覚を持ち学校生活を充

実向上させていこうとする態度を育てる。

・自分の生活を見つめ、進んで考え、自ら立任を果たそうとする態度を育てる。

・地域社会や自然とかかわり 、ふれあえる活動を多く経験させ、進んで学校や地域に奉仕する態

度を育成する0

・自分の特性を知り、学校生活で進んでそれを生かし、!Eに仲ばそ うとする積極的な態度を育て

る。

(2) 特色ある教育活動

・地以の豊かな自然や広い校地を活用し、児童の創立を生かした呉学年活動を行ない、地域の人

々やともだちと好ましい人川倒係をつくり、児竜がliら進んで考え行動できる自主的態度を育

てる。

• PTA、地戚との協力のもと、休耕田 .ft鹿等を利用した生産体験活動や奉仕活動に進んで取

り組ませ、生き物をfiてる栄しさ、大切さを知らせ、勤労意欲や豊かな心の育成に努める。

(3) 生活指導 ・進路指導

7.生活指導

・全教育活動を通して、進んで学校生活のきまりを守り、話を聞 く態度を育てるとともに、児童

が安全で明るく健康な活力ある学校生活を送ることができるように努める。

・組織的な指iij体制を縫立し、 一人ひとりの子どもの生活上の問題点を杷虚し、きめ細かい桁導

を行なうとともに、他の機関との連撹 ・協力を雌進する。

イ.進路栴導

・児童一人ひとりが (1分の倒性を白党し、進んでそれを生かし、将来への高い目標が持てるよ う

な充実した学校生活が送れるように努力する。
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6 本年度の研究主題

「一人ひと りが生き生きと学習に取り組む指導法の研究」

7 本校の特色

(1) 地j或の学校としての立場を強く自覚し、その期待にいっそう応え得る学校の創造を目ざす。

(2) 前年にひき続き「進んでやる子どもJの育成を目ざし、教職員はもちろん、家庭との相互理解に

よる遥携を強め、PTA、地域との協力などを官官にして教育を推進する。

(3) 児童一人ひとりが個性を発揮し、生き生きと積極的に活動する活力に満ちた教育が行れるよ うに

充実した校内研究を推進する。
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学校名

所在地

1:11 言百

1関 路

児童数

校長氏名 西田敦子

1 沿革の概要

昭 55. 4. 1 開校

日野第八小学校より分離

児童数 666名(男 319名 K 

347名)、教職員 34名で発足

4. 7 第 1回入学式 111名入学

6.10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始(芝生、アンツー

カーの運動場)

9.10 市主催による落成式

昭 56. 2.10 校歌 ・校章発表会

開校記念日とする

3. 25 第 I回卒業式 126名卒業

4. 6 第 2回入学式 114 :fl入学

学級数 18

9.22 校庭改修工事完了(ダスト舗装

f1p， 57. 3. 25 第 2回卒業式 125名卒業

4. 6 第 3回入学式 90 :fl入学

学級数 17

Ill!. 58 3. 25 第 3回卒業式 110名卒業

4. 6 第 4回入学式 66 1'1入学

学級数 16

昭 59. 3. 24 第 4回卒業式 110名卒業

4. 6 第 5回入学式 82 :fl入学

学級数 16

1l7i 60. 3.25 第 5同卒業式 1 17名卒業

4. 6 第 6同入学式 68 :fl入学

学級数 15

6.28 n.楽宅冷房設備工都完 f

II{i 61. 3.25 第 6同卒業式 131名卒叫

4. 7 第 71ol入学式 79名入学

学級数 14

日野市立三沢台小学校

日野市百草 896-1

0425-92-2351・2352

京王線百草園駅下車徒歩 15分

男 174名9:154名 計328名

教頭氏名 雨 宮 充

np， 62 3. 25 第 7回卒業式 119名卒業

4. 6 第 8回入学式 60名入学

学級数 13

8.31 三沢台小学童クラブ開

H自63.3. 25 第 8回卒業式 104名卒業

4. 6 第9回入学式 55名入学

学級数 13

9. 1 体育館舞台照明設備工事完了

平元. 3.25 第 9回卒業式 79名卒業

4. 6 第 10回入学式 67名入学

学級数 12

平 2. 3.24 第 10回卒業式 89名卒業

4. 6 第 11回入学式 52名入学

学級数 12

8.24 体育館床張替え工事完了

AV放送器機設置

平 3. 2. 1 ランチルーム設備充実

2. 9 創立十周年記念式典

父母の会よ り記念品贈呈(遊具)

3.25 第 1J回卒業式 79名卒業

4. 6 第 J2回入学式 50名入学

学級数 12

平 4. 3 25 第 J2回卒業式 77名卒業

3.31 鳥小屋 ・砂場 ・畑新設

4. 6 第 13回入学式 41名入学

学級数 12

2 l俊代校長

氏 1"1 年月~年月

初代深尾 民 np， 55. 2 -1Ip， 59. 3 

二代松円楽敬治 Uf{59.4 -np， 62 3 

ニ代将'r¥J:也 j;永 昭 62.4-平 2.3 

問代四m 敦子 平 2.4-現在
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3 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の頃きを開発した住宅街(西武 ・日本信販 )の中心にあり、

北は日野市、 立川市方面、南は八王子市、多摩市及び多摩ニュータウンが一望できる。東は百草闘の

雑木林に囲まれ、自然に恵まれている うえ、静かな住宅環境でおちついている。

4 教育目標

( 1) 学校の教育目標、

人間尊重の精神を基調に、国際社会の中で心豊かにたく ましく生きる人間の育成をめざし、 次の

教育目標を設定する。

oすすんで学ぶ子

o明る く思いやりのある子

0 よく考え行動する子

0 からだをきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

児童一人一人の個性や能力を生かし、豊かな心と実践力を培う教育を推進する。

(力 学年 ・学級の実態や児童の発達段階に即し、具体的な目標をたて、計画的に日々の教育をすす

める。

(イ) 生慌を通じ主体的に学び続ける児童の育成をめざし、基礎学力と豊かな情操を育てる。

(引 安全で整備された教育環境の創造に努める。

(ヰ 家庭や地域社会との連防を深めるとともに学校相互の連脱や交流を図り 、聞かれた学校をめざ

す。

(対 校内研究 ・研修の充実によ り、 教師自らの指導力を高め、創意ある教育を推進する。

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教 科

児IiZが自ら考え、謀題に向かつて主体的にねばり強く取り組めるよ う指導法の開発に努め、生

慌にわたって学ぶカの基礎を培う。

o児童一人一人の発達段階や個に応じた学習指導を工夫し、基礎学力の定着を図る。

o教材・教具の効果的な活用を図り、学習効果の向上に努める。

イ.道徳

教育活動の全体を通して、道徳的心情を豊かにし実践力を育てる。そのために、各教科 ・特別j

活動とのつながりを深めた指導の展開に努める。

。広い心をもち、たくましく生きる子を育てる。

0 望ましい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育て る。

ウ.特別活動

児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努めると共に、異年齢組織などを活

用して児童相互の交流を深め、協力して落ち着いた活力のあるよい校風づくりに励む態度と実践

力を育成する。

(2) 特色ある教育活動

新興住宅と古い集落とを合せもつ本校では、教育活動にいっそう 創立と工夫を生かし、児童相互

の連帯意識と地域社会の一員としての自覚と 実践力の高揚を図る。

o具年齢児童のふれあいの場を多くし、児童相互、児童と教師の交流をさかんにする。

o校内、校外での奉仕的活動を通じ、勤労の大切さを育み、併せて学校と地域との連携を深める。

-]36-



o子供の遊びを豊かにし、創造性を育み、心身の制手nのとれた発達の基礎を培う。

o Elkの学習を充実させ「すすんで、学ぶ子」の実現をめざす。

(3) 生活指導 ・進路指導

(対生活指導

o楽しい学校生活を送れるように全教育活動を通じて、人間としての調和のとれた豊かな心を育

てる。

o集団としての規律を鹿Mさせ、基本的生活習仙の徹底を図る。

o家庭 ・地域とのm脱を傑め、安全桁帯、健全育成の手立てに万全をJtIlす。

(イ) 進路指導

o児7E一人一人の特性を生かし、個別指導を一!日徹底し、生涯学習を指向する基礎作りをめざす。

o各教科道徳、特別活動との関連を微にして、職業や勤労に対する正しい埋解と判断力を育て、

労働や奉仕することの大切さを体得させる。

o海外からの帰国した児童なと.については、 学校生活への適応を図るとともに、外国における生

活経験を生かすなど適切な指導に努める。

6 本年度の研究主題

「一人一人の児童が、 主体的に学ぶ指導の工夫」 教科生活科 ・理科

7 本校の特色

子どもたちの 「心のふるさと 」となる地域と一体化した学校づ くりをめざす。このため全教職員の

創意を生かし、 子どもと共に遊び、働き学ぶ教職員の後~から教育実践の効果を高めてし、く 。

8 その他(教職員の研究歴)

ヌヒ 研 究 員 IJf~ 発委 員 海 外 派 道

雨宮 充 (61道徳) 四回数子(60家庭) 西国敦子 ( 58 ) 

2 的!日1紀子( 3生活) 川田浩子(62道徳)
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学校名

所在地

電 話

11原 路

児童数

校長氏名 中村孝 一

1. tB革の概要

2 

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学校

の教室不足の解消、危険な道路を横断しない安

全通学と、当地域の将来の発展を見越して、日

野第一中学北側の固有地 「日野第一桑園」 跡地

と一部ri収民有地に新設された学校である。

昭 58.330 仲田小学校新設の為の市条例ー

部改正を市議会が可決

6.22 現在地に建設着工

H自59. 2 初代校長 山口武彦就任

4 開校

4. 6 第 1回入学式

5お 校庭 ・プール竣工

7. 31 体育館竣工

10 12 市主催落成式挙行

11. 12 校歌 ・校章披露式挙行

1113 60. 3.25 第 1回卒業式

11?3 61. 3. 25 第 2回卒業式

H百62. 3. 25 第 3回卒業式

2代校長岩下和夫就任

H召63.3.25 第 4回卒業式

11. 21 開校五周年記念式典

平元. 3.25 第 5回卒業式

王子 2. 3.25 第 6回卒業式

平 3. 3.25 第 7回卒業式

平 4.3.25 第 8回卒業式

平 4. 4 1 3代校長 中村孝一就任

平 4. 4. 6 第 9回入学式

歴代校長

氏 名 年月~年月

山 口武彦 H百59.2 1 - 62. 3. 31 

岩下和夫 昭 62.4. 1 -平4.3 31 

中村孝 平 4.4. 1 -現在

日野市立仲田小学校

日野市日野本町6丁目 1の 74

0425-81-8511・8512

中央線日野駅下車徒歩 12分

男 176名女 153名 計 329名

教頭氏名 難波和子

3 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置し、東

と南に甲州街道(医|道 20号線)、西に JR中央

線、北に多摩川にかこまれた、ほぼ長方形に近

し、地域である。

この地域は、江戸時代以来甲州街道日野宿と

して栄えてきた。近年、多摩川沿いの水田を埋

めたてて宅地化が進行している。 したがって、

古くから居住している人々、比較的新しく移住

してきた人々とが混在している。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林省、

蚕糸試験場 (日野第一桑園)跡地にたてられ、

周囲は、仲間緑地や多摩川という自然の美しい

環境が残されている。

仲間は、この付近の古い字名で、本校名もこ

れによ ったものである。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基調とし、広く |司際社会に

おいて信頼と尊敬の得られる知、徳、体の調和

のとれた人間性設かな児童の育成を目指し、次

のように教育目僚を設定する。

oすすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる力を

育てる。

0からだを きたえる子

生涯にわたってたくましく生きるための心身

を育てる。

@思いやりのある子

自己を抑制しつつ、他者を尊重し、好ましL、

人間関係を築く 。

0 さいごまでやりぬく子

困難に立ち向かい、障害を乗り越えて自己実

現を図るための基礎を培う。
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5. 本年度の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o各教科の特性を踏まえ、個に応じた指導を工夫し、学ぶ喜びの味わえる授業を創造する。

o思いや りのある児童の育成を目指し、 自然や生物に対する坐かな心情を養う。特に生活科及び

理科の充実に努める。

イ.道 徳

o生命尊重を第ーに、相手の立場を思いやる心情を育て、社会の一員としての自覚を高める。

o目傑の達成を目指し困難に向かつて挑戦し、最後まで-板気強くやりとげる態度を養う 。

ウ.特別活動

o体験的な活動を重視した学校行事や学級活動を推進する。

0学級活動の内容や方法を吟味し、指羽計画を作成するとともに、実践力を高めてし、く。

(2) その他の活動

0学校裁量の時間を縫保し、活動内容及び形態を工夫し地域や学校の特色を生かした活動を推進す

る。

o児童と教師が一体となって、学習潔境をより美しく 、より豊かにしてし、く。

o児童臼ら進んで健康 ・体力っくりに取り組み、体力の向上と生命の安全に亦げる能力と態度を養

う。

(3) 生活指導 ・進路指導

o児童.@解に努め、カウンセリング ・マインドに徹した個別指導を行う。

o家庭との連腕を深め、基本的な生活習仙の定若を図る。

0一人一人の児童の能力 ・個性を捉え、これを仲ばすための個別指導を重視する。

o学級における係活動などを通して、個性の伸長を図る。

6 本年度の研究

( 1) 研究主題

一人一人を大切にし、互いに高めあう学習指滋の工夫

(2) 研究領域

生活科( 1、 2年)

埋科(3 - 6年)

(3) 研究内容

① 抜本的方向

o身近な動舶物から、 自然とのかかわり

o A r生物とその環境」

。生活科 ・理科を研究1!n域として、上記主題を追求し、本年度の重点教育目標「思し、やりのある

子Jの具現化を図る。

o昨年度の研究及びtl*l函を断まえ実践して定lfを図るとともに、期待される児童像をさぐる。

o人倍尊重教育推進佼 3年日(最終年)を踏まえ [一人一人を大切にした桁導」から思いやりの

心を)f1求してし、く 。

② 研究刀法等

o 都江4及び教材研究を通して、 新学~，' ~・行部要領の趣行、 11'] 森のJlliWi-を深める 。

04受業研究を過して、桁噂内容 ・刀法を実証してし、く。

o研究推進委以会のalii1，j • :HI~進により 、 校内を三分科会に分けて進める。

0 生ffi科 ・鹿科の備I川、 lifJi設の比.iUlしを図るとともに、教育環境の終的に努める。

o rけやきの時!l1"]j (学校裁批の時II¥J)をrlJ心とした体験的所動を翫悦する。
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7 本校の特色

本校は、 I~日校九年目を迎えた教職員の意欲と児童の活力にあふれる学校である。

(1) 恵まれた自然環境

本市の北東部に位置する学区域は、緑豊かな仲田緑地や、流れも清き多摩川など、美しい自然に

囲まれている。また学校の前には、樹齢 100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ、四季おりお

りの景観が子供たちの心をはぐくんでくれる。

(2) あいさつが上手な明るい子

本校の子供たちは、すこぶる明るく 、素直である。来客者は口をそろえて、 「この学校の子供た

ちはあいさつが上手ですね」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であり 、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい

学校生活を過こeすために、あいさつは不可欠なものであり、 全校で取り組んでいる。

(3) 研究熱心な教職員

本校では、 「一人一人を大切にし、互いに高めあう学習指導の工夫」をテーマに、昨年度は頭 ・

心 ・体の健康っくりを目指して、体育科の授業改善に努めてきた。その研究成果を踏まえ、本年度

は教科を新たにし、更に一層の飛躍 ・深化に努めている。

また用務員は、庭木の現定の時期を研究したり、事一務職は廉価て‘品質のよい物品購入に心がけ、

調理員は、子どもの側に立った味付けなどを絶えず研究している。

(1) 協力的な地域の方々

本校をl取り巻く地域は、 「日野宿」跡地に象徴されるように、大変歴史の古い所で、ある。それだ

けに貨危な遺産や資料がたくさんある。 以前、 開校五周年記念、の資料集を作成するため、地域の方

々に資料提供を要請したところ、驚くほど多くの資料や古文書を寄せてくれ、また古老から、昔の

話を十分聞かせていただいた。十周年を来年に控え、地域に根ざすとともに連肢がしっか りと深ま

ってきている。

8 その他(教職員の研究歴)

決そ 研 究 員 研 究 生 現代化委員 ・開発委員

1 中村孝一 (52社 会 ) 青田 弘(元.教育方法) 難波和子(63.家庭)

2 中村 孝 一 (58教育謀題) 吉田 健 (3 体育 )

3 清水 妙子(47学校保健)

4 岩崎英夫(元.体育)

5 吉田 健(元.体 育)

6 楠松久美子(2 国語)

7 八木正 子 (2.教育謀題)
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学校名

所在地

電 話

JI慎 路

生徒数

校長氏名 宮本裕子

1. 沿革の概要

昭 22. 4.30 公立中学校として設置許可、日

野中学校と称する。

昭 24. 4. 1 校歌制定

昭 29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

昭 37. 9. 17 新校舎(鉄筋防音)落成

I沼38. 9. 9 プール落成

昭 39. 5. 1 特別教室落成

昭 41. 7. 1 体育館落成式

附 42.11. 4 20周年記念式典挙行

昭 48. 3. 10 校舎増築(普 2、特別 2) 

昭 52.11. 4 30周年記念、校歌刻字の記念仰

昭 55. 4. 1 大坂上中新設に伴い学区縮小

昭 59.3. 31 給食棟増築(食堂 1、特別 2) 

昭 59.6. 4 学校給食開始

昭 62.U. 7 創立四十周年記念式挙行

平元 8.25 保健室改修工事

平 2 9. 3 校庭整備工事

平 3.10. 25 柔道室改築

平 4. 2.24 コンピュータ室工事

平 4. 2.26 市研究奨励発表

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

町田助之助 昭 22. 4 - 25 9 

飯塚節 三 昭 25.10 - 37 3 

大沢 t杉 f沼37. 4 - 40 3 

大 沢品作 昭 40. 4 - 45 3 

安部達良11 昭 45. 4 - 49 3 

東 恭 朝 i沼49. 4 - 53. 3 

松延耕作 AB 53 4 - 57 3 

小林節 夫 H召57. 4 - 59 3 

奥村節生 昭 59 4 - 63 3 

高橋銭彦 昭 63 4 -平元.1 

宮本裕子 平冗・ 2-現在

日野市立日野第一中学校

日野市日野本町 7-7-7

0425-81-0009・0261

JR日野駅下 車 徒 歩 10分

男340名女 342名 計 682名

教頭氏名 中根 勉

3 地域の環境

日野市の東部、多摩川と浅川の合流する第四

紀沖積層の低地に当り、水の便よく水田が発達

し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えてきた。

近年、郊外の住宅、アパート、工場、特に中

小企業、家内工業、商業が多く 、近郊農業も見

られる。

4 教育目標

一人一人を尊重し、真理と平和を求める社会

の形成者として、世界に開かれた人間の育成を

めざし、次の目標を定める。

一、自ら考え、学びつづける人 (主体性)

一、協力し、全体につくす人 (連帯性)

一、心些かで、思いやりのある人(人間性)

一、進んで、心身をきたえる人 (健康)

5 教育目標を達成するための基本方針

①生徒が各教科等の基礎 ・基本を身に付け、柔

軟な思考力や虫かな創造力 ・表現力を育成す

るとともに、生涯を通じて学習を継続する意

欲と主体的な態度を養う。

①生徒に学級 ・学年 ・学校 ・生徒会、さらに地

域社会の一員としての自覚を促し、集団の一

員としてよりよい生活を築こうとする態度、

地域から学ぼうとする心情や人々 との連帯感、

地域への帰属意識を培う。

①人権尊重の精神を培い、常に国際的視野をも

ち、一人一人の生徒の成長 ・発達と自己実現

の達成を図る人間性泣かな教育を徹底する。

@生徒が生涯にわたってスポ}ツを継続するこ

とができるよう体育の充実を図 り、生命を尊

び健康で明るく活力ある生活がおくれる能力

.態度を育成する。
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上記の基本方針を達成するため、教師一人一人の識見や能力を高め、校内の指導体制を確立し、家

庭や地域との連携を一層深め、聞かれた学校としての教育経笛'を展開して、本校教育の一層の充実、

向上に努める。そのために、適切な指導計画を作成し、評価の観点を明確にし、指導方法の工夫・改

善を図る。

6. 指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア、各教科

o基礎学力の充実を図るとともに、生徒の活動や思考を生かし成就感が意欲につながる指導に努

める。

o各教科の授業時数を確保し、授業内容の充実に努める。

o研究奨励を通し、教科指導法を改善工夫し、主体的な学習態度を育成する。

0体験的な学習、問題解決的な学習、視聴覚教材 ・教育機号告を活用した学習等を充実し、生徒の

興味・関心 ・意欲・ 主体性を伸長する。

イ、道徳

o他領域との密接な関連を図りながら、自主的判断のもとに責任ある行動ができる道徳的実践意

欲と態度を培う。

0教育活動全体を通じて組織的 ・計画的・継続的な指導に努める。

o人権を尊重する豊かで思いやりのある心 ・感謝と奉仕の心を養い、併せて心身に障害のある生

徒や海外から帰国 した生徒等、みんなとカを合わせ、協力する態度を育てる。

0鉢花等の育成を通して、生命を尊重する精神を培う 。

ウ、特別活動

o教師と生徒、生徒相互の心の触れ合いを深め、信頼~I係を確立する 。

o小集団を基礎に個人の自発性や個性を啓発し、学級集団の質を高める 。

o学級 ・学年の活動を母体として、生徒会活動の充実をはかる。

0 クラブ・部活動等、異年齢の望ましい集団活動を通して、協力や社会連帯の精神を培 う。

o学校行事を通 して、集団への所属感を深め、学校生活の充実と発展に資する体験的な活動を促

進する。

(2) その他の活動

サンフラワー一中 (学習 ・心・ 環境)をキャッチフレーズとし、滋ち着きとうるおいのある学校

生活を築くために、次の ことを行う。

o清掃 ・美化活動の徹底をはかり 、心豊かな教育環境を醸成する。

0 クリーンフェスティパノレや花のある教室 ・学校づくり等の体験的 ・勤労的 ・奉仕的な活動を通

して、心豊かな社会性を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア、生活指導

o生徒が生き生き生活する規律ある学校生活の確立と基本的な生活溜慣の徹底を図り、社会の一

員としての自覚を高め、社会規範を守る態度を育てる。

0生徒指導の共通理解 ・共通実践に努め、職員の指導態勢の充実を図る。

0 あいさつや朝礼等の集会指導の充実により 、集団行動の質的向上を図る。

0教育相談を重視し、集団及び個の発達に応じた適切な生徒指導を充実する。

o保護者や地域、小学校等と緊密な連携を図り 、生徒の健全な育成に努める。
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イ、進路指導

0一人一人の生徒が自己理解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と

態度を育てる。

o 3年間を見通した全体計画を作成し、組織的 ・計画的 ・継続的な指導を行う。

o学級活動における進路指導の時間の確保と充実に努める。

01微笑調べ ・品校調べ ・卒業生の話を聞く会 ・I"J校の先生の話をiJrlく会等体験的な学仰を通して、

生きた進路情報を修得させ、適切な進路選択能力を育てる。

7 本年度の研究主題

(1) 授業研究 …「生徒が主体的に取り組む指導法の工夫」

(2) 市奨励研究 「生徒一人一人の主体性を育てる学習指滋」

8. 本年度の特色

。市の研究奨励校として、 「生徒一人一人の主体性を育てる学習指導」を通して、学校経蛍 ・学年

経営・学級経営および授業の充実を図ってし、く。

0市の教育目標を具現化するためJ受業研究やパソコン研修等を全教員で組織的に取り組み、授業の

改善を図っている。

9. その他(教職員の研究歴)

h 文部省等 研究員 研究生 開 発 委 員 道徳助言研

(5宮3・カ本'7中ン裕l央J研ン子修グ) 
中 桜 勉 宮本裕子 宮本裕子 中根 勉
( 56・教育課題) (52・相談) (53・心障 (59・60・62)

佐必至正 青田俊ザl 佐!悠至正 荒 延江
21 (59・趨絡中央研修) (63・教育課題) (60・技術) (61) 

3 中級 勉 浅 野 和 也 中綬 勉 佐藤至正
(63・海外派遣) ( 2 ・ 教i'í~題) (62・社会) (元)

酒井徳行 消水 E盗 酒井徳行 清水 空軽
4 1 ( '3・海外派遣) ( 3・特活) (63・特活) ( 2 ) 
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学校名 日野 市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平 4丁目 5の 2

電 話 0425-81-0056・0262

I1闘 路 中央線豊田駅下車北へ徒歩 10分

生徒数 男 358名-/;1.:308名計 666名

校長氏名 大 野 隆 久 教頭氏名 太田俊湖

沿革の概要 昭 55年度 第二技術室の新設

昭 29年度 設立認可、開校式、入学式 昭 56年度 北校舎内部塗装工事、校長室 ・

(生徒 200名) 事務室の床張替え工事

第二期工事八教室増築落成 昭 57年度 南校舎窓枠改修工事。プーノレサイ

1171 31年度 第三期工事竣工落成 ド改修工事。体育館床塗装工事

昭 32年度 第 1回卒業式(卒業生 204名) 昭 59年度 創立 30周年記念式典挙行

1l{1 33年度 校旗 ・校歌制定 昭 60年度 給食棟建設工事着工

lI{j 3-1年度 産業教育研究校に指定される 昭 62年度 給食始まる

IlB 35年度 特別教室 (工作、調理、理科) 南校舎内部塗装工事

竣工務成 昭 63年度 南校舎内部塗装工事

昭 36年度 第二期特別教室竣工 体育館西側舗装工事

産業教育研究発表会、修学旅行 健全育成相談室設置

研究発表会 平 元 年 度 南校舎二階廊下改修塗装

Hs 37年度 プーノレ竣工法成 青桐祭 (文化の部 )市民会館で

11B 38年度 保健体育研究発表会 挙行

R{i 39年度 普通教室 3教室竣工、創立 10 平 2 年度 体育館、床、壁、更衣室等改修

周年記念式典挙行 被服室、理科室の床改修

si'HO年度 体育館竣工 平 3 年度 コンピュータ一室新設

Il{j -1 1 年度 防音校舎第一期工事完成(6教

室 ) 2 歴代校長

昭 42年度 防音校舎第二期工事完成(18教

室 )、プーノレ用更衣室工事完成 氏 名 年月 ~年月

l1{j -13年度 南校舎前、境裁花塩完成
橋本賢 一 sB 29 3. 1 - 30. 9. 30 

体育倉庫と校庭用便所完成

昭 48年度 創立 20周年記念式典挙行 増 山 恒 昭 30 10. 1 - 41. 3 31 

昭 49年度 南校舎 3階塗装。技術科教室及 飯田栄 一 H召41 4. 1 - 46. 3. 31 

同準備室改造艦備。中l盛・他整
河村俊一郎 日目 46 4. 1 - 48. 3. 3 1 

備

昭 50年度 南校舎6教室増設、 I将校舎2階 飯 田 卯 吉 sB 48 4.1-51.3.31 

塗装 小林政之助 sB 51 4. 1 - 55. 3. 31 

昭 51年度 理科室、家庭科調理室、机、床
渡辺吉 彦 昭 55 4. 1 - 59. 3. 31 

盤備

昭 52年度 体育館照明工事、暗幕完成
小林節 夫 昭 59 4. 1 - 63. 3. 31 I 

校舎電気配線整備 大野隆久 H召63 4.1-現在
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3. j也戚の環境

学区は 3，000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラリーマンの住宅

地として発展したベッドタウンの中央に位置している。

4 教育目標

人間噂重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者として、国際社会に生きるたくま しく実臨力の

ある人聞をめざし I自ら学習に励む人になろう

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。 I思いやりの心で他に尽す人になろ う

(2) お互いに尊敬し合い、奉仕の態度を育てる。

(3) 高い知性と豊かな情燥を養う。

5. 本年度指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

進んで心身を鍛える人になろう

桁導内容の精選、指噂方法の工夫改善につとめ基礎基本の充実を図り、ゆとりある学潤をとお

して自主学習を促進し、内発的立欲、主体的学習態度の育成を図る。

イ.道 徳

教育活動全体をとおして、組織的、計画的に内容の重点化を図り、日常生活において自主的判

断のもと責任ある行動ができる位かな道徳性の育成を図る。

ウ.特別活動

0学年、 学級の諸活動を~~鍛に、生徒会活動など集団活動をとおして自主性、 協調性、 奉仕性等

を養う。

O?ラブ活動、部活動の組矧や内容の充実を図 弘前発な活動を促進し、 学校生活の活性化を図

る。

(2) その他の活動

o小集団を基に学級、学年、生徒会の活動の中で、個々の自発性を促し生徒集団の質を高める。

0行事や諸活動に工夫をこらし、内符を充実し、活発な活動を{lEし参加の意欲を高め、主体性、協

調性、創造性の進展を図る。

(3) 生活指滋 ・進路栴部

ア.生活指滋

0教師と生徒、生徒相互の人r，:l関係を深め、基本的生活習慣を身につけさせ、自ら正しく判断し、

実践 してし、 く能力を聾う。

o 問題行動の指噂は、 共通_g~角Tf.に恭づき一致した桁羽を継続徹底するとともにゆと りを持っ て白

己教育力、白ら正す力の育成を図る。

イ.進路指導

教師、生徒、保護者の交流を促進し、発達段階に応じた進路指訴をすすめ、自己の個性や適性

の伸長をはかり、正しい職業飢を育成し、自らの進路を選択できる能力を高める。

6. 本年度の研究主題

視l惚党機~i5の活用
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7 本校の特色

日野市最大の多摩平第 1公園に援し多摩平団地のほぼ中央に位置し、けやき、白かし、くぬぎ、こ

なら、赤松、ゆりの木等身の木々に阻まれ、自然環境は良好である。広い校庭は桜に凶まれ、体育系

のクラブ活動は活発で優秀な成績を上げている。者liの愛.fhモデノレ校にも桁定されており、生徒も自ら

小鳥 ・小動物の飼育を行い、情操函1の高揚も見られる。青桐祭(運動会 ・文化祭)も 14年目を迎え

定着してきた。年 2 1旦|実施 され る生徒会主催の球技大会、 合1I1~祭は、学級のまとま りを強めるととも

に、生徒の自主性を育てている。特に青桐祭を通して生徒の誇りと二中の特性の育成に努める。

8 その他(教職員の研究股)

ひ坦L 研 究 員

富士 発 (4 1特 活 )

2 永谷 盟 (t15教育方法)

3 永谷 世 (52特 活 )
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学 校 名

所在地

'it.t 言古

11関 路

生徒数

校長氏名 名塚 三 雄

1 沿革の慨要

sB 22. 4. 1 学術l改革により七生村立中学校

を役場庁舎内に設位

5.15 七生村役場を仮校舎と して|加校

式挙行 2部綬業で発足

IlB 23. 2.15 七生村南平 1994番地に七生中

学校敷地決定、地鋲祭を挙行

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始

日百 32. ]2. 1 PTA結成第 1凶総会を挙行

創立十周年の記念式典及び校歌

制定の発表を挙行

H百33 2. 1 日野町立七生"1"学校と校名変更

n{{ 37. 7. 31 プール聞きを挙行

IIs 37. ~ 39 鉄筋 3階 34攻寝 ・64攻宅完成

Il(i 41. 7. ] 体育館務成

il{i 42. 11. 33 創立二十周年記念式典挙行

11(--'1 45. 3.31 鉄筋防7T校舎 94攻宰ー完成

4~9 七生中学校に三rj'分校設世

1It'1 46. 3. 31 第二期防音鉄筋校合完成

8.24 フ.ール浄化装位 ・w:衣宅完成

IIA47. 3.20 観察用ノ')(胤l完成

5.22 訪問j学級開級式

H何50.5. 22 南校舎西側(4階)町l築工事:完

成訪問学級教室完成

7. 1 地1ft変!1!:日野市南~IZ 6-7- 1

Il({ 52. 11 3 創立三十周年を祝う会挙行

1I{1 54. 9.30 校庭、運動場改修工郁完 f

H代57.3.31 社教による夜川照明工事完了

U{{ 58. 4. 1 心陣学級1m設(24攻宅改造 )

5. 心抑特別教'長完成

IIA 59. 5 校l返|有フェンス改修(歩道完成)

IIA 59. 8. 全教宅慾枠アノレミサッシに交換

-外装l火付け工事実施

日野市立七生中学校

日野市南平 6-7-]

0425-91-0174・0175

南平駅(京王線) 下車徒歩 8分
豊田駅(J R) 下車徒歩 18分

男327( 4・0) 友288(2・3) 計 615(6・3)
)内は心障 ・情陣学級の生徒数

教頭氏名 松海茂 久

昭 60. 3 廊下塗装工事実随

5. 給食.fJI!(厨房 ・食堂)完成

sB 6J 3 校庭南フェンス (高)延長

IlB 62. 9.12 創立匹l十周年記念式典 ・祝賀会

を挙行

平 2. 3. 訪問学級を閉鎖

2. 4. 情障学級を開級

3.10 体育館を改修

2. 陛代校長

氏 名 年月~年月

飯塚節 三 11A 22. 4 ~昭 25 9 

J.j'!)山 恒 昭 25.1 0 ~昭 30. 10 

飯 島 一 吉 明 30.1 0 ~昭 3 7. 3 

木村 巧 RA 37. 4~昭 40 3 

芳西幸 ニ 昭 40 4~昭 44 3 

羽 崎 一 男 明 44 4~昭 47 3 

高橋太 一 l明47 4 ~昭 5 1 3 

吉 岡 孝二日11 Il{{ 51 4 ~ilA 55 3 

山本 {呆 ilB 55 4 ~ilA 61 3 

川崎 fl{{ 三 i1B 61 4~平成元 . 3 

村田 志日 平成元.4~明/x. 4. 3 

名塚 三 雄 平成 4. 3~現在

3. !也域の環境

学校は京王線より徒歩 8分、中央線鎧田駅よ

り南へ J8分、浅川に沿う静かな位世にある。

学区械は京王線に沿って東西に長〈、平坦部と

多勝丘陵からなり 、急速に住宅が附えてきた。

生活環境がよ く、生活指滋には忠まれている。

学区近くには、日幡不動、また多摩動物公刷、

玉12:山城!I1:等の文化施設がある。
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4 教育目傑

(1) 学校の教育目襟

基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成するために、つぎのことを目標とする。

自主 ・敬愛 ・勤勉 ・責任 ・健康

・自ら学び、考え、行動しよう。

・責任と思いやりの心をもとう 0

・健全な心とからだをつくろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

①人権を尊重し、実践活動を通して生徒の個性の伸長をはかり、心豊かでたくましく生きる生徒を

育てる。

②装礎的 ・基本的内容を身につけさせるため、日常の継続的研究を進める。

③より効果的に教育活動を進めるため、教師と生徒の心のふれ合いを深めるとともに、教育環境の

整備向上に努める。

④障害児に女付る理解を深めるため、心身障害学級との交流をはかる。

⑤地域の自然や文化を大切にする態度を育て、郷土愛を培う。

⑥|歪l際的な視野に立って行動できる生徒を育てる。

⑦全職員の共通理解を深め、あわせて父母 ・地域との連燐を衝にし、健全な生徒を育てる。

(3) 心|邸学級の目標

①情*n・情操豊かで、健康な身体を育てる。

②一人一人の発達段階に応じて、言語 (表現活動)認識を豊かに育てる。

③生活に必要な知識や技能を学び、自分から進んで行動できる力を育てる。

④互いの個性を大事にし、助け合って働ける力を育てる。

(4) 情陣学級の目標

級車~，:な人間関係を通して 、 生徒一人一人の健全な成長と民主的人格の育成とを図るとともに、 社

会に適応し自らの能力を発開できるようにする。

5 本年度指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各 教科

0法礎的 ・基本的事項の指導の徹底と、生徒一人一人が主体的に学ぶ意欲の向上を図る。

イ.道 徳

0健康で、 明るく 、互いに協力する態度を育てる。

0物事を正しく理解し、判断して、建設的に実践してし、く態度を育てる。

ウ.特別活動

o生徒の自主活動を高め、規則正しい学校生活を通して、心身ともに調和のとれた生徒を育てる。

(2) その他の活動

0集団生活をとおして、互いに協力する態度を育てる。

0生徒理解を深め、個性の伸長をはかるとともに、生活意欲の向上に努める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o諸活動を通し、生徒の自主性と自治能力の向上に努める。

0 基本的生活習慣の指導を通し、 中学生としての生活態度を育てる。

イ.進路指導

0自己理解を深め、自分の特性にあった進路を選択するとともに、自ら向上し自己実現を図ろう
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とする態度を育てる。

6 本年度の研究主題

生徒の自主的活動を育てる指導の工夫

7 本校の特色

0生徒は明るく素直であり、父母も教育熱心である。 PTA活動も伝統と新しさをうまく調和して

意欲的に活動している。

0研修会や綬業研究等を通して、基礎学力の定着、授業の充実を図っている。

0生徒の自主活動が燐んで、合唱 コンクーノレ、 三年生を送る会等の行事が、例年、活発に行われている。

0地区育成会や小学校とも連携して、聞かれた学校づくりに努めている。

8 その他(教職員の研究燈)

?で lilf 究 員 開発 委 員 研 究 生

名塚 三雄(43特活) 柳沢 美澄(56.英語) 大 谷 良 光 (61.技術)

2 柳沢 美澄(55英語 ) 瀬川 I1A笑(63国語) 瀬川 昭英(元.国語)

3 大谷良光(59.技術)

4 松海 茂久 (59.特活)

5 瀬川 IIB英 (60.国語 )

6 長坂日弘(元.音楽)

7 井 尻郁夫 ( 3.社会 )
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日野市立日野第三中学校名校
.-
寸ー

日野市程久保 650番地地在所

0425-91-2228・2229・2221

京王線高幡不動下車 百草団地行パスで
高幡台団地下車 徒 歩 7分

話

路

屯

11頂

計 804名女 374名男 430名数徒生

次義浦教頭氏名文宏木高校長氏名

歴代校長

氏 名 年月~年月

橋本敏一 日召 45 9 - 48 3 

松延耕作 日召 48 4 - 53 3 

田中引明 昭 53. 4 - 56 3 

L長岡宗次 H召56 4 - 59 3 

千葉康志 日召 59 4 - 63. 3 

清水春 海 昭 63. 4-平 3.3 

高木宏文 平 3. 4 -現在

2. 

地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地'滑にある。学

区域は住宅公団の高幡・ 百草の両団地、 民間分

譲の三井、 電建の諸団地及び在来の程久保、三

沢の両地区を含んだ地減である。

屋上からは眼下に浅川がm品、その北に起状

に富み緑豊かな武蔵野台地を一望することがで

き、西方遥か富士の秀峰も眺められる。学区内

には都立多摩動物公園、明星大学があり、付近

には百草園、東電学園、帝京大学、中央大学な

どがあって、文教地区を形成している。

3 

教育目標

(1) 人権尊重の精神を基調に国際社会に活躍で

きる心身ともに健かな人聞を育成するため次

の目標を定める。["自ら判断し、 責任をもっ

て実行する人となる。」

o自ら学び、考え工夫する人

o自然や人々を大切にする人

0自ら心身を鍛え、やりぬく人

- 150 -

4 

日野市立七生中学校日野第三中

分校として、七生中学校内で綬

業開始生徒数 26名、教職員

数 12名

日野市立日野第三中学校開校

七生中学校内で授業生徒数44

名、教職員 14名、百革、高幡の

両団地を学区域にする

校舎新築工事竣工

学区域変更、程久保地区の全部、

三沢地区上、中を加える

学区域変更、西部百草団地を加

える

開校式を挙行

記念日とする

表

体育館工事竣工

第二期校舎増築竣工

第三期校舎増築竣工

創立十周年記念式典

学区域変更、西部百草園住宅お

よび日本信販西部百草園住宅地

戚を除外、三沢中学校区に移す

第四期特別教室増築竣工 プー

ル管理棟竣工

プール改修工事竣工

集中コントロールガス暖房工事

竣工

クラブハウス竣工

校庭夜間照明施設竣工

給食棟竣工

給食開始

創立二十周年記念式典

沿革の概要

昭 45. 4. 1 

1 H召45.10.

1 

10月 2日を開校

校章 ・校歌を発

3. 27 

昭 48.1. 31 

昭 50. 4. 1 

H召54. 4. 2 

sB 55 10. 

H百59

2 

5 

4 

7 

10 

昭 46

4 

昭 62. 3.31 

平元.8. 31 

6. 22 

2.11.17 

2. 6. 26 

8.13 

2. 9.28 

9. 

2 

sB 59 

2 

平

平

平

平

平



(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 研究実践部門の活性化と充実を図る。

② 教育目標を学年 ・学級に具体化して経営の充実を図る。

③ 指導方法の改善、工夫、基礎、基本の重視をとおして生徒の自主性を啓発し、充実した学校生

活をおくらせる。

@ 生徒の自主的 ・実践的な特別l活動を重視する。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教 科

教材の基礎的 ・基本的な内容への一層の精選を図り、自ら学ぶ意欲を大切にし、自主的な学習

を促進する。

視覚に訴える機器の活用と工夫によって、わかる授業を展開する。

指導と評価の一体化により 、学習意欲の増大を図る。

イ.道徳

他領域との関連を図りながら泣かな心を育てる。

自主的判断のもとに、立任ある行動ができる生徒を育てるよう 、指導内容を工夫する。

泣かな体験を通して思いやりと協調性を養い、感謝の心を育てる。

ウ.特別活動

学級 ・学年内の小集団を越本に、学校行事等に主体的に取り組ませ、協力し、力強く生きてい

く能力を育む。

生徒会活動に重点をおき、体験的な活動を重視し、勤労生産 ・奉仕的活動の充実を図る。

心や体に障害がある人への正しい理解を培い、思いやりの心を育てる。

(2) その他の活動

落ちつきとうるおいのある学校生活を送らせるため、清掃美化指羽の徹底を図る。

諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、自主 ・自立的な活動ができるよう舟

導にあたる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指噂

自ら正しく判断することを基本に、自体ある生動態度を身につけさせる。

教育相談を充実させ、学校生活への適応に闘する指導をする。

問題行革!応対する指導は、全教職員の共通理解に基づき、一致した指導の徹底をめざす。

イ.進路指導

各学年に応じた系統的指導の徹底をめざし、生き方にかかわる指導を充実させる。

教師 ・生徒 ・保護者の緊密な交流を図り 、進路情報を有効に活用し、適切な進路選択ができる

ようにする。

6 本年度の研究諜題

ァ.主題「個性 ・創造性 ・n主性をnてる桁導の工夫J
イ.研究内容

① 主体的に学問させる舵築研r先

① IÏ 主、白律、札I，~、やりの心を ffてる道徳、の進め)}

@ 1'1主的活動を促進するノE.徒桁滋

@ 各学年に応じた進『相行羽の検討
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7. 本校の特色

0本校は多摩丘陵の高台に位置し、 南には雑木林が援し、四季おりおりの樹木、小鳥のさえずりを楽

しむことができ、自然環境に恵まれている。

0開校 22年目で、学級数は 21、学区域の小学校は、潤徳小、 高幡台小、程久保小の 4校ある。

ol;l日校以来、 「自ら判断し、責任を持って実行する人となる」の教育目桜の具体化をめざし、全教育

活動を通じて、生徒の自主性の育成に第めている。

o団地、 分譲地を主体とした地域で、保護者の約 3分の lが技術的、 管理的な職業に従事し、子弟の

教育に寄せる関心は大変高L、。

0気持ちよく学習できる環度を縫えるため、教室美化、 掲示指導に力を注いでいる。月一回、美化デ

ーを設定し、清締活動の徹底に努めている。

8. その他(教職員の研究歴 )

¥ 研 究 員 開 発委員 そ の 他

大宅 党 (42音 ) 伴野博夫(55美) 現代化、 高 木 宏 文(51特活)

2 高木宏文 (46数 ) 橋 陽臣 (57体) 海外派近、長期高木宏文(2)

3 三 浦 義次 (46技 ) 鈴木 渉 (59音 )

4 飯島 利 三 (47技 ) 乙黒義夫(2 国 )

5 乙黒義 夫 (57国 )

6 飯島 利 三 (60謀 )

7 乙黒義 夫 (62書 )

8 横 溝 雅 之 (2保体)

9 辻野良子( 道徳)

10 111 口 俊 浩 ( 保体)
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学校名

所在 地

電 話

11慎 路

生徒数

校長氏名 高橋和子

i 治不の慨要

昭 47. 5.10 市教委に四中設立委員会設置

8 21 校舎起工式(工事費19億円施工

小[I ~I，建設)

12. 7 学区決定

昭 48.L 18 屋内体育館着工

3 26 都教委 ・第四中学校設立を認可

4. 1 初代校長 河村俊一郎氏以

教員 24名発令 ・開校

7. 2 昼内体TiWl完成 使 用 開 始

(工費約 4，600万円施工小

田急建設 )

7.18 本校シン ボノレ「泰山木J決定

8. 7 プーノレ完成(工技 2，700万円)

10.13 校歌作詞完成

10.16 校章決定、教育日様設定

IL 10 校歌作曲完成(寺原伸夫氏)

11. 16 校旗完成

11. 17 ~在日父式挙行

11.22 第一同開校記念日

附 49.2. 2 様準服制定

5.30 保健明 冷房装置取り付け

7. 1 地築工事IÆ~fl

7. 3 保健室空気清浄装位取り付け

9. 6 駐車場る舗装(体育館凶側)

IIA 50. 1. 8 体育倉庫、砂場完成

3. 8 J.i"1築部完成校舎3スパン

機械宅工~約 1 tむt6千万円

路工小田急~設

4.26 テニスコー ト完成

校庭の校舎にU字{11'J:~jì1

1I{1 5 L 1. 16 図苫館1m飢

UA 52. 4. 1 二代校長 IIIIJ幸雄氏刀打:

日野市立 日野第四中学校

日野市胞が丘 2-42

0425-83-3905・3906

中央線豊田駅下車徒歩 17分
パス (長房団地行、都立科学技術大学下車 5分 )

男 415名女 376名計791名 21学級

教頭氏名 塙 健郎

/lej 52. 9. 13 第三期工事開始、東端 3スパン、

美術室を理科室に改造

(工貨 9，500万円施工小田

急、建設、年度末完成 )

/liヨ53.3. 28 校庭に防球フェンス設置

ilA 54. 5.15 校庭東側に防球フェンス設置

H自55.L 18 仮称八中 (現平山中)学校準備

委員会発足

6.26 校庭南側に防球フェンス設置

U{~ 56. 4. 1 三代校長 花牟礼哲氏着任

II{~ 58 4.10 学校主主備、機械化となる

11. 21 創立十周年記念式典挙行

校歌碑建立 ・除幕

1I{~ 59. 8. 1 体育館床の研磨

[If， 60. 4. 1 四代校長立川泰司氏着任

間 62. L 17 給食棟建設工事着工

9. 30 給食棟及びテニスコート(全占

候型に)改修

昭 63. 4 五代校長桑原和正氏着任

5 16 給食開始

平成 2.8. 18 西側校舎外壁塗装

平j或3.7.21 東側

平成 4.4. 1 六代校長高橋和子氏着任

2 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

inJ村俊一郎 昭 48.4. 1 - 52. 3 31 

山口 幸 雄 昭 52.4. 1 - 56. 3. 31 

イE牟礼 哲 明 56.4. 1 - 60. 3. 31 

¥L 川 袋古j 111'1 6 O. 4. I - 63. 3. 3 1 

桑 原和正 昭 63.4. 1 -平3.3. 31 

日橋和 f 平 4.4. 1 -現在
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3 地域の環境

本校の学区は、地形的・地質的に北半分は洪積台地(日野台)、南半分の浅川ぞいの沖積低地に 2

分されている。台地部は 2-3段の段丘状になっており、その境界は高低差 10-20 mの急崖になっ

ている。

この地域は昭和初期まで、人家はほとんどなく昭和 12年、小西六写真工業 (株)(六桜社)、昭和

18年富士電機製造 (株)の進出まで、ほとんど見るべきものはなかった。

しかし、戦後にここにも都市化の波が押し寄せ、昭和 33年多摩平団地入居をきっかけに、人口は急

増しはじめt~ 平山工業団地 ・ ]R豊田電車区、 多数の住宅、 アパートなど、畑や雑木林をつぶして

設置され、 学区内の様相は最近 15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急増した。

4. 教育目標

平和で民主的な国家、社会の形成者として、世界にひらかれた日本人の育成をめざし、 つぎの 目標

を定めます。

1 進んで学習し、向上する人

2 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

3 進んで心身を鍛え、やりぬく人

0学校の教育目標を達成するための基本方針

1 年間の授業時数を縫保し、生徒の思考過程を重視した授業をすすめる。

2 生徒の自主的実践的活動を重視した行事の実施、及び学年 ・学級経営をはかる。

3 家庭の理解と協力をえて、ともに人間性豊かな生徒の育成につとめる。

4 個々の生徒とのふれ合いを密にし、個人の潜在する能力を引き出す教育をすすめる。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教 科

1 生徒の活動を生かす指導につとめ、自ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2 教材の精選につとめ、基礎学力の充実を図る。

3. 各生徒の学力を明確に把握し、個に応じた指導法を工夫する。

イ.道 徳

I お互いの人権を尊重し、思いやりの心を養う。

2. 物を大切にする心を養う 。

3. よく考えて行動し、 結果に責任をもっ態度を養う。

ウ. 特別活動

I 教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを深める。

2 集団の一員としての自覚を深め、協力してよりよい集団生活を営むようにする。

(2) その他の活動

充実 した中学校生活を送るために

1 学校行事への取り組みを通して、自主的・ 実践的活動を重視する。

2. 教師と生徒のふれあいを重視し、 生徒一人ひとりの学習や生活の悩みの解決をはかる。

3. 人権尊重の教育の推進に努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア.生活指導

自主的に規律正しい生活習慣を身につけると共に、個人の責任を自覚させる。

2. 勤労意欲を向上させ、 教育環境の整備 ・美化に努めさせる。

3 心身の健康安全に対する意識を高め、事故防止に努めさせる。
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4 集団生活の意義や個人の果たす役割を理解し、 集団の質を向める態度を養う。

イ.進路指導

系統的な指導につとめ、自己理解・情報の分析を通し、将来の進路を選択する能力と態度を育

成する。

6 本年度の研究主題

人権尊重教育の推進

7 本校の特色

(1) 教育活動

新学習指耳+~領の研修

各領域の調和に心掛けつつ、校風を発展させる意気に燃えている。

ア.段 業 校内研究を深め、 1 時間~ 1時間を大切にする。授業打ち切りをさけ、まじめな学

習態度を育てる。

イ.特別活動 学級活動・ 生徒会活動・ クラブ活動と学校行事の調和をめざし、時間を厳守して

活動し、自発心 ・自作心を育てると共に感動する体験を多くするように努める。

(2) 皮業研究の推進

市の学校教育の指導目標にのっとり 、綬業研究の推進に努める。

(3) 父母との連燐

学校通信 (学校の様子、生徒の創作)を家庭に配布し、 学年 ・学級通信と合わせて共通理解・共

通指導に努める。

(4) 美化緑化の推進

校樹 (泰山木)を育て、緑多く美しい学園の環境撃備に努める。

(5) 勤労体験学習の推進

学校行事を通して、特に、全校NI"姉の日々の突践から、自ら気付き ・考え ・実行する力を育てる。

8 その他(教職員の研究歴)

116. 研 究 員 /;日発委員 ・!Q代化委員 初T 究 生 中央研修

1 高橋和子 38保健体育 向僑裕子 57家 !定 村山敏雄 51苛 楽 塙健郎 56 

2 高橋和子 40特別活動 !村上敏雌 62音 楽

3 高橋和子 43学校保健

4 村上敏雄 47音 楽

5 尚橋泊予 61家 庭
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学校名 日野市立三沢中学校

所在 地 日野市三沢 25番地

電話 0425-92-5017・5018

順 路 京王線百草園より西へ徒歩 10分
高幡不動駅よ り東へ徒歩 12分

生徒数男 360名女 311名計 672名

校長氏名 阿 部忠志

1. 沿"与の概要

昭 51. 9. 18 

日召 52. 2. 1 

4. 1 

4. 6 

4. 7 

9.16 

日召 53. 3.22 

4. 7 

U{:154.3.19 

4. 7 

ni3 55. 3. 18 

4. 8 

仮.ffj¥5中学校校舎起工式

初代校長古川 量発令

日野市立三沢中学校開校教頭

以下教職員 22名発令

始業式 (2年 156名、3年 147

名

第 1回入学式 (1年 188名、

全校生徒 491名)

第 1回開校記念 日

第 l回卒業式 (男80名女6略 )

第 2回入学式(男109名女85名)

第 2回卒業式 (男75名女88名)

第 3回入学式 (男111名女91名)

第 3回卒業式 (男93名女91名)

第 4回入学式 (男107:名女105名)

陥 56.3. 20 第 4回卒業式 (男105名女86名)

4. 6 第 5回入学式 (男131名女94名)

昭 57.3. J9 第 5回卒業式 (男108名女95名)

4. J 二代校長降族経雄発令

4. 7 第 6回入学式

(男 137名女 108名 )

附 58 3.19 第 6回卒業式

(男 110名女 108名 )

4. 7 第 7回入学式

(男 107名女 122名 )

18学級教職員 35名

昭 59. 3.19 第 7回卒業式 (男130名女95名)

4. 1 校舎地築、給食室完成

4. 7 第 8回入学式

(男 174名女 161名 )

f1860. 3. 19 第 8回卒業式

(男 136名女 102名 )

3. 31 西側第二グラ ンド完成

教頭氏名 深 山 陵 弘

H百60.4. 8 

H召61. 3. 20 

3.31 

4. 8 

Iljg 62. 3.20 

4. 1 

4. 7 

11. 7 

Ujg 63. 3. 18 

第 9回入学式

(男 171名女 153名)

第 9回卒業式

(男 110名 女 119名 )

前庭、中庭緑化完成

第 10回入学式

(男 169名女 170名 )

24学級教職員 55名

第 10回卒業式

(男 174名女 169名 )

三代校長綿引正己発令

第 11回入学式

(男173名 女 142名 )

23学級教職員 55名

創立 10周年記念式典

第 11回卒業式

(男175名女 164名 )

4. 7 第 12回入学子

(男 142名女 129名 )

23学級教職員 56名

平元. 3.20 第 12回卒業式

(男170名女 168名 )

4. 7 第13回入学式(男132名女97名)

21学級教職員 50名

平 2.3. 20 第 13回卒業式

(男 173名女 142名 )

4. 1 四代校長 阿部忠志発令

4. 7 第 14回入警式

(男 129名 女 111名 )

18学級教職員 44名

平 3.3.20 第 14回卒業式

(男 142名 女 123名)

4. 8 第 15回入学式

(男 96名 女 103名 )

17学級 教職員 42名
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2 歴代校長 平 4. 3. 19 第 15回卒業式

(男 133名女99名)
氏 名 年月 ~年月

古 川 豊 昭 52.2. 1 - 57. 3. 31 
4. 7 第 16回入学式

隆族経雄

綿引正己

阿部忠志

3. 地域の環度

昭 57.4. 1 - 62. 3. 31 

昭 62.4. 1 -平2.3. 31 

平 2.4. 1 -現在

(男 108名女86名)

18学 級 教 職 員 42

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。替区域は京王線に沿って北は浅

川までの平坦部、南は多摩丘陵からなり、環境に恵まれ、 高幡不動尊、百草国などの名勝がある。

4 教育目標

憲法と教育基本法にのっとり、平和で民主的な人聞に育成することをめざして、次の目標を定める。

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

②心豊かで、みんなと協力できる人聞に育てる。

① からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる 0

・教育目標を達成するための基本方針

(t) 各教科、各領域の調和とそれぞれの次実により、学習の基礎的・基本的内容の定着を図る。

(2) 生徒と教師、生徒相互の理解を深め、心の通う、ゆき届いた指導を、一貫した指導体制で取り

組む。

(3) 指導内容、指導方法の貧IJ意 ・工夫に努め、 一人一人を生かす指導を充実する。

(4) 健康 ・安全の指噂を充実、体位、体力の向上に第めるとともに、集団の一員としての自覚ある

態度を育てる。

(5) 教育環境を整えるとともに、生徒の自主的・自治的能力の育成に努め、明るく生き生きした校

風を確立する。

(6) 父母、地域と連機し、一体感のある指導体勢を高め、社会の信頼に応える 0

・ 指導の重点

(l) 各教科

自ら学ぶ意欲を高める指穏を推進する。そのために

ア.指岩手内容を精選、工夫 し、 基礎 ・基本の指導の徹底に努める。

イ. 生徒の自主的な学習活動、体験的な学習活動、地域の教材を生かした教育活動等を重視した

指導の推進に努める。

ゥ.情報の収集や活用の能力を高める指導の推進に努める。

(2) 道 徳

ァ.人権噂重の精神を基本に据え、13他を尊重し、認め合い、支え合い、励ましあう態度の育成

に努める。

イ.自然や美的なものを愛する並かな心を育てる指滋に努める。

ゥ.郷土を愛する心、地核社会の一口としての自覚を育くむ指滋に努める。

(3) 特別活動

ア.望ましい集団活動を育成し、自己実現をはかる能力の向上に努める。特に、生徒会活動.学

級活動の活発化とともに、学年、学級単位の活動の創立工夫に努める。

イ.自主性、自律性の向上を目指すJ白羽の推進に第める。そのために自己理解の深化、 集団のー
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員としての自覚の高揚、進んで生活課題の解決に取り組む態度の育成に努める。

ウ.学校行事を体験的な学習の機会と して生か し、個性、創造性の伸長に努める。

(4) その他の活動

ア.校舎外の美化活動を通して 、連帯感や奉仕の心を育てる。

イ.特別活動と関連させ、学年・学級の独自性を生か し、 明るく楽しい学校生活を創造する意欲

や態度を育てる。

ゥ.外国人英語指導助手の活用を図り、国際理解教育の拡充に生かす。

ェ.個別指導を工夫し、学力補充、学校不適応生徒の指導に取り組む。

(5) 生活指導

ア.教育相談の手法を取り入れ、教師と生徒との心の触れ合いを深め、全教職員のまとまりのあ

る指導を徹底する。

イ.規則正しい生活習慣、礼儀正しい態度を身につけさせる。

ウ.進んで協力し、責任を果たす態度を育てる。

ェ.集団生活のきまりを守り 、明るい学校生活を送らせる。

(6) 進路指導

ァ. 3年聞を見通 した進路指導を整備し、適時、適切な指導を工夫する。

イ.将来の希望や期待をもたせ、目標達成への意欲を高める。

ウ.個性、能力の理解を深め、進路選択を適切に援助する。

5 本年度の研究主題

生徒理解を深める指導法の工夫

6. 本校の特色

本校は開校以来 14年が経過し、教職員の努力と地域、父母の協力により 、学校の基礎が確立され

たと ころである。施設の面では、この 2、 3年の聞に校舎増築、給食施設の完成、第二グラン ドや前

庭の完成など一段と充実をみた。

教職員は常に和の精神を堅持して、当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。

特に、生徒一人一人の個性を伸ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明るく伸びやかな雰囲気

を大切にしている。その中で自ら考えさせ、自主的な行動のとれる生徒の育成をめざしている。こ

のことを可能にするため、授業研究、行事の充実、生活指導のための校内研修を重視している。生徒

は素直であるが、目的意識が不十分であり 、集中力に欠ける蘭がある。父母は教育熱心で協力的であ

り、父母と教師の会の活動も活発である。

本年度も、国際理解教育の推進ならびに英語力の増進を目的に、外国人教師の導入を図っている。

7. その他(教職員の研究歴 )

教育研究員 開 発 委 員 道徳助 言 研

阿部忠志(48.特別活動) 阿部忠志 (48文部省) 阿部忠志(49特>]1括動)

深 山 陸 弘(6O.英語 ) 深 山 睦 弘 (61英語 )

吉池美紀子(62.音楽)
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学校名 日野市立大坂上中学校

所在 地 日野市大坂上 4-17-1

電話 0425-83 -9755・9756・9696FAX 0425-83-9696 

順 路 中央線日野駅下車徒歩 12分

生徒数男 390(9) 女 319(2) 計709(1 U 

校長氏名 伴 野博

1. 沿革の概要

昭 55. 2. 1 初代 長谷川辰美校長若任

4. 1 日野市立大坂上中学校開始

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式(2年 214名 3年235名

心陣 J5名)

4. 8 第 1回入学式男 144名

女 128名心障 2名

5.15 校舎 ・校庭工事完成

6. 6 体育館工事完成

6. 28 プール工事完成

7. 12 t高成式挙行

8. J 1 生徒標準服 ・校主主 ・校旗制定

11. 1 体育館鍛帳、|暗幕工事完成

11. 8 校歌制定校章、校旗、校歌

発表会挙行

昭 56. 3. 9 第 l回卒業式男 J30名

女 J14名

4. 7 第 2回入学式男 128名

タJ341奇心障 12名

昭 57.3. 19 第 2回卒業式男 1J 2名

女 110名

4. 7 第 31:9:1入業式男 123名

女 102名心障 7名

Il{3 58 3 9 第 31[11卒業式男 148名

y:1441l， 

3.3J 理科宅、食堂、図苫宅、美術宅、

普通教宅 4完成

4. 7 節 4同入学式男 151 :名

!J: 1 18名心附 51'，

H月59. 3.19 m 41百l卒業式男 142名

次 1 4 3 ~， 

4. 7 第 5lill入学式見 166名

女151名心陣6名

( )内 心障学級生徒数

教頭氏名 山 崎妙子

昭 ω319 第 5回卒業式男 J27名

女 130名心障4名

4. 8 第 6回入学式男 J32名

交 1 52~奇心陣 4 名

昭 61. 3.20 第 6回卒業式男 150名

女 120名心陣 5名

4. 8 第 7回入学式男 J73名

女 163名心障5名

UB 62. 3.20 第 7回 卒 業 式 男 166名

女 154名 心 陣 6名

4. 7 第 8回入学式男 161名

女 J46名 心 障 3名

昭 63.3 J8 第 8回 卒 業 式 男 131名

女 154名心障4名

4. J 第 2代 名塚三雄校長着任

4. 7 第 9回入学式男 148名

女 130名 心障 4名

平元 3.20 第 9回 卒 業 式 男 173名

交 J61名心障 6名

4. 7 第 10回入学式男 J21名

女 123名心障 1名

平 2. 320 第 10回卒業式男 J55名

女 141名心障3名

4. 7 第 11回入学式男 136名

女 106名 心 障 4名

平 3.3.20 第 1J回卒業式男 150名

女 126名 心 障 3名

平 4.4.8 ~ 1 2 回入学式男 1 38 名

y: 103名 心 障 3名

3.19 第 12回卒業式男 119名

女 124名心陣 1名

4. 1 第 3代伴野博夫校長着任

4. 7 第 13回入学式男 108名

女106名 心 陣 3名
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2 歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月
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3 地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られている。また、関東ロ ーム層の日野台地にあ り、昭和 11年

日野工場地帯の中に設立された神鋼電機体。のあと地に新設された中学校である。

学区内に日野自動車 (株)をはじめ中小工場も多く 、また実践女子大学、日野台高校と隣接しており、

教育環境は良好である。

4 教育目標

広い視野に立って進んで自己を開拓し向上しつづける人になろう。

① よく考え進んで学ぼう。 (知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう。 (敬愛 )

③ 心身を鍛え、全力でや りぬこ う。 (健全)

5 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0綬業規律の縦立と生徒一人一人が主役となって自らの発想や体験を生かせる授業の工夫を進め

る。

o基礎学力の充実を図り 、学習遅進児への対策を図る。

0一人一人の個性と能力の伸長を図る。

0新教育諜程移行措置の 年度に当たり、完全実施へ向けての計画的移行を図る。

イ.道 徳

0正しい道徳的判断力と思いやりの心を埼う。

0社会の一員としての奉仕と感謝の心を培う。

0学校生活全体を通して系統的に、 道徳的実践力を育てる。

o道徳時間の確保と充実に努める。

ウ.特別活動

0自主性を育て、主体的な実践活動を通して、充実した学校生活を送らせる。

0体験を重視した行事を通して社会性を培い、感動や奉仕の心を養う 。

0歌声の響く学校づ くりを通して、みずみずしい感性と豊かな心を培う。

0心身障害学級と の交流を積極的に図上障害のある人への正しい理解力を育てる。

(2) その他の活動

落ちつきとうるおいのある学校生活の中で、喜びと生きがし、を育てるために、

0清掃美化教育の徹底を図る。

0国際的視野'を広げる教育の推進を図る。

0生徒会の諸活動を一層充実させるように努める。

0教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を育てるよう 、学年 ・学級の諸活動の充実に努める。

0一人一人を生かす教育活動の充実を図る。
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(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

o校則の全面的な見直 し活動を通して、生徒一人一人の 自らを律する態度の育成を図る。

0規律ある学校生活の確立と基本的な生活習慣の徹底を図る。

0共通理解から、共通実践へ。職員の指導体制の充実を図る。

0集会指導の一層の充実を図る。

0言語に対する意識や関心を高め言語活動の適性化を図る。

0不登校生徒への対応については、家庭との連絡を密にとり 、家庭訪問や予習資料等の提供な ど

に心を配りつつ、一日も早く登校できるよう改善に努める。

イ.進路指導

0生徒が広い視野に立って 自己の能力と適性を仲ばし、目的意識をもって将来の進路を選択する

と共に、生涯をたくましく意欲的に生きつづける力を育てるよう系統的、 計画的な指導の充実

に努める。

6 本年度の研究主題

一人一人を生かす進路指導の研究 一 豊かな経験と広い視野をもって ー

7 本校の特色

本校は一中と二中をほ校とし、各方面の理解と協力によ り作られた近代的な設備の整った開校 13

年日の学校である。校舎内は非常にゆJるく、校庭には樹齢 30年を越える桜、ヒマラヤスギが生え、

校門には樹齢 100年ともいわれる俸がそびえ、教育環境は非常に良い。日野台高校と隣接し、生徒は

は高校生活を窓ごしに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校職員が力を結

集して労力してきた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力によ り、 おちつ

いた手間気のある学校となり、生徒が昔、欲的に活!l!IJする学校となった。 58年度より学校給食が始ま

り3961'，入る食堂が完備し、各地よりの参観者がある。

またノド校は心陣学級設i在校であり、交流学科等教育内特の充実に努めてL、る。幸いにして在学する生

徒の一人一人がゆ]るく生き生きとした姿で学んで・いる。

平成 4年度は、①研修会や授業研究を通じて指導妓術を向め、綬業の充実をはかり、②生徒会活動

を重視し、，HI，I，j的な桁訴により生徒の白浄能力と忠誠をさらに高め、③生活環境を全校あげて整備し、

安全 ・(，'j'潔・ j'i1tiJ¥な学校の維持・向 |二につとめてし、く万針である。

以上のことを泊じて教Tfll棋に示された思いやりの心をもち、他につくす心情を大切にする生徒の

育成を岡っている。

8 その他(教職員の研究歴)

〉間空 研究員 開発委員 研究生 そ の イ也

1 作 野博夫(46美術) 伴野博夫(55.美術)中野秀樹Q-I3)山崎妙子(46.47道徳助言 )

2 字問川 修(1-[4.心陣) 木~I~ 健(62 社会) 中野秀樹(55 道徳助言)

3 松本優治(60美術) if:j橋陽f(H4美術 大矢芳生(H2. 道徳助言 )

4 中野 秀樹(6]お鍋ヰ) 中野秀樹(H元.地質調査)

5 渡辺やす f(H3家!厨ヰ)

6 大矢 H芳3生.教( 育課題)

一 161-



学校 名

所在地

電 話

11頂 路

生徒 数

校長氏名 北原 長 昭

1 沿革の概要

昭 55. 6. 14 校舎建設工事着工

8.25 給食室建設工事着工

12. 15 7・ーノレ建設工事着工

12. 16 体育館建設工事着工

昭 56.2. 1 初代校長河野寿忠着任

3. 26 校舎使用開始

4. 1 開校乙戸教頭以下教諭 29、

主査1、市職員 11名着任

5.11 アラームシステムによる自動警

備開始

5. 19 校庭造成工事終わる

5. 27 プール完成

7. 15 東テニスコート完成

8. 21 体育館完成

9. 21 商テニスコー ト完成

12. 25 校旗完成

昭 57. 1. 7 校歌完成

2. 6 校歌、校章発表会

3. 1 中国日本語教師団の来校

4.11 学校スポーツ開始

4. 23 家庭教育学級開講

昭 58.1. 24 平山中PTA規約成立

2. 8 体育館自動警備設備工事完了

4. 1 第二代校長川崎昭三着任

昭 60.11. 30 校庭南側防音工事完了

昭61. 4. 1 第三代校長高木宏文着任

平元.8.31 図書室 (4階)の改修完了

平 3. 7.15 食堂建設工事着工

平 4.4. 13 食堂建設工事完了

2 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

河野寿忠 昭 56.2 - 58. 3 

川 崎昭 三 昭 58.4 - 61. 3 

高 木 宏 文 昭 61.4 -平3.3

北原景昭 平 3.4-現在

日野市立平山中学校

日野市平山 4丁目 21番地の 3

0425-93-3015 

JR豊田駅下車徒歩 18分
京王線 南 平 駅 下車徒歩 10分

男子 262名・女子 269名・計 531名

教頭氏名 浅野 博

3 地域の環境

多摩丘陵北麓にひらけた低地に学校がある。

校舎南側にある校庭の目先を京王線が走り、

校舎北側は、堤防道路をへだてて、浅川の河川

敷につながっている。緑豊かで自然環境には恵

まれている。

学区域は、東西の最長部分が約 2.3師、南北

が約1.5伽にわたり、 学校は学区域の段も 北東

部に寄った位置にある。

近年、都市化の進行に伴い、ベッドタウン

のたたす.まいを濃くし、人口の急増が見られた

が、生徒数は 62年度を峠に漸減に向っている。

父母の教育への関心度は極めて高い。

4 教育目標

o考え、工夫する人

(主体性のある人間の育成)

o協力 し、進んで働く人

(社会性のある人間の育成 )

o自然や人々を大切にする人

(人間性豊かな人間の育成)

0心身を鍛え、やりぬく人

(健康な人聞の育成)

5 指導の重点

(1)各教科

・わかりやすい授業、楽しい学習を展開し、

個性を伸ばす指導法や教材に工夫をこら

す。

・地域の自然、文化を教材や教育活動にと

り入れる 0

・基礎学力の充実を図上日常の学校や家

庭生活の中で、生徒が自主的に学習を進

めることができるように、意欲を育てる

習慣を身につけさせる。
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(2) 道徳

・温かい人間愛を基礎とした望ましい人間関係をつ くるよう 、すべての人を尊重し、理解する心

情の育成を図る。

・ものごとの善悪を正しく判断し、正しい事は勇気をもって実践する態度を養う。

・社会の一員と しての基本的な生活習慣を身につけ、社会規範を遵守する態度を養う。

(3) 特別活動

・生徒会 ・クラプ ・部活動 ・学年 ・学級の諸活動への積極的な参加を通して、所属意識を高める

と共に連帯の精神を養い、責任感と実行力を身に付けさせる。

・学校行事の意義を正 しく理解して、積極的に参加するよう にし、奉仕 ・協力・他への思いやり

責任感等の心を育てると共に、物事の計画、組織的に進める能力や態度を養う。

(4) 生活指導

・日常の個別や集団の指導を通 して、望ましい生活習慣や態度を育て、集団の質を高める指導を

行う 。

・学校生活のあらゆる場でのふれあいを通して、教師と生徒の心のつながりを強め、相互の信頼

を深めるようにする。

・全教職員が一致して指導する体制をつくって、問題傾向には早期に対応策を講じ、家庭や関係

諸機関との連絡を密にして、全生徒の健全育成に努める。

(5) 進路指導

・自己の特性を知って、その伸長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

・個々の生徒や各学年の発達段階、特性等を考慮して、計画的 ・系統的な指導を実施する。

(6) その他の活動

・教育相談 ・個人面談 ・進路相談 ・質問教室等の実施を推し進め、学校生活の充実を図る。

6 本年度の研究主題

(1) 小集団を生かした学級活動 ・学習活動の進め方。

7 本校の特色

開校 12年自の学校で、生徒一人ひとりの個性を尊重し、生徒一人ひとりを大切にする教育を基本

としている。生徒も教職員も「学校へ釆るのが楽しい」と いえる学校を目指して、下記事項に重点を

おき、指君主に当っている。

0生徒をと りま くいろいろな環境を整え、活気に満ちた学校にする。

o r勉強しようとする意欲に満ちた生徒がし、てJr生徒のために力一杯やろうとする先生がし、る」学

校にする。

8 教職員の研究歴

潟里 研 究 貝 研 究 生

阿部 晃 一 (43美 酒井悦子(2理

三 浦義次(46.技

= irH賢治(59，数・62.特活)

遠藤 弘(63.特活

渡辺 淳(元.3.英

池間純 二 (元.数

片倉俊 秀 (63.3逝・元2性教)
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